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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　季節は巡めぐる。

　刺さすようだった陽光も、ようよう穏おだやかになり始める季節。親子はその日、王の執しつ務む室しつではなく、王宮深部の玄げん室しつにいた。ミスマルカ王朝を継ついできた、歴代の王とその一族が眠ねむる幾いく多たの墓標。

　ただ二人きり。マヒロは膝ひざをつき、母の墓前へ花を手た向むけながら父へ問う。

「……教団領への出立の許可は、まだ頂けませんか」

「他の諸しよ侯こうが賛同せぬ」

「今までだって、あの会合で賛同を得ていたわけではないでしょう」

「そなたとて、わかっているであろう」

　耳ざとい王侯貴族の間では、神しん殿でん教団枢すう機き会かいの分ぶん裂れつ状態はすでに周知の事実であった。預言者などすでに騙かたり、天の威い光こうが地に落ちたと言われたところで、それは彼らのような心ないリアリストたちの話。勇者たちの威光がそうであるように、民間レベルにおいての教団の影えい響きよう力は計り知れないものがある。

　旧文明の崩ほう壊かい以降、ほぼ全すべての国々の冠かん婚こん葬そう祭さいがそのカタチを則のつとってきた。言うなればほぼ全ての人々は神殿教団の教えるマリア教の信徒であり、いかなる王、英えい雄ゆうとて、そこから外れれば途と端たんにはみ出し者マイノリテイとなる。

　枢すう機き会かいの分裂。

　急進派は親帝てい国こく。保守派は親諸国連合。

　ならば連合としてどちらを支持すべきかは簡単な話だったが、もしも国として公おおやけに保守派を支し援えんし、しかし結果として急進派が実権を握にぎってしまったなら。極端な話、その為い政せい者しやは異端者としての烙らく印いんを押されることも容た易やすいのだ。ただそれだけで民たみの全てが敵となってもおかしくない。

　その天てん秤びんがどちらに傾かたむくとも知れない今、争乱の焦しよう点てんであるマヒロが出向けば目立たぬ火種に油を注ぐも同義。今度ばかりは賛同の有う無むではなく、諸侯からの猛もう烈れつな反対を受けていた。

「……他の紋もん章しようはどうなのですか、父上」

「お前はどう見る」

「残りは教団領に一枚。そして帝国領に一枚。……あとは見当が付きません」

「そうだ。だが、それだけではない」

「そうと言わねば、教団領の一枚を手に入れたところで帝国が攻せめてくるかも知れませんね」

　もちろん真実などマヒロにもわからない。本当に三つ以上あるのか、残り二枚なのか、あるいは教団のそれで最後なのか。

「ならばどうする」

　簡単な祈いのりを捧ささげたマヒロは立ち上がる。

「残すは帝国領の一枚となったところで、帝国を話し合いの席に引っ張り出しましょう」

「帝国がその席に着かねば」

「いいえ、着きますとも」

「大した自信だな」

　父の冷れい徹てつな視線がマヒロを捉とらえる。振ふり返ったマヒロは、負けず酷こく薄はくな視線で告げた。

「連合盟主、ラヒル・アルンスト・エーデンファルト。あなたの首を片手に帝国へ寝ね返がえった僕が、帝国側の交こう渉しようの座に着きます」

　息子むすこの言葉に、しかし王は微び動どうだにもしなかった。しばし目を伏ふせ、広大な玄室の静せい寂じやくに耳を傾けていた。

「……それが私への復ふく讐しゆうか」

「そして大陸の焦点が紋章の先へ移った後、唯ゆい一いつ、話し合いのみで大陸を平定できる可能性です」

「……ふっ」

　王が、笑った。

「ふふふふっ、ははっ！　ふははははははははははははははっ……!!」

　虚きよ無む的な空間いっぱいに響ひびき渡わたり、反はん響きようする。脅おどすようなつもりで言ったマヒロの方が、きょとんとするほどの。恐おそらく国民の……いや、側近らでさえ見たことのないだろう、ミスマルカ国王ラヒルⅡ世の哄こう笑しよう。

「なるほど、連合の弱小国家に埋うもれていたのではこの大陸の統一は叶かなうまい。そのために父であるこの私を殺すか？　戦うための人形に生まれ、虚うつけと呼ばれ蔑さげすまれたお前が、裏切り者の汚お名めいを被かぶってまで戦いくさを嫌きらうか？」

　高らかな哄笑はやがてなりを潜ひそめ、最後に王は鼻で笑った。

「よかろう、お前の好きにするがいい……所しよ詮せん、無理であろうがな」

　まだ笑えみの残る、まるで馬ば鹿かにしたような言葉遣づかいに、マヒロは憤いきどおりを顕あらわにした。

「……何をして無理とおっしゃいますか」

「お前の目的は何か。大陸を平定することか。この私への復讐を果たすことか。どちらか一つに的を絞しぼるべきであろう」

「ならば復讐など通過点に過ぎません。僕は……」

「だから無理だと言ったのだ、愚おろか者が。復讐は良いだろう。怒いかりと恨うらみは最も直接的で効率の良い原動力だ。だが……故ゆえにこの私を殺あやめた後、お前はもぬけの殻からとなるだろう。元の人形のようにな」

　断言する鋭するどい舌ぜつ鋒ぽうに、マヒロは憤ふん怒ぬと共に言葉を飲み込んだ。

「その後、お前は何のために大陸を平定する。大陸の平和のためか。人々の安あん寧ねいのためか。エルクレセルへの贖しよく罪ざいのためか。いずれも、お前自身のためではあるまい。お前のための復讐に比べれば、いずれも微び々びたる動機に過ぎぬ。己おのれの生まれを否定するために、言葉だけで大陸を平定する……しかし、それでお前は己に納なつ得とくし、満足するのか？　そうではあるまい。他の誰だれでもない、この私にそれを認めさせてこそお前は充じゆう足そくし、初めて自身を認められるのではないか？　ならば私を殺した後、お前は誰に認められるというのか」

　マヒロは歯は嚙がみし、爪つめ痕あとが残るほど拳こぶしを握り締しめたまま……無言。王はそんなマヒロの様子を見下しながら、もう一度、唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「ふっ……、浅はかだな。そうと申せばこの私の驚おどろく顔が見られるとでも思ったか」

「いいえ。僕は……！」

「ならばなぜ、今ここでやらぬ」

　王は一つ声を大きくし、両りよう腕うでをしてマントを広げ、その懐ふところをさらけ出した。鎧よろいもなく、刃は物もの一本あれば届くだろう心の臓がそこにある。

「っ……」

　だがマヒロは、その刃物のただ一本を持っていない。打ち明けた以上、こうして二人きりでいる機会はもう二度とは巡めぐってこないかも知れない。

「……そうですね」

　認めると、王も腕を下ろした。

「所詮その程度か。だが悪くはない。よくぞ至ったものだ」

「……どういう意味です」

「私の首を片手に、帝てい国こくの上位に立つ目、立ち回れるだけの器量があるなら最善策であろう。だがそのためには、これまでの旅でお前が築き上げた各国からの信用も、民たみ草くさからの信しん頼らいも、お前を信じる仲間たちすらも、全すべてを切り捨てねばならぬ」

「っ……」

　心臓が、一度大きく高鳴った。

　はっきりそうと告げられ、まだ犯おかしてもいない罪の意識を幻げん視しする。

「……わかるか、マヒロよ。それは取りも直さず、〝人〟として生きるために必要な全てを断たち切るということだ。お前に〝人〟の皮を脱ぬぎ捨て、〝王〟という名の仮面を被る覚かく悟ごはあるか？　先にも言ったように、〝人〟の皮を脱ぎ捨てた途と端たん、〝人形〟に立ち戻もどる可能性があろうともだ」

　虚けと言いながらも可愛かわいがってくれた諸しよ侯こうを切り捨てる。アホだと笑いながらも、慕したってくれるミスマルカの民を裏切る。出会ってたかが数ヶ月にもかかわらず、今や親友と呼ぶべきパリエルやジェスたちさえも。

　全てを敵にする。

「それは……」

　それは、再び一人きりになるということだ。

　きっと再び、あのひどく薄うす暗ぐらい最中さなかに閉じこもるということだ。

　もう二度と、この数ヶ月のように明るく自由な日々ではあるまい。

　なかなか、その次の言葉が発せなかった。

　ただの脅しではなかったはずだ。それでいいと思っていた。だが諸国を回り、多くの人々を見聞し、仲間たちと時間を共にするにつれ……そうした多くの思い出が重荷としてのし掛かかり、マヒロの口を固く閉とざした。

　ルナスがこの城に攻せめ入ってきたあの日。王族なんてそんなもの、と高をくくっていた。死など恐れるには値あたいせず、ならば他人の評価など瑣さ末まつなこと。そんな風に斜はすに構えていた自分が……どうしてか、遥はるか彼方かなたに遠い。

「その覚悟ができたなら、いつでもこの首、取りに来るがよい。だが〝人〟として生きたければ……よくよく考えることだ」

「……」

　押し黙だまる息子むすこの姿に、王は小さく鼻を鳴らす。

「どちらにせよ此こ度たびのことはいい機会となろう。各国の王族、貴族、民、強みも弱みも全て見定め、顔を売ってくるがよい」

　それきり踵きびすを返し、立ち去る父の背を、マヒロはその場に留とどまったまま、見み詰つめていた。




　　　　◆




　玄げん室しつより地上へと至る、長い長い階段。

　その中ちゆう途とにエーデルワイスが控ひかえていた。

「何やら、愉ゆ快かいなことでも」

「……聞こえていたか」

　王、ラヒルⅡ世が通り過ぎると、エーデルワイスもそのまま後に追従する。

「いえ。ですが愉快そうにお見受け致いたしましたので」

「……人形であったはずのあれが、今や人以外の何物でもない。人形としてはこれ以上もない失敗作であったはずが……この私の血を継ついだ息子だと思うと、頼たのもしくもある。諸侯が世継ぎの話になった途端に頰ほおを緩ゆるめるのも、わかろうというものだ」

「左様でございますか」

　誰だれもが言う。勉学についてはどれだけ飲み込みが早く、弓はこれだけ遠くの的に当て、剣けんを振ふるえば兵士長も舌を巻き、馬に乗せれば……会合の後のたまの宴うたげ、出てくる話題といえば大半はそんなもの。無論、年とし頃ごろの息子、娘むすめがいればそれを売り込もうとの意味もあるのだろうが、どの国の王も、大臣も……いや、身分に限らず、親となれば誰もが我が子が可愛く、うちの子が一番だとだけ言いたいがために自じ慢まんする。

　元よりマヒロは虚うつけと阿あ呆ほうを気取っていた。引き合いに出され、からかわれこそすれ、ラヒルは付き合いで相あい槌づちするだけで、そうした話題に興じることはなかった。

　だが今ならわかる。

　あれは間ま違ちがいなく自分の血を継いだ。

　薄うす汚ぎたなく、狡こう猾かつで、そして冷たい、蛇へびの血だ。

　勉学の時間には城を抜ぬけ出し、弓は引かず、剣は振るえず、馬にも乗らぬ体ていたらくではあるが。いよいよ手段を選ばぬとなったときの決断力、実行力、胆たん力りよく、およそ他国の箱入り息子など比べるべくもない。

　強しいて挙げればハイランドのリーゼル王子であるが、彼はあまりに実直すぎる。

　となれば聞いた限りで右に並ぶは、およそ帝国のシャルロッテ皇女ただ一人であろう。

　それが何より頼もしい。

「あの殿でん下かをご子息としてお認めになると」

　ラヒルは答えず、後ろに従う彼女に問う。

「エーデルワイス。あれは言葉通りに、口先だけで天下を盗とると思うか」

「断じて不可能でございます」

　近衛このえ将軍でもある侍じ従じゆう長の声はいつも通り平へい坦たんで、冷れい淡たんであった。

　まだ先ほどの哄こう笑しようの余よ韻いんが残っていたのだろうか。ラヒルは噴ふき出しそうな笑いを堪こらえ、くっと小さく喉のどを鳴らした。

「そうであろうな。だができることをできるようにやったところで、何が面おも白しろい。足あ搔がき、叶かなわず、やがて夢も見果てるであろう。……そうとも、この私の血を継いだのだからな」

　故ゆえに、楽しいのだ。

「左様でございますか」

　そして地上階に出る。現れた王の姿に、左右に列する儀ぎ仗じよう姿の近衛騎き士し団は一いつ斉せいに踵かかとを鳴らした。

　　　　[image: ]

　王が立ち去っても、パリエルだけはマヒロが戻もどるまでその場に残っていた。ようよう階下から戻ってくる王子の姿を見て、パリエルは羽根付きの制せい帽ぼうのつばを少し持ち上げ声を掛かけた。

「何かあったんですか？　王子」

「……え？　何が？」

　と、マヒロは少しぼんやりとして疲つかれた様子。

「あ……いえ。王様が珍めずらしく笑え顔がおというか、嬉うれしそうだったので。親子で、何かいい話でもあったのかなーと」

　よくよく考えるとパリエル自身、王様の笑顔というのはほとんど記き憶おくになかった。いや、ひょっとしたらこれまで見たことがなかったからこそ、印象に残ったのだろうか。

「……なに、父上はあれで人が悪いんだよ」

　対照的なマヒロの表情。冗じよう談だんめかしたように笑い、そしてマヒロはパリエルの前でぴたりと立ち止まった。

「王になりたきゃ、王の仮面を被かぶる覚かく悟ごをしろってね」

「はい？」

　パリエルは聞き返すが、マヒロは答える代わりに再び覇は気きなく歩き出す。二人きりの親子の話だ、国を背負う者としての心構えやら何やら、説教されたのだろうか。でもそれだと王様の笑顔の理由にならない。

　玄げん室しつへの階段がある部屋を出ると、衛兵らによって門は固く閉とざされた。

　マヒロの隣となり、一歩後ろを歩きながら、パリエルは問う。

「紋もん章しようについて、何か良い算段でも？」

「んー、そっちはまだだね。向こうの方で何かしら結果が出ないと」

「向こうの方……？」

　会合だろうか。それとも帝てい国こく側の動きについてだろうか。

「なもので、余はその結果が出るまでは公務に勤いそしむことになりました」

「は？」

「黄おう金ごん月げつ間かん」

「……。ああ」

　昨今、この九月には小国家群の多くの王、王族の誕生日が集中しているため、各地の収しゆう穫かく祭と合わせて中ちゆう原げん一帯がお祭り騒さわぎとなることからこの名が付けられた。

　民たみ草くさの誰もが心待ちにする季節である一方、あちこちの祝いの席に招かれ、また贈おくり物の用意も必要となる王おう侯こう貴族にとっては年末年始の如ごとく忙いそがしく、出費のかさむ頭の痛い季節でもある。

「……って、え？　今年は王子が挨あい拶さつ回りをするんですか？」

「余がすることになりました」

　それならまあ、マヒロがぐったりしているのも納なつ得とくできた。上流階級のたしなみといえば社交辞令にお世辞におべっか、テーブルマナーに社交ダンス。このところは紋章集めや会合を言い訳に、マヒロが輪を掛けてそっちのけにしている苦手科目の数々だ。

「他の王様はともかく、連合の盟主である父上がこの城を空けるわけにはいかない。余が残ったところで、妖よう怪かいじみた諸侯、大臣たちの会合をまとめられるはずないしね……」

　ま、それは然しかり。

「いい機会だから、今のうちにあちこち顔を売ってこいってさ」

「でも……いくら緩かん衝しよう地帯が平和だからって、紋章そっちのけで……っていうのも」

「だから、紋章はまだ会合の方で許可が出ないの。その間の暇ひまつぶし。義理掛けを欠いてはやっていけないのは、商人も王侯貴族も闇やみ組織も、み～んな一いつ緒しよだよ」

「そういうものですか」

「そういうものですよ」

「つまりお酒が飲み放題ということね～♪」

　フフフ……、と、通路の柱の陰かげからやおらシスターが現れた。

「各国の王様が直じき々じきに開く宴うたげの席となれば、これまでの旅で回ったショボイ宿とはレベルが違ちがうわけよね、レベルが。中原各地の最高級の銘めい酒しゆがロハで飲み放題、お泊とまりはまさにパレスホテル泊ってなもんで……」

「あ、シスターたちは今回いいです」

「なんでよっ!?」

　エミットがマヒロの胸むなぐらを捕つかまえた。

「だって君たち、紋章を集める限りの護衛であって！」

「水くさいわね仲間でしょ仲間！　地じ獄ごくの果てまでお供するってあの日王様の前で約束したじゃないのよっ！」

「そんな約束余は聞いた覚えがないしそこまで言うなら毎日のお風ふ呂ろまでお供してくれるというのか!?」

「あたしは構わないわよ!?」

「でもシーナさんじゃなきゃやだ」




　めきっ。




　僧そう兵へい術じゆつの神しん髄ずいのごときサブミッションを極きめられたマヒロの関節が、生木の軋きしむような鈍にぶい音を立てた。腕うでを押さえたまま、ぽてっとマヒロがその場に転がる。

「あのですねシスター、今回は紋章は関係ない上に、公務なのでお忍しのびである必要もなく、ちゃんとパリエルを含ふくめた護衛の騎き士し団だんが余に付くわけです。あと招かれているのはあくまで父上であって、その代理で行くだけの余の護衛程度がご馳ち走そうにありつける道理はありません」
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「……ほんとに？」

　起き上がって服を払はらってマヒロは言った。

「本当に」

「汝なんじ噓うそつくことなかれ？」

　マヒロが小さく嘆たん息そくして肩かたをすくめた。

「そこまで言うならついて来てもいいですが、行く先行く先、丸一日ホールの隅すみっこに立ちっぱなしで延々と各国代表や有力貴族の祝辞を聞き続けるうちに人生や生まれてきた意味について考え始めても後こう悔かいしないでくださいね？」

「……ぐっすん」

　涙なみだを浮うかべ肩を落としたシスターが、とぼとぼと去っていった。

「まったく、これだから下々の者は……。王族をなんだと思っているのか」

「……王子」

「なに、パリエル」

　マヒロが振ふり返ったパリエルの顔面は、冷や汗あせいっぱいの蒼そう白はくだった。マヒロ付きの護衛なので王様のそれに同行したことはなく、しかし王様の誕生日には確かにその通りであったことを思い出したのだ。

　それが各国を回りながら延々何日も……？

「ほ、他ほかのみんなが同行するなら、別に、私が同行しなくてもいいですよね？　何だか急に具合が……というか、このところ王子につきっきりで休きゆう暇かも大分溜たまって」

　すぱん。

　いつの間にか居合わせたエーデルワイスに、ハリセンで殴なぐられた。

「あなたはついて行くのです」

「でもエーデルワイス様、私はジェス君と剣けんの稽けい古こを」

　すぱん。

「実はシーナに魔ま法ほうを教えてもらう約束が」

　すぱん。

「えーと」

　すぱんすぱん。

「いいから行きなさい」

「はい……」
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　城の裏庭。

　残暑を遮さえぎる森の木こ陰かげ、日課であるロードワークをこなしたジェスは、やはり日課としている筋力トレーニングを淡たん々たんとこなしていた。牢ろう獄ごくで反省した囚しゆう人じんが暇ひまにかまけてそうするように、黙もく々もくと。

　その傍かたわら、木の根に腰こし掛かけたシーナが魔導書から顔を上げる。

「あなたが本気で戦ってるところって見たことないけど……基き礎そ体力だけは確実にすごいわよね」

「体力がなけりゃ、何もできねえ」

「当然ね。それも師し匠しようの教え？」

「師匠は元気がどうたら、言っていたが……ま、そういうことじゃねえのか」

　紋もん章しよう探しの旅に出ない間の勇者二人は、エミットと共にこのミスマルカ城に居を借りている。選せん抜ばつのためにこの城に訪おとずれてから、はや四ヶ月。だからそろそろ、こんな過ごし方も日常となってきた。

　他の兵士では稽古にならないので、シーナはパリエルがいなければ暇。中原のこの一帯は強い魔物も出ないので、いわゆる経験値稼かせぎにもならない。基本平和なので酒場を覗のぞいても大した依い頼らいも入っていない。ジェスは元からそういうことをしないので、さらに暇。

　そこにとぼとぼとシスターがやってきた。シーナが声をかける。

「どう？　次の紋章について何か……」

「王子様は王様の代わりに黄金月間の挨あい拶さつ回りで、まだしばらくはお預けだそうよ～」

　よっこらしょ、とエミットが木陰に腰を下ろす。呆あきれたようにシーナが絶句した。

「黄金月間って……帝てい国こくがあんまりにも攻せめてこないものだから、平和ぼけしちゃったの？　結束はもうできてなきゃいけないときに、今さら親しん睦ぼくを深め合ってどうするのよ。王子様の推測通り、教団領にあるのはわかってるんでしょ？」

「だからこそ大だい神しん殿でんの問題が片付かないと、王様たちも動くに動けないんでしょ」

　エミットの心底つまらなそうな表情に、シーナは本を畳たたみ、声を潜ひそめた。

「……枢すう機き会かいが分ぶん裂れつしてるってあれね。本当なの？」

「本当も本当、今まで表面化しなかったってだけの話よ。有史以来、人が三人以上集まって派は閥ばつのできなかった例ためしはないわけ。どっちが先かは知らないけど、緩衝地帯こつちの火種が向こうに飛び火したのは事実だわね」

「どういうことよ……？」

　ジェスはそんな政治的な話に全く関心なく、トレーニングを続けていた。エミットはそれを眺ながめながら、シーナへ続ける。

「急進や保守なんて名前も、帝国寄りか連合寄りかなんて話も、全部後付け。向こうが連合を支持するなら、こっちは帝国を支持しましょうってだけのことよ。向こうは教えの解かい釈しやくを改めるべきだって言ったから、こっちは今まで通りの教義を守りましょう……ってね」

　目標の数だけ懸けん垂すいを終えたジェスが、枝から手を離はなし地面に降りた。

「なんだそりゃ。ガキのケンカか」

「さすが我が勇者、真理を突ついたわね。ガキのケンカなのよ、自分が一番になりたいってだけの。ま、どっちも一番になった先に本心があるんでしょうけど……いい歳としして何やってるのかしらね～」

　ジェスは気にせず次を述べた。

「だが、まさか本当に意地の張り合いってだけでもねえだろう」

「……それはね。派閥を作るくらいだから、双そう方ほうそれなり説得力のある言い分は持ってるわよ。帝国だって、魔物を大陸から一いつ掃そうするために、ってことで天下に覇はを唱えたんでしょ。だから帝国寄りの急進派は、魔王軍に立ち向かうその意気やよし、ってわけ。元々急進派って、これまでの守り一いつ辺ぺん倒とうの姿勢をやめて、よりアグレッシブに活動しようって考え方だから。でもいくら未来のためだからって、戦争をしていい理由にはならない。聖言の第一に曰いわく、汝なんじ殺すことなかれ……ってことで、これが保守派ね」

　一応、それぞれの言い分の理に適かなうようにはなっている。

「急進派は間ま違ちがっているわ！」

　そんなシーナの表情に、エミットが小さく苦く笑しようした。

「ま、勇者シーナはそう言うでしょうね。そりゃこの辺りだからこそ平和なものだけど、山やま間あいの寒村や西域近くの辺境の魔ま物ものは、質も、量も、それはひどいものよ。ノーテスカ帝国が共和国に虚きよを突かれたのも、エルクレセルが剣けんの国にならざるを得なかったのも、ハイランドが質素倹けん約やくのために宗教国家になったのも、全部魔物のせい」

　ノーテスカは西からの魔物の大量発生の折に、共和国軍に挟きよう撃げきされる形で陥かん落らくしたと伝えられている。

　エルクレセルの剣士の質が高かったのも、元はといえば常在戦場、恒こう常じよう的に高位の魔物という危険にさらされ続けていたからだ。

　さらに山深い場所に位置するハイランドは、いつ何時の籠ろう城じようにも耐たえられるよう、ただでさえ収しゆう穫かくの少ない作物を、国民に清せい貧ひんを教えることで蓄たくわえ続けてきた。

「それは……でも……」

「今のまま平和に暮らせている中原諸国なんかが、じゃあ西域まで兵を派は遣けんしましょうって言ったってそりゃあ無理な話よね。だって、すでに平和なんだもの。二人もリーゼル王子のお話聞いたでしょ。すぐ目の前で、これから戦争しますよって言われても尽じん力りよくを惜おしむのよ？　それでも人類が団結して魔物を滅ほろぼさなきゃならないってなったら……」

　その意志を持つ統治者が、全すべてを手中に収め、その全てに対して命じなければならない。

「ね？　だから一応、どちらも理り屈くつは通るわけ。でも枢機会の連中が欲しいのはそこじゃない」

「「？」」

「そうして分裂していることを外に匂におわせれば、急進側は自おのずと帝国から、保守派は連合各国から、少なくない支し援えんを受けられるのよ」

　シーナが待ったを掛かけた。

「どうしてそうなるわけ？」

「だって今のこの不安定な時期に、教団領がまるまる帝国についたらどうするのよ」

　あ……、とシーナが呟つぶやいた。

「どっちの国も、違う派閥が実権を握にぎれば自分の立つ瀬せが危あやうくなる。急進派も保守派もそういうことを理解した上で、今まで表おもて沙ざ汰たにしなかった分裂状態を、この時期にわざと漏ろう洩えいさせているのよ。そこまで直接的ではないにしろ、遠回しに『我が勢力が実権を握った暁あかつきには……』みたいな文書が、そこら中の国にばらまかれてるんじゃないかしらね」

　もはや憤いきどおりを通り越こし、呆れ返ったシーナが小さく唸うなった。

「なによそれ……共和国なら選挙法違い反はんだわ……」

「うちはほら、国じゃなくて宗教だから。道理が通れば法はすっ込むの」

　ジェスは一息。

「そんな最中に、マヒロの野や郎ろうがのこのこ出ていったら……ってことか」

「ま、何かしらの騒そう動どうが起きるでしょうね。だから会合の王様たちも、今度ばかりはおいそれと王子様を派遣できない」

「でも……」

　シーナが呟いた。疑いの眼まな差ざしは、エミットに向けて。

「妙みように詳くわしいわね、あなた」

「え……？」

「ただのシスターのくせに、しかもこの何ヶ月、ずーっとこっちにいるのに、どうして枢すう機き会かいなんて中枢部の話を知っているのよ。それって、このお城で開かれている会合の内容を知っているようなものでしょ？」

「えっと……それは……ほ、ほら。預言者様に視みえぬものなしってね！　あたしみたいな超ちよう絶ぜついい子なシスターは、神さまからいろいろ教えてもらえるのよ！」

　急に胡う散さん臭くさくなったエミットへ、当然のようにシーナの白い目は変わらない。

「……確かに納なつ得とくのいく部分もあったけど、話半分に聞いておくわ。あなたいつもいい加減だし」

「話を戻もどすが」

「なに、我が勇者？」

「マヒロが動けねえのはわかったが、挨あい拶さつ回りってぐらいだ、あちこち行くんだろう。まさか俺たちもついて歩くんじゃねえだろうな」

「もー、それがねー、ちょっと聞いてー」

　急にエミットが怒おこり始めた。

　かくかくしかじかと、マヒロから無下に断られた経けい緯いをぷんすか話す。いわく、ご馳ち走そうがどうの。いわく、銘めい酒しゆがこうの。いわく、厚こう意いでついて行ってやろうというのにずーっと立ってろだとか。同意を得られると思ったのだろうが、当の勇者二人は。

「ま、当然ね」

　シーナが読書の続きに戻った。

　名のある勇者としてそれなりに国を回り、王城にも招かれているので、儀ぎ礼れいとは大方そういうものだと知っているのだ。

「そうか。ならいい」

　ジェスはジェスで、そんな堅かた苦くるしい公式の場に引き出されるなどまっぴらごめんであった。お忍しのびだからこそマヒロにも同行できたが、立派な鎧よろいに飾かざり立てられた近衛このえ騎き士しに交ざれと言われてもぞっとしない。

「二人ともご馳走と銘酒とパレスホテル泊が欲しくないの!?」

「アホかてめえ、シスターだろうが。屋根があって食えるだけで感謝しやがれ」

　ある意味、生まれ育ちが違ちがうジェスに続き、シーナも木こ陰かげから覗のぞく城を指さす。

「そうよ、毎日あんな立派なお城で寝ね泊とまりさせてもらってるじゃない。ホテルどころか正しよう真しん正しよう銘めい、中原一のパレス泊」

　うぐ、とエミットが一度は押し黙だまる。

「でも～、パーティーとか～、舞ぶ踏とう会とか～、演奏会とか～、その日しか出されないご馳走とか～！　その国でしか飲めないとっておきのお酒とか～!!」

「ああもう、うるさいわねぇ……」

　シーナはようやく開いた書物を、集中できずにまた閉とざす。

「……でも王子様が心配いらないなら、私たちもここでじっとしてる必要はないわね」

「それはそうだが」

　ジェスは身体からだをほぐしながらシーナへ応こたえる。いつ出立の命がかかるかわからないからこその待機状態。が、マヒロが各国を回るとなれば、自分たちも何週間かは全くの自由になるということだ。

　シーナが木こ漏もれ日を見上げながら呟く。

「せっかくだから私も出掛けてこようかしら」

「あら、またどこか修しゆ行ぎようの旅？　勇者殿どのは大変よねぇ。行ってらっしゃい、主のご加護を」

　ひらひら手を振ふるエミットへ、シーナもこれ見よがしにひらひらと。幾いく通つうかの封ふう筒とうを見せびらかした。捺おされた封ふう蠟ろうは、全すべて名のある王家のそれ。

「私のところにも来てるのよねえ、招待状が」

「お供いたしますわ勇者殿っ！　ね、ね、我が勇者！」

「別に俺たちが呼ばれたわけじゃねえだろう」

　ジェスは仏頂面づらで言ったが、シーナが笑う。

「あら、勇者がパーティーを組んでることなんて珍めずらしくも何ともないわ。護衛じゃなくて仲間同士なら、相応の扱あつかいはしてもらえるわよ」

「じゃあ決まりね、決まり！」

　ジェスは辟へき易えき半分、シーナに言った。

「だがさっきは、そんな場合じゃねえとか何とか……」

「そんな場合じゃないけど、ここでじっとしているよりはいいでしょ。新しい仲間との出会いがあるかも知れないし、こんなときだからこそ、どこかの王様からいいアイテムや武具をもらえるかも知れない」

　ジェスはやや理解に苦しみ、髪かみを搔かく。

「……俺はよく知らねえんだが、土産みやげ持ってくのは祝いに行く俺たちの方じゃねえのか？」

　世慣れたシーナが、チッチッと指を振る。

「一国の王様が、ただの勇者にどんなお土産を期待するっていうのよ。勇者なんてものは頭数だけ揃そろえばいいの。向こうはね、天の啓けい示じを受けた勇者が私のためにこれだけ祝いに来てくれました、ってだけでステータスになるんだもの。私たちは勇者らしく堂々と、出された物を飲み食いして、帰り際ぎわにお土産をもらったら一言、この私が必ずや世界に光と平和をもたらして見せましょう」

　……。

「わかった？　ジェス」

「いや……」

　悄しよう然ぜんと呟つぶやくジェスの背中を、エミットがばんばん叩たたく。

「いーのいーの我が勇者、そういう細かいことは！」

「うん。ジェスはそうやって黙っていた方が貫かん禄ろくがあるものね、細かいことは私たちに任せておいて。というか……あなたのところには来てなかったの？　招待状」

　シーナが見せたのは、ハイランドのそれ。女王の誕生日は別だが、王子であるリーゼルの誕生日は黄金月間にかかっているのだ。

「ああ。そりゃ、リーゼルからは来てたが……」

「じゃあ決まりね。一路、ハイランドへ！」

　待った。と、急に冷めた顔に戻もどったエミットが手を挙げる。

「……ちょっと一応確かく認にんしたいんだけど勇者シーナ」

「何よシスター・エミット」

「ハイランドの他ほかは？」

「ハイランドだけ行けば充じゆう分ぶんじゃない」

「それ汝なんじがリーゼル王子に会いたいだけじゃなくて？」

　けふんこほんとシーナが赤い顔で咳せき払ばらいをした。

「し……招待された全部の国を回ってる余よ裕ゆうなんて、さすがにないわよ」

「この国の王子様の挨あい拶さつ回りが終わるまで、ず～っとハイランドに居座るつもりじゃなくて？」

「そ、それはほら、リーゼルなら剣けんも魔ま法ほうも私より上だし、少しくらい長居して修行させてもらったって迷めい惑わくじゃないはずよ！」

「却きやつ下か！」

　びしりとロッドを突つき付けた自じ称しようスーパーシスター。

「天啓の勇者は世に遍あまねく主の威い光こうを広める責務があるはずです！　仮にもＳランクである汝が一国だけを優ゆう遇ぐうするなんて不公平があっていいはずがありません！　招待された国々を平等に回るべきです！　特に国土の貧しいハイランド王国には長居することで無用な負担を掛かけるべきではなく、裕ゆう福ふくなラズルカやゼムンへ絶対祝福に行くべきだと主はお告げになっています！」

「そこまでしてお酒を飲みたいわけあなたは!?」

「いいえこれは天よりの聖なるお告げであり……！」

　うんぬんかんぬん。きゃーすかきゃーすか。

　所在なく立っていたジェスが、さて次のトレーニングに移ろうかと思う頃ころ……パリエルが向こうからやってきた。

「あ、ここにいたんだ」

「よう、姫ひめ」

　ジェスが挨拶すると、うぐ、とパリエルが歯は嚙がみした。

「だからジェス君……」

「なんだ姫」

「姫と呼ぶのやめろって何回」

「いいじゃねえか、姫は姫だ」

「おかげでこっちは行く先行く先、ひめひめ言われてるんだぞ!?　やあパリエル、いつからお姫様になったんだい？　あ、姫様だ、ところでそれ何かの罰ばつゲーム？　あなたがお姫様なら私は女王様ね、ぷーっくすくす……とか笑われる気持ちがお前にわかるかあああああああっ!?」

　ガルルと胸むなぐらを摑つかみ上げるパリエルへ、ジェスは一言。

「んなもんわかるか」

「きさま……」

「誰だれも真に受けてねえならいいじゃねえか」

「真に受けないから呼ぶな！」

「真に受けた方がいいのか」

「あの夜私に土下座した素す直なおなジェス君はどこへ行った」

「どこにも行くか。てめえが今胸ぐら摑んでる相手だろうが」

「もういい、わかった、じゃあエルクレセルの姫として命令してやる。私のことはパリエル様と呼べ！」

　ジェスはめんどくさくて、嘆たん息そく一つ。

「四文字のパリエルより二文字の姫の方が呼び易やす」

「お前にとっての姫の価値はその程度くぁあああああああああああああああああっ！」

　えいやっ、とパリエルがジェスを投げ飛ばすと、ジェスは猫ねこのような身のこなしで足から着地した。

「で、何の用だパリエル」

「この野や郎ろう……様はどうした、サマは」

「いいじゃねえか、めんどくせえ。他ほかに用事がねえなら……」

「ああいや、待った」

　パリエルは呼吸を整え、制せい帽ぼうのズレを直した。

「王子から伝言。明日から黄金月間で中原各国を回ってくるから、ジェス君たちはしばらく自由にしていいって。三週間くらいかな。ああ、あとシーナは一いつ緒しよに連れてってあげようか、だって」

「お生あい憎にく様。私は自分の招待状があるので」

「え？」

　パリエルは目をきょとん。

「シーナ自身が招待されてるってこと？」

「Ｓランク勇者をなんだと思ってるのよ。ついでに、ジェスたちをパーティーメンバーとして一緒に回ろうかって話してたとこ」

「え？　え？　それって丸一日ホールの隅すみっこで立って哲てつ学がくするって意味じゃなくて、ご馳ち走そうとか食べられる招待客ってこと？　じゃあじゃあ、私もそっちのグループに……」

　すぱん。

「あ、エーデルワイス様、丁度いいところに。私今の仕事を辞やめて、これからはシーナの仲間として」

　すぱん。

「なので辞表の書き方を」

　すぱん。

「えーと」

　スコン☆

「きゃあぁあぁあぁあぁあぁ～～～～～……!?」

　ハリセンの握にぎりの硬かたい角で眉み間けんを打たれたパリエルが、悲鳴を上げてのたうち回る。その襟えり首くびを捕つかまえて。

「ご迷めい惑わくをおかけしました。皆みな様さまは、ご自由にどうぞ」

「哲学は……哲学はいやぁ……！」

「ならばあなたには特別に計算ドリル上級の所持を許可します、お姫様。祝賀会の最中に全問解けなかったら食事抜ぬきです」

「算数はもっといやあぁぁぁぁ…………!?」

　ずりずり、引きずられていった。

「……ある意味すごいわね～。あれがお姫様って」

　感心するエミットの傍かたわら、シーナも首しゆ肯こう。

「今エルクレセルが無事だったとしても……彼女が教育係だったら、ほんとにあんな感じなんでしょうね」

「……」

　ジェスはそんな様子が容易に想像できて、なんだか複雑な心境のまま、二人の姿を見送るのだった。
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　その夜、帝てい都とロッテンハイム宮の食堂は静せい寂じやくに満たされていた。デザートも終わり、優ゆう雅がを奏かなでる楽隊も下がり、食後の紅茶を最後に給仕する侍じ従じゆうも払はらわれた。シャルロッテ、ユリカ、そして先日オオヤシマから帰き還かんしたばかりのルナス。三人の娘むすめと、その父だけが一つの卓たくに着いていた。

「開戦を決定する」

　若々しいことを好み、髭ひげを蓄たくわえず、レンズの小さな洒落しやれた眼鏡めがねを掛かけた皇帝……ネオシス・エルスタッド・マジスティアはそう述べた。これまでの状じよう況きようと、今夜の食事の気配から、何らかの重大事が言い渡わたされるだろうと踏ふんでいた聡そう明めいな娘たちは、特に驚おどろきもしなかった。

「何ヶ月か前にも同じことを私は言ったが……意味はわかるだろう」

　シャルロッテが問う。

「戦せん端たんを開くという意味でよろしいでしょうか」

「うむ」

　ユリカが問う。

「どこから」

「緩かん衝しよう地帯から中原へ突とつ破ぱする」

　ルナスが問う。

「日時は」

「それはもう少し先だな」

　皇帝は小さなグラスを傾かたむけた。

「が……とりあえず、先ほど大だい神しん殿でんの方から連れん絡らくが入った。急進派の勝利は確定的だそうだ」

　後ろ盾だてができたということだ。

　戦争に関しては原則不ふ介かい入にゆうの神殿教団であるが、これは介入ではない。教団の新しいカタチに、帝国の意が沿っているだけだ。だが彼らの発するメッセージは、いかなる国のそれより盤ばん石じやくに伝でん播ぱする。

　今こそ全人類は打だ倒とう魔ま王おうを目指し、魔王軍を壊かい滅めつするべし。その檄げきは天てん啓けいとして、まず民たみ草くさを動かし、帝国の動向を正当化し、後押しするだろう。

　大陸の真の平和を目指すために兵を鍛たん錬れんする帝国か。目先の利己的で怠たい惰だな平和を守るためだけに団結を拒こばむ連合か。その構図さえできあがれば、どちらがより高こう尚しような名目かは自おのずと明らかになる。

　平和の意義、方法の善悪は別として。

「……お父様。一つお聞かせください」

　シャルロッテは問う。

「それはお父様のご一存なのですね？」

「どういうことだね」

「何者かに吹ふい聴ちようされた決定ではないのですね？」

　皇帝は頷うなずく。

「たとえそうだったとしても、これ以上は引き延ばせない。ルナスをミスマルカへやったあのときも、同じ理由でそれを決定したはずだった。いやそのさらに前、北方にも、南部にも、中原にも戦乱の絶えなかったあの頃ころ……」

　西域から押し寄せる魔物の数は、年々増加してきている。大神殿の預言者は、いずれ強大な魔王が大陸の東に攻せめ入ってくるだろうと預言した。それを信じた父は、人類の団結が必要だと何十年も前から各国に檄を飛ばし続けてきた。

　だが当時のマジスティア王国は小さく、神や預言者の地位もすでに失しつ墜ついしていた。そんな話、誰だれも取り合おうとはしてこなかった。正義を通すには、それを裏打ちするだけの力が必要なのだ。だから戦乱の最中に南部平定を目指し、グランマーセナルという一大帝国を築き上げた。南部は平和となり、人々は戦いくさに怯おびえることはなくなり、暮らしはより豊かになった。他国にあって、マジスティア王国を解放者と称たたえる民も数多くいた。それはとても正しいことのはずだった。

　だがこの国は、皮肉にも力を持ちすぎてしまった。いつしか中原以北の国々は、それを威い厳げんある一国としてではなく、大陸征せい服ふくの野心にたぎる軍事国家としか見なしてくれなくなっていた。

　正義と力の関係は逆転し、それは正義を通すための力ではなく……その正義は、力を正当化するためのリクツとしか見なされなくなってしまった。いつしか檄文は他国にとって、それを正当化するための言い訳、プロパガンダでしかなくなっていたのだ。

　だから人類をまとめ上げるには、もう武力以外の道がなくなってしまった。

（……）

　シャルロッテは紅茶の芳ほう香こうを楽しむでもなく一口し、胸中で嘆たん息そくした。

　父は為い政せい者しやとしては真ま面じ目め過ぎるのだ。

　人じん魔ま平等を謳うたったスズラン条約にしてもそうだ。序説、『力ある魔ま人じんはより力ない人間を守り、力ない人間はより力ある魔人にわずかでも敬意を払うべし』。

　父は実直にそれを守ったはずだった。危険な最前線には自ら魔人を中心とした部隊を率い、ときにはルナスやユリカを連れて、矢や面おもてに立って戦った。人間たちは勇ゆう猛もう果か敢かんな王を支えんがため、兵へい站たんの構築や、傷病兵の介かい護ごといったサポート面でこれ以上ないほど尽じん力りよくしてくれた。

　だが南部が平定される頃、英えい雄ゆうは激戦をかいくぐった魔人の部隊の中からしか現れず、報ほう賞しようはそうしてより多くの危険を冒おかした彼らに対して、より多くもたらされる必要があった。魔人の兵士を輩はい出しゆつした多くの家々がそうした戦功で裕ゆう福ふくとなる一方で、人間の兵士の家々は下層に留とどまるままだった。結果として魔人は優ゆう秀しゆうであり、人間は劣おとるという構図ができあがった。

　それが中原以北の国々に、回帰的魔ま族ぞく主義と中傷、揶や揄ゆされる一因となってしまった。あるいはそれは、本当にそうと勘かん違ちがいした学も心もない、差別意識を持った一部国民のせいでもある。

　だが魔人が優秀で人間が劣るなど、戦に限っての話。

　ヴェロニカの鬼き神しん、ヴァリオ・サフィナがそうであるように、国を支える多くの役人、あるいは技術者、研究者は人間の方が多いにもかかわらず……やはり軍属の方が圧あつ倒とう的てきに数が多く、見た目にも活かつ躍やくがわかりやすいため、そう思われてしまう。

　仕方がないと言ってしまえばそれまでだ。

　だが、何か方法があったはずなのだ。

　特例、ひいき、あるいは……ともかく、真っ正直なそれではなく、ちょっとずるくても後々に体てい裁さいが整うような制度。

　だが真面目な父は、そのちょっとくらいが嫌いやな人だった。だから汚きたない手段は、シャルロッテが父の目に届かぬ外交関係で使ってきたが、国内のこととなるとそうも行かなかった。

　シャルロッテが娘むすめとして誓ちかって言えるのは、父は聖者のように純じゆん粋すいに、この大陸の遥はるか未来を見み据すえているということ。惜おしむらくは他のいかなる国々の王たちも、父のように遠望ではなく、純粋でもなかったということだ。

　混こん沌とんの中でこそ正義は輝かがやく。

　南部平定後、その力を危き惧ぐして戦をやめた中原以北は、混沌を捨て、秩ちつ序じよを取り戻もどしてしまった。自国を守るという確固とした正義を、彼ら自身が作り上げてしまった。そこに他国の正義が通る余地などあろうはずもない。

「……ともかくだ、娘たちよ。これ以上のコールドウォーをやめる。私がそう決めた。異論は？」

　シャルロッテは妹たちの方を見る。ユリカもルナスも、こちらを見ていた。

　シャルロッテは数すう瞬しゆん、目を伏ふせる。

「……確かに、貴族たちを押さえ付けておくのも年内が限界でしょう」

「……うむ……」

　シャルロッテの言葉に、皇こう帝ていは図星を突つかれたように苦く笑しようし、渋しぶく頷いた。

　父がそんな即そく物ぶつ的な意味で争いを始めたいのではないことくらい、シャルロッテにもわかっている。だが現実として、この帝国は方々の領主たちの意向を無視してまで動けるわけではなかった。連合を打破し、さらに多くの領土や金品を得んがために、諸しよ侯こうは惜しみなく人材と資金を捻ねん出しゆつしているのだ。

　それがいつまで経たっても戦せん端たんが開かれない。聞けば剣けんも交えぬうちから、ミスマルカの親子に言いくるめられた。挙げ句、ただの和平でまとめられたのでは、投資した方は堪たまったものではないというわけだ。

　父としては誰だれ一人の犠ぎ牲せいもなく大陸が一丸となれればそれでいいのだが、貴族諸侯がそれを許さない。表向きに口にすることは決してないが、やはり金が欲しい。彼らを俗ぞく物ぶつと切り捨てるのは簡単だが、彼らもまた民たみのため、帝国という巨きよ城じようのために領土を運営せねばならない立場。それをあまりないがしろにして、諸侯連合としてクーデターを起こしてもらっても困るのだ。それでは時代が南部平定以前に戻り、元のもくあみになってしまう。

　これもまた、国が大きくなったが故ゆえの悩なやみ。

「だが、やるからには可か及きゆう的てき速すみやかに、そしてその一いち撃げき目で徹てつ底てい的てきにだ。あまり長引き、互たがいの兵が消しよう耗もうしてしまったのでは、後に西域へ向かう兵が足りなくなる」

　帝国が、連合以上に泥どろ沼ぬまを忌き避ひした理由がそれである。聖せい魔ま杯はいによって、ただ一いつ滴てきの血を流すことなく、大陸を統一したかった理由だ。だからそれを恐おそれたルナスはあの夜、ミスマルカから引き返さざるを得なかった。要よう塞さいでのユリカもまた、それが可能であるならと、マヒロの可能性に賭かけ彼を逃のがした。

　そう。

　シャルロッテは今一度、口を開いた。父の決定が不満なのではない。より効率的な全すべての可能性に関して検討するためにだ。

「お父様。聖魔杯はいかがなさいますか」

「だが紋もん章しようがこの国に一つ、そして〝風〟の噂うわさ通り教団領に一つとなれば、蛇へびはもう動かないのではないか？」

　そう。教団が帝国に傾かたむいたとなれば、そこに向かうのも火中に身を投じるのと同義……。

「お言葉ですが父上」

　ルナスだった。

「あれは……マヒロであれば、教団領だろうと、帝国領だろうと。そうと決まれば単たん騎きでも乗り込んでくるでしょう」

「同意」

　ユリカが小さく頷うなずき、父へ視線を上げる。

「待つべきです。教団か、この国か。遺い跡せきへ訪おとずれたところを拿だ捕ほすべきです」

　聖魔杯の器うつわ自体はミスマルカにあるとしても、そのチカラの源となる紋章符を一枚でもこちらが握にぎったなら、再び何らかの交こう渉しようは可能なはず。

「……お前たちは、そのマヒロ王子を随ずい分ぶんと高く買っているな。シャルロッテはどう思う」

「マヒロ王子の優ゆう秀しゆうさは認めたいところです。ですがそれだけに、教団は愚おろかこの国の紋章を見事持ち帰られる可能性もあります」

　それが最悪。

　教団の後ろ盾だてがあっても、聖魔王の遺産である聖魔杯が具体的にどの程度の威い力りよくを発揮するかは未知数だ。神器としてだけでなく、人類を率いるシンボルとしての威力も。

　再びユリカとルナスが異論を唱えた。

「無理。緩かん衝しよう地帯から遺跡までの距きよ離りを、誰にも気付かれず踏とう破はできるはずがない」

「そうです姉上。遺跡自体にも少なくない騎士団を駐ちゆう留りゆうさせているのでしょう」

　二人ともマヒロを買いかぶる一方で、そうあって欲しいと願っている。ユリカは武力衝しよう突とつを回かい避ひしたいがため。ルナスは、その機会があれば次こそは逃さぬという意気込みから。

　それをシャルロッテは一いつ蹴しゆうした。

「あなたたち二人が取り逃がしている以上、もうこの国にはマヒロ王子に対して、いかなる万ばん全ぜんもありません」

　二人の妹は、それで口を噤つぐんだ。

　騎士団がなんだ。目的とあらば十万が駐留する要塞に単身乗り込み、五体満足に逃にげ延びた相手ではないか。数では無理だった。では質ならどうだ。三剣と天魔将をしても蛇はその手をすり抜ぬけたのではなかったか。

「敵が誰で、何人いるか、それがどこにあるかなど、恐らくマヒロ王子には関係ないのでしょうね」

　無論、だからこそ面おも白しろい。

「ではシャルロッテ、お前は聖魔杯についてはどうすべきだと思う？」

「もし、教団が紋章ごと彼を取り逃がすようなら……」

　取り逃がすようなら？

　いや。彼はやってのけるだろう。当初はそのとき戦せん端たんを開けばいいと思っていたシャルロッテだが、向こうは予想外にその収しゆう拾しゆうに手間取ってしまっている。それが計算外だった。そして皮肉なことにはこの数ヶ月の平へい穏おんのおかげで、新型魔法の開発もまた、予想外の進しん捗ちよくを見せていた。

　今後に開戦となれば十中八九、それを使うことになる。ユリカが半年と期限を区切ったのもそれを忌避したため。父が先にその期日を明言しなかったのも、その完成を見み越こしてのこと。

（恐らくは……）

　恐らくは、あと一月のうち。それが最後のリミットだ。

　シャルロッテはユリカのように、旧文明の書物に毒されているわけではない。戦争自体を否定するつもりもなかった。

　ただ、新型魔法の使用だけは後々面めん倒どうくさい。

「……どうした、シャルロッテ。教団領の紋章が持ち去られた場合は……」

　馬ば鹿かげた話だが、いい機会だ。

　今ここで言っておこう。

「はい。わたくし自ら、マヒロ王子との交渉の席に着きたいのですが。いかがでしょうか」

　思いもよらぬ言葉に、父も、妹たちも、三者三様に驚おどろきの表情を見せた。

「それは……和平のためにということか？」

「いいえ。マヒロ王子に紋章ごと、我が国へと寝ね返がえってもらうために」
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　シャルロッテは自室への回かい廊ろうを歩く。

（ま……それはそうよね……）

　結論から言えば、シャルロッテの申し出は却きやつ下かされた。

　面白いことには、妹たちはマヒロを本当に高く評価しているらしく、確かに度胸はあるが、卑ひ怯きようではないとまで言い切った。

　自分はまだ、マヒロに会ったことはない。

　だが後ろ指を指されることを嫌きらうような者が、端はなからウツケを気取るだろうか。手段を選ぶような者が、空城に一人残ったりするだろうか。リスクを計算できるような者が、ライン要よう塞さいに単身で乗り込むものだろうか。

　シャルロッテは別に、紋章が欲しくてマヒロを寝返らせたいのではなかった。寝返った後、各国との和平交渉にマヒロを当たらせたかったのだ。帝てい都とから動けぬ自分に代わり、最も自分の意志を理解してくれる最良の右みぎ腕うでとして。

　だが……弱じやつ冠かん十五歳の少年だ。さすがにそれは一いつ笑しように付されるだろうと、より現実的に紋もん章しようのためとの言葉を選んだ。

　もちろん、マヒロが自分の予想以上に使えなかった場合は目も当てられないし、現実として貴族諸しよ侯こうの問題もある。

　これ以上開戦が引き延ばされれば、兵士の士気も漫まん然ぜんと下がる一方。ヴァリオのおかげで今はまだ保っているが、膨ふくれ上がった軍の維い持じ費も逼ひつ迫ぱくしてきている。

　それらを解決するための手段と見れば、開戦は何もリスクばかりではなかった。だから必要以上には食い下がらず、最終的にはシャルロッテは父の意向に同意した。

　新型魔ま法ほうの使用に関してのみ、難色を示しながら。

「お帰りなさいませ、シャルロッテ様」

　室に戻もどると、待機していた自分付きのメイドが一礼をした。

　背は少し高く、几き帳ちよう面めんにアップにまとめた銀ぎん髪ぱつと、赤い瞳ひとみがトレードマーク。

　任務で国を空けている風ふう将しようの代理にして、現在の特級侍じ従じゆう隊長。ルディがシャルロッテの表の腕なら、彼女はその裏の腕。

　名をフォルゴーレ。

　先代のノアールローゼン隊長、エーデルワイスはメイドに求められる何もかもを全すべて完かん璧ぺきにこなしたが、ただ一つ欠点を挙げるとすれば、全く笑わないことであった。愛あい想そ笑いさえしない。

　その点、当時からよくできた副官であったこのフォルゴーレは、名前に似合わず表情が柔やわらかい。当然のように品性と知性を兼ね備そなえ、軍属であったなら天てん魔ま将しようのどこかには収まるだろう戦せん闘とう能力も備えている。ある意味、エーデルワイス以上に完璧なメイドであった。

「お休みになりますか？」

「いいえ。その前に一いつ杯ぱい」

「かしこまりました」

　シャルロッテがソファに掛かけると、一度隣りん室しつに下がったフォルゴーレが晩ばん酌しやく用の一ひと揃そろえをトレイに載のせて戻ってきた。

　ボトルは茶色。コルク抜ぬきではなく栓せん抜ぬきで、セットになっているのはよく冷えたグラスである。

　シャルロッテはユリカやルナスと違ちがう意味で、食にこだわりを持っていた。ルナスは戦場暮らしが長いせいか、スプーンやフォークだけで食べられるような、大おお雑ざつ把ぱな料理を好む。そして基本肉が好き。ユリカは魚や野菜のような、あっさり目の食事を好む。本を読みながら片手でも食べられる、トマトとチーズのサンドイッチが一番いいらしい。

　では長ちよう姉しはどうかというと。

「やっぱりビールよね」

　ほとんど……と言うより、フォルゴーレのようなごく一部しか知らないことだが、庶しよ民みん的なものが好きだった。いや、合理的なものが好きなのだ。

　つまりはおいしさとコストのバランス。

　宮きゆう殿でんでの食生活は、基本、おいしい。だがある一定以上のおいしさを追求しようとすれば、二次関数的な割合でコストが増加する。旧文明の中世、たかが調味料としてのコショウが金と同等に取引されたように。ほんのちょっとの香かおり付けのためのキノコが、非常に高価だったりする。

　その点、庶民の食事は限られたコストで最大限のおいしさを求める。とても合理的。そこがいい。そして実際、及きゆう第だい点以上にはおいしい。

　シャルロッテは泡あわを多めに注つがせた背の高いグラスを傾かたむけ、小さく一息。サバみそ煮に缶かんの中身をフォークでつつく彼女を、フォルゴーレは苦笑する。

「お好きですね、シャルロッテ様は」

「何年ほったらかしたワインとか、何を食べさせた牛から取れたどこの肉だとか、まあそれはそれでいいんだけど」

　安いに越こしたことはない。

　特にこのサバ缶。オオヤシマの方でどれだけ大量に水みず揚あげされているのか、その保存性もあって大陸全土に流通しているのだから素す晴ばらしい。

　同じ缶かん詰づめでもシベリア方面でのみ取れる希少な贅ぜい沢たく品ひんとして、ヴェロニカ経由で商人どもに値段を釣つり上げられ、関税に関税を掛けられたキャビアなど、もう、どうなのかと。同じ金でフォアグラ百グラムなら、私なら特売のサバ缶百個買うぞと。

　無論。

　あの白しろ薔ば薇ら姫ひめがビール片手にサバ缶を食べているなどスキャンダルにもほどがあるので、これは一種の国家機密である。

「風の噂うわさですが……」

「何？」

　風将代理であるフォルゴーレは、それらの情報を直接に受け取り、そして直にシャルロッテに伝える役でもある。〝風〟の噂は諜ちよう報ほう部へと流れるのと同じように、彼女の元を吹ふき抜けていく。

「ミスマルカのマヒロ王子も、大層サバ缶がお好きだそうです」

「あら、そうなの。気が合いそうね」

「ご飯につゆごと掛けて、醬しよう油ゆを掛けて食べるのがお気に入りだそうです」

　その食べ方を聞いたシャルロッテは、眉まゆをひそめるどころか、むしろ小さく嘲あざ笑わらった。

「このみそ煮の味を楽しめないなんて、まだまだお子様ってことね。それともプレーンしか流通していないのかしら」

「マヒロ王子曰いわく、みそ煮など……あ、いえ」

「何かしら。言いなさい」

　フォルゴーレは一度口くち籠ごもってから、言い直した。

「水煮に醬油がジャスティス、だそうです」

「……ふぅん」

　もしとっ捕つかまえたら徹てつ底てい的てきに言って聞かせてやらねばなるまい。

　シャルロッテが少し不ふ穏おんな空気を見せたのを察してか、フォルゴーレが話題を変えた。

「ところで本日は、夕食後に親子で団だん欒らんを？」

「……ああ、そうだったわフォル。今のうちにあなたに伝えておくわね。風将への伝言」

「はい。承うけたまわります」

　シャルロッテはグラスを一口、傾けてからこう言った。

「開戦次し第だい、風止やむべし」
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　数日後、ラズルカ。

　他ほかならぬ国王の誕生日ではあるが、広々とした謁えつ見けんの間は一種異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。

　玉座に着いた、まだ三十代の若きラズルカ王はまさに苦虫を嚙かんだような表情で、血走った目をキョロキョロとせわしなく動かし、イライラと落ち着きがなく膝ひざを揺ゆすっていた。

「次は誰だれだっ」

「はっ、お次に控ひかえられますは……！」

　国のトップがそうであるから、大臣や兵士たちも皆みな表情が硬かたい。招かれた者たちもそんな雰囲気に気け圧おされて、祝いを述べる言葉も辿たど々たどしい。贈おくり物は差し出された端はしから、一言断った兵士が封ふうを破いて検品していく。

　そんな様子を後ろの方で眺ながめながら、パリエルは尋たずねた。

「……なんですかシュライバン様、これ……」

　傍かたわらにいるのは、ミスマルカが誇ほこる隻せき眼がんの老将軍、疾しつ風ぷうシュライバン。歴々の並ぶ場に、隣となりにいるのがエーデルワイスとパリエルだけでは貫かん禄ろくが足りないからと、すぐそこの緩かん衝しよう地帯から合流していた。

「ふぅむ。かのお方は以前より、少々心を病やんでおられたが……」

　言葉を選ぶシュライバンに代わり、マヒロが控えた声で言う。

「前に言ったじゃないか。ここの王様はノイローゼ気味だって」

　気味と言うより、帝てい国こくの宣戦布告よりこっちは完全にそのものであった。元よりこの国の王家は血けつ縁えん関係が複雑で、継けい承しよう権争いが絶えなかったことに加えて、今度は一族の中だけでなく外側、しかもいつ攻せめて来るともわからぬ眼前の緩衝地帯に、帝国という敵ができてしまった。元々ひび割れていた心が、とうとうストレスで破は綻たんしたのだろう。

「つまりああして片っ端からプレゼントが破られているのは、何か罠わなが仕し掛かけられてないかとか、そういう毒味ってことですか？」

　シュライバンがしゃがれた喉のどを小さく鳴らす。

「ほっほ。毒味とはうまいことを言うのう、パリエル。が、事実そうじゃろうな」

「少々、行きすぎの感はございますが」

　エーデルワイスの言葉に、シュライバンは哀あわれみを込こめて目を細める。

「他ならぬ王の命令とあれば、従わざるを得んのが兵の役目。いやはや、お労いたわしいことですな」

　だからって……とパリエルは言った。

「みんな連合の国の人たちですよ？」

　マヒロが肩かたをすくめる。

「信じることも行きすぎれば怖こわいけど、何も信じられないっていうのはもっと恐おそろしいね……」

　王というのはなりたくてなれるものではないが、辞やめたいときに辞められるものでもない。だが、辞めさせられるのはやはり嫌いやなのだ。

　エーデルワイスが瞳ひとみも動かさずに言った。

「ところでシュライバン将軍。陛下より書簡で伺うかがっているかと思いますが」

「うむ、存じておりますぞ。一いつ旦たんはお役ご免めんということですな」

　パリエルはふと小首を傾かしげた。

「？　え？　シュライバン様、退たい役えきしちゃうんですか？」

　年寄り扱あつかいされたことを責めるように、シュライバンが口の端を持ち上げる。

「言うてくれるではないか。しかし残念ながら儂わしは生しよう涯がい現役を目指しておるのでのう」

　マヒロがパリエルへの説明を引き取った。

「ミスマルカ軍は本国に撤てつ収しゆうすることになったんだよ。今の連合軍の規模じゃ、あまりに少数だからね」

　連合盟主国のカタチとして出兵されていたが、いくら精せい鋭えいと言ってもたかが数百のミスマルカ騎き士し団。今や二十万にもなろうという軍勢を運用する中では、どこに編制し直すにも雀すずめの涙なみだで収まりも悪い。かといって盟主国の軍勢なので、ないがしろにもできない。

　だったらいっそ会合の開かれている本国の警備に当たらせた方が迷めい惑わくにならない……。

「……と、有り体ていに言ってしまえばそんな感じだね」

　いよいよ心外そうにシュライバンは眉まゆ尻じりを下げた。

「王子も、言うに及およんで迷惑とはお人が悪い」

「いやいや爺じい、パリエルにもわかり易やすく嚙み砕くだいて言っただけの話で、余は悪くない」

「私をバカにした上に私のせいにしますか」

「そろそろですよ」

　ひそひそ話で盛り上がる三人を、エーデルワイスが小声で諫いさめた。

「次は誰だっ」

「はっ、お次に控ひかえられますはミスマルカ王国より、国王ラヒルⅡ世陛下の代理でいらっしゃいましたマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王太子殿でん下か……！」

　肩書きと名前を読み上げられ、マヒロは一度ぐったり嘆たん息そくしてから、思い直したように背筋を伸のばした。それからまっすぐに玉座の前まで歩いていく。

「えー、このたびは誠まことに……」

「そうか貴様がミスマルカのドラ息子むすこか。連合軍は何をやっている。聖せい魔ま杯はいとやらはまだ復活しないのか」

「えー……」

「敵はすぐ目の前にいるんだぞ、すぐそこだ、この城の尖せん塔とうからでも見えるところにな、それをなぜグズグズしている、なぜ今すぐに行って蹴け散ちらさないんだ、帝国が……」

「あー、その……」

「明日にもやってくるかも知れないというに、真っ先に滅ほろぼされるのはこの国だというに、連合軍は全く何をやっている、そうかわかったぞ、お前たちも連合も一族の誰だれかにそそのかされているんだろう、そうだろう、自分たちでは何もできないものだから、帝国が私の首を落とすのを待っ……！」

「つっ、続きましてぇ!!　お次に控えられますのはぁっ……!!」

　まさか一年を無事で過ごせた祝いの席で、自身の首の話もない。

　これ以上マヒロがいても、場がまずくなるだけと判断されたのだろう。結局何かを述べる間もなく、気を遣つかった将軍らの機転でマヒロはその場から下げられてしまった。

　そして控えの間に戻もどるなり、危急存亡を知らせる勢いで飛び込んできた外務大臣に。

「申し訳のしようもありません、この償つぐないはいつか、いつかきっと致いたしますれば、本日のところはどうか、何なに卒とぞ、平にご容よう赦しやをぉおおおおおお～ッ……!!」

　と、土下座で謝られる始末。

「あ～、いや、事情は知ってますので、僕は構わないのですが……」

　マヒロはちらとエーデルワイスを見やる。

「わたくしどものせいでラズルカ王のご容態が悪化されては、それこそ大事です。スケジュールは詰つまってございますから、お言葉に甘えて次の目的地へと向かうことに致しましょう」

　さりげなく一くさり入れたエーデルワイスが、お付きの騎士たちに出立の準備を命じる。

　マヒロたちは駐留騎士団と共に本国へ帰るシュライバンと別れ、すぐに次の国へ発たつこととなった。
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　ラズルカ、某ぼう所しよ。

「各国からの大使には、全すべてお帰り頂くように仕向けました。もっとも、玉座の陛下が勝手にそのように振ふる舞まわれただけですけどね。これで午後からの式典に、他国の腕うで利ききの騎士などが紛まぎれ込む余地はなくなったわけです」

「ふん、手間を掛かけさせる。しがみつくほど心を病やむような玉座など、あのとき素す直なおに死んでさっさと譲ゆずってしまえば良かったものを」

　その室に集まっているのはラズルカ王の遠えん戚せきに連なる一人の公こう爵しやくと、そして数名の有力貴族であった。

　公爵はパイプから紫し煙えんをくゆらしながら、取り巻きたちへと振り返る。

「で……用意したその刺し客かくとやら、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「ふふふ、ご心配には及びませんとも……公爵も、ガストラーノという名に聞き覚えはあるでしょう」

「ガストラーノ……ガストラーノ・ダリンガンか!?　だが、やつは……」

「そうです。かつてこのラズルカ一帯を震ふるえ上がらせた至高の暗殺者！　イビルマージ、ガストラーノ・ダリンガン！　騎き士し団に追い詰められ、自らキオル渓けい谷こくに身を投げた彼は……実は西域に逃のがれ、身を隠かくしていたのです」

「そして公爵、彼は積年の恨うらみを晴らしたいと、喜んで今回の仕事を請うけ負ってくれましたよ」

「ふふふ、そうかそうか！　でかしたぞ！　久しぶりに下々を招き入れての祝賀会……死んだと思われている過去の亡ぼう霊れい、あのガストラーノが交ざったところで、気付く者は今や誰もいないというわけだ……」

　公爵は南中の昼日中に似つかわしくもない、薄うす暗ぐらい声で密ひそかに笑う。

「王が死ねば、幼い王子に代わって国を動かす宰さい相しようとなるのはこの私」

「そして帝てい国こくがいざ攻せめ入ってきた暁あかつきには、国民を傷付けぬためにあえて無血開城を促うながし、帝国領ラズルカの慈じ悲ひ溢あふるる君主として君臨されるわけですな」

「馬ば鹿かめ、この私がその程度で満足するものか。いずれは噂うわさのシャルロッテ姫ひめを娶めとってこの私が皇帝となるのだ。さあ、ラズルカ王の最後の姿でも拝みに行くとするか……ふふふ、ふははははははははっ……！」
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《……とか聞こえたわけだが、ちょっと殺してきていいか？　あのクソオヤジに、シャルロッテ様は帝国国民みんなのアイドルだということをだな》

《まあ待て一号、落ち着くんだ。俺が殺しに行く。どこの屋や敷しきだ》

「二号も落ち着け。しかしなるほど、いくら誕生日とは言え、このご時勢に民たみを場内に招き入れるとはどうしたものかと思ったが……さてはその貴族連中の口車か」

《どうせマヒロ王子はまだ国内にいるんだろ？　あんなクズ共、五分で片付けてくるから……》

《いいや、俺なら三分でやる》

《待て、本気を出せば俺なら一分だ》

《俺は三十秒……》

「いいから落ち着け。上には報告しておく。その話が事実で、暗殺が成功するようならこちらから接せつ触しよくしてみるのも悪くない」

《だがガストラーノというのはそんなに凄すご腕うでなのか？》

《俺も聞いたことはないな。どうなんだ？》

「確かに以前、中原こちらの暗殺者ギルドのリストに名前を見かけた覚えがある。まあ詳くわしくは俺も知らんが、お手並み拝見といったところだな」

《……ほう？　確かに、これは見物かもな》

「どうした二号」

《たった今、虹こう剣けんのシーナ・ミルローザと独どく眼がん龍りゆうが城に入っていった》

《Ｓランク勇者と独眼龍か。暗殺が失敗したら公爵は死んでもいいだろう？　十秒で済む》

《俺ならマッハで》

《俺は光速で》

《パーセクで》

《パーセクは速さじゃなくて距きよ離りの単位じゃなかったか？》

「……もういい。通信終わる」
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　午前中に、各国からの公式の祝辞は済まされたようで（ただし全員がマヒロのように、国王の代理や代行の王族、貴族、役人たちだったらしい）、午後からは国内の貴族や一いつ般ぱん人、シーナのような招待客が目通りする番だった。

「……ま、その理由も何となくわかるわね……」

　呆あきれ半分、諦あきらめ半分。やはり贈おくり物の包みを目の前で破かれたシーナが、肩かたをすくめながら戻もどってくる。むしろあまりにも失礼になることが目に見えていたので、各国への招待状には『国王本人ではなく代理の方を……』みたいに書いてあったのかも知れない。

「だったらこんな真ま似ね、最初っからしなけりゃいいじゃねえか」

「お国の面メン子ツってものがあるんでしょう」

　国民に王の壮そう健けんを知らせ、それを豪ごう奢しやな式典とすることで、他国へ対しては豊かさと、その王が国民からいかに慕したわれているかをアピールする。こうした祝いの席とはそういうものだ。

　幾いくつもの大きなテーブルに、立食用の軽食や飲み物が用意された大ホールは、多くの人々で賑にぎわっていた。が、耳を澄すました途と端たんに方々から聞こえてくるひそひそ話、最さい奥おうの席でしかめ面つらをする王様のいい噂は一つとして聞こえてこない。卑ひ下げと言うよりは落らく胆たんしたような声だろうか。

　元より人混みが嫌きらいなジェスは、一層うんざりと吐はき捨てた。

「……どいつもこいつも。文句があるなら面と向かって言やあいいだろうが」

「じゃああなたが行ってくれば？」

「いいのか」

「だめ」

　シーナは溜ため息いきを一つ、その人の方を振ふり返る。王様自身、席を立って人々に声を掛かけようとする気配がない。だから招待客らも挨あい拶さつと贈り物を済ませてしまうと、おいそれと近付けない。結果、ホールの奥と手前では妙みような雰ふん囲い気きで隔へだてられてしまっていた。

「昔はいい王様だったらしいのよ。ミスマルカ王みたいな威い厳げんあるタイプじゃなくて……こうした席に、身寄りのない子供たちも招いてあげるような。そういう気さくで、明るい人ひと柄がらだったらしいんだけど……」

「……親族に命を狙ねらわれてから、人を信じられなくなったってあれか」

　ジェスが今一度ホールの中を眺ながめ渡わたす。

「その割には、随ずい分ぶんと大だい胆たんじゃねえか」

　奥にいる王の周囲や、壁へき面めんには近衛このえ兵が控ひかえているが……王も、雑多な招待客も、大ホールという一つの空間に一いつ緒しよくただ。

　シーナはふと考え込む仕草を見せる。

「……言われてみればそうね。聞いた話じゃ、その暗殺未み遂すい事件があってからは、こうした開かれた形のパーティーはなかったそうよ。去年私が訪おとずれたときも、挨拶だけ済んだらさっさと引っ込んじゃったし……」

　少しおかしい気がして、ジェスとシーナは目を見合わせた。

　いつ戦いくさが起きるとも知れぬからこそ、大事を取って宴うたげの席を休止するのではないだろうか。いや、それとも、そんな時だからこそ、強い王を見せるためにあえてこの形としたのか。

「……裏に何かあるかも知れないわね」

「なんだそりゃ。勇者の勘かんてやつか」

「そういうこと」

　行った先で騒そう動どうに巻き込まれるのは、それが一般人なら疫やく病びよう神がみだが、勇者や探たん偵ていであれば素質である。また、それを感じ取る嗅きゆう覚かくのあるかなしかが一流と三流の差でもある。

「私、国のお偉えら方がたに少し聞き込んでくるわ」

「おい……」

　多くの難事件、騒動、クエストを解決してきた勇者としての性さがなのだろう。ジェスが呼び止める間もなく、シーナはどこか心を弾はずませた様子で人波の向こうへと消えてしまった。エミットの姿がないと思えば、壁かべ際ぎわの酒類を振る舞まうカウンターに張り付き、他の酒好きと意気投合、今は身なりの派手な中年と話し込んでいる。

（……どいつもこいつも……）

　ジェスは嘆たん息そく一つ、果くだ物ものジュースのグラスを呷あおる。祝う気のない客。祝ってもらうことを喜びもしないホスト。意味のない宴。西域の方がまだ落ち着く。

　そうして苛いら立だちに神経が尖とがっていたからだろう。他の者たちのように浮うかれ、他愛たわいのない話に興じていたのでは気付かなかっただろう。事実、ジェスが気付いたときには、その男はまさに人波を縫ぬって王の円えん卓たくの目前にまで迫せまろうかというところ。そんなところまで気付かなかったのだ。

　フードを被かぶってはいるが、一いつ瞬しゆん見えたやつれ気味の横顔。老ふけた白髪しらが交まじりの前まえ髪がみ。片足を少し引きずるような歩き方……使い込んだ鶯うぐいす色いろのローブで全すべて合がつ致ちする。先のシーナとの会話もあって、ジェスは反射的に人を押し退のけ、駆かけ出していた。勇者の紋もん章しようのおかげで、帯たい剣けんを許されていたことは不幸中の幸いであった。ナイフに手を掛ける。

　王はテーブルの対面に現れた魔ま導どう師し風のその不気味な男へ、不信感を見せるでもなく、ただいらいらと、義務のように吐き捨てた。

「贈おくり物ならそこの兵士に渡すとよいっ」

「……いえ。このプレゼントは是ぜが非でも、陛下に直接お渡し致いたしたく」

「なんだとっ、どういう意味だっ」

「ひゃひゃっ」

　男が枯かれ木のようなその手を、王へ向けて振りかざした。手の甲こうの火傷やけどの痕あと。耳みみ障ざわりな声。もはや間ま違ちがいようもない。

（間に合わねえかッ……！）

　人波が邪じや魔までジェスは料理の並ぶテーブルへ飛び乗り、皿を砕くだき、酒さか瓶びんを蹴け散ちらし、全力で跳ちよう躍やくした。男の手が不気味な輝かがやきを湛たたえ始めたのは同時。

「ふひゃっひゃ！　さあ、プレゼントは地じ獄ごくへの片道切きつ符ぷでござぁい──!!」

「ガストラーノぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　ジェスが空中から投げ放ったナイフが男の腕うでを貫かん通つうし、間かん一いつ髪ぱつで狙いを逸そらした。骨ごと貫つらぬかれた激痛に、ガストラーノは腕を押さえて体勢を崩くずした。暴発した魔法は王の冠かんむりを弾はじき、壁面の国旗を焼き、盛せい大だいに壁かべを穿うがつ。

　ジェスはそこへ上空から一直線に足を振り下ろす。

「ギャッ!!」

　側頭部を鉄板入りのブーツに蹴り抜ぬかれ、ガストラーノは吹ふっ飛んだ。王のテーブルに着地したジェスは、そのままガストラーノを追ってもう一度跳躍し、全体重を掛かけてさらに重い蹴りを食くらわせる。吹っ飛び転げ回ったガストラーノは、特とく徴ちようあるジェスの風ふう貌ぼうに気付くや、ぎょっと目を見開いた。
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「きっ……、貴様!?　ジェスか!?　貴様のような野生児がなぜこんな場所にいる!?」

「うるせえカス、それはこっちのセリフだ。てめえこそなんでこんな立派なところにいやがる」

「カスではない、ガスだ！　私の名はガストラーノだっ！」

　尻しり餅もちをついたまま後あと退ずさるガストラーノを歩くだけで追い詰つめたジェスは、先ほど命中させたナイフを問答無用に引き抜いた。

「ギャッ!?　っぐぐぐ、貴様ぁ……！　この野生児がぁ……！」

「黙だまれカス。俺は一応、こっちじゃ勇者の肩かた書がきを持ってんだ。てめえはなんだ、やっぱり殺し屋か？　あ？　俺はいま気が立ってんだ、殺すぞてめえ」

「だから私の名はガス！　ガストラーノぉおおっ!?」

　血に濡ぬれたナイフを喉のど元もとに押し付けると、ガストラーノはバンザイの格好になった。

「ま、待て、落ち着けジェス、話せば、話せばわかる……！」

「知るかっ」

　ぐっとナイフを押し付ける。ちょっと引けば、あるいはガストラーノが身み動じろぎするだけで、頸けい動どう脈みやくまで一気にいくだけの圧力。そして他ほかならぬジェス自身の殺気。お互たがい無む秩ちつ序じよな西せい域いきで生き延びた同士だからこそ、やると言ったら本当にやってしまう同士だとわかっているのだ。

「わわわ、私は雇やとわれたんだ、そう、雇われただけぇ！　西域で静かに余生を送っていた私はぁ、この国のエイゲン公こう爵しやくに雇わ……！」

「うるせえ黙れ何が静かにだ、その割によく回る舌だなこのカス野や郎ろうが！」

「ガッ!!　スッ!!　トルァーノッ!!」

　唾つばを飛ばされたジェスは、思いっきり舌打ち一つ。

「おい、何してやがる!!　殺すのか捕つかまえんのかはっきりしろっ!!　本当に殺しちまっていいんだな!?」

　それが自分たちへの問いかけだと気付いたラズルカの将軍が、近衛このえ兵を連れて慌あわてて止めに入った。

「ま、待ってくれ勇者殿どの！　その男に聞きたいことは山ほどある！　おい、早く引っ捕とらえるのだ！　それからエイゲン公にも話を聞く必要がある、ホールから出してはならん！　確保しろ!!」

　ジェスのいる場所と、そして今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやらしい男のいた場所と、祝賀会場は一時騒そう然ぜんとした空気に包まれた。

「ぐうう、ジェスぅ、覚えていろぉ……！」

　魔導力を封ふうじる手て枷かせをはめられたガストラーノが、恨うらみがましく連行されていく。

「上等だ、生きて牢ろう屋やを出てきやがれ。今度こそ俺が殺してやる」

「ひ……」

　小さな悲鳴を最後に残し、ガストラーノは公爵だという、身なりの派手な男と一いつ緒しよに引きずられていった。
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　人ひと垣がきを搔かき分けシーナがやってくる。

「ジェス、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ああ」

「そう……ならいいけど……。あの殺し屋、知り合いだったの？」

「西域でな。賞金首一人やるのに、キャンプごと焼き払はらったクソ野郎だ。あの足はそんときにぶっ壊こわしてやったんだがな、結局逃にがしちまった」

「……」

　シーナが物もの珍めずらしげにジェスの顔を眺ながめていた。

「あ？　なんだ」

「ううん。なんていうか……ほんと型破りな勇者よね、あなたって」

　魔法が頭をかすめた王は、椅い子すから転げ落ちた姿のまま、かっと目を剝むいた形相のまま、公爵でも、ガストラーノでもなく、ジェスの姿を凝ぎよう視しし続けていた。

　血ち糊のりを払ったナイフを鞘さやに収めたジェスは、ああくそ面めん倒どうくせえでもやっちまったもんは仕方がねえと諦あきらめて王様の元へ歩いて行く。

「……無礼を働いて悪かった。大丈夫か」

「助け……助かっ……助けたのか」

　命を狙ねらわれたショックで混乱しているのだろうか。すごい形相のまま、王は言う。

「なぜ私を助けた。なぜ私は助かった」

「……あ？」

「なぜ私は生きている。なぜお前は私を生かした」

「……。」

「国民は誰だれも私のことを信用していない。私は必要とされていないんだ。わかるか、つまりだ」

　今までのストレスもあり、一気にぷつんときた。

「馬ば鹿かかてめえ」

「なっ、なんだとっ、そうか、確かに私は愚おろか者かも知れんが、だったらなおのこと私など……」

「マヒロのやつが言ってたがな、王様ってのはみんなから認められなきゃ王様になれねえし、王様でいられねえそうだ。だったらあんたがずっと王様だったのは、この国の人間があんたが王様だって認めてたからだろう」

「だが……」

「人間ほっときゃいつかは死ぬんだ。本当にそんな誰からもいらねえようなやつなら、あんなカスがしゃしゃり出る前に、共和国みてえな暴動でも起こってとっくに殺されてんだろうよ。違ちがうか」

「うぅ……、む……」

「俺は知らねえが、聞けば昔はミスマルカ王にも負けねえ、大層立派な優やさしい王様だったらしいじゃねえか。まだ認められてるってのは、みんなそれがわかってるからじゃねえのか。あんたがそういう人で、殺されかけたショックで仕方なく変わっちまっただけだってよ。だからみんな、元の王様に戻もどってくれるのを待ってんじゃねえのか」

　王が小さく息を吞のんだ。

「……そ……そう、なのだろうか。民たみが……私を……？　だが……」

「いえ、恐おそれながらその勇者殿の言うとおりでございます」

　大臣の一人が言った。

「あのとき以来、陛下はすっかりふさぎ込んでしまわれました。民に門戸を開かれることはなくなり、その声にお耳を傾かたむけることもなくなられてしまいました。ですがそれもお気持ちの整理が付くまでのこと、そっとしておこうと、いつかきっと昔のお優しい陛下が戻ってきてくれるだろうと一日千秋の思いでお待ちしましたが……それがいけなかったのでございましょう……」

　気き遣づかい、いたわるあまりにそれがよそよそしさとなり、その不自然な距きよ離り感かんが王にさらなる不信感を与あたえ、そして気付いたときには、もはや誰にも心を開けないところに来てしまっていたのだ。

　将軍の一人が述べた。

「民は皆みな、今日のこの日を楽しみにしていたのです。久方ぶりに直接王の御おん前まえにお目にかかれると。それはきっと昔の陛下に戻られたからに違いないと……」

　皮肉にもそれは、暗殺計画の一いつ端たんによるものであったが。

　また別の大臣が涙なみだながらに頭こうべを垂れる。

「無礼を承知で申し上げますれば、どうか一声、こうして集まった皆に、温かいお言葉をおかけになっては頂けぬでしょうか。心を込こめた贈おくり物を目の前で無む惨ざんに破られ、ねぎらいの一つもなく……あのようにあしらわれたままでは、民があまりに不ふ憫びんです……！」

　静せい寂じやくに包まれていたホール、大臣たちの嘆たん願がんを聞いた客人たちの間からは、彼らと意を共にする人々の、王を呼ぶ声。慕したう声。声せい援えん。側近や兵士たちからも、堰せきを切ったよう。

「う……、うう……！」

　いつしか見開いたままの王の瞳ひとみからは、ぼろぼろと熱い涙が溢あふれ出していた。

「そう、か……！　待っていてくれたのか……！　私が聞いていなかっただけなのかっ……！　ずっと、ずっとこんな私を信じていてくれたというのかっ……！」

　ようやく、しかしがばっと勢いよく王は立ち上がった。

「すまなかったっ、皆の者っ……！　すまなかったっ……！　私はあまりに多くのことから目を逸そらしすぎていたっ……！」

「陛下！」

「王！」

「王様っ！」

　それまでの青白い顔ではなく、泣きはらしてはいるが血の通った人間らしい目でジェスに向き合う。

「ああ、勇者よ！　そなたのおかげで私は目が覚めた！　そなたのように自ら危険を顧かえりみず飛び込む者がいるというのに、私はただ一度殺されかけたくらいで、ああ、情けない！　確かに肉親に裏切られたのはショックであったが、それを私は命を惜おしむための言い訳にしてしまっていたのだな！　そなたの言うとおり、人は死ぬときは死んでしまうもの、そんな当たり前のことに臆おく病びようになりすぎていたのだ！　そうとも、今こそ中原が一丸となって事に当たらねばならない時、命の一つや二つを惜しんでいる場合ではない！」

「あ……、ああ……そうか……」

「ありがとう、ありがとう勇者殿どの！」

「いや、俺は……だな……」

　一本しかない手を両手でガッチリ摑つかまれて、逃にげるに逃げられない。

　そして王様、両拳こぶしを高々と天に突つき上げ、会心のガッツポーズ。何年ぶりになるだろう会心の破顔。

「生きてて良かったっ!!　祝いに来てくれてありがとう！　皆、本当にありがとう！　私は本当に嬉うれしい!!　私は皆を愛しているぞ！　この国を、この国を支えてくれる皆のことを心から愛しているぞっ!!」

　凍こおり付いた時間がようやく動き出したような。大ホールに収まりきらないほどの、それはもう大だい歓かん声せい。

（……。）

　まさかこんな展開になるとは思っていなかったジェスは、今までかいたこともない汗あせをかきかき、無意識に一人後あと退ずさった。それが目に付いてしまった。

「良かった、生きてて良かった、そなたのおかげで今のこの気持ちがある！　なんでも好きな褒ほう美びを取らせよう！　さあ皆で祝ってくれ！　そして私に今日のこの日を迎むかえさせてくれたこの勇者を称たたえてくれ！　大臣、将軍、楽隊と踊おどり子を呼び、ありったけの酒を城下にも振ふる舞まおう！　子供たちには甘ぁいケーキとドーナツを配って歩くのだ！　はっはっはっはっは！」

（……）

　いや。

　はじけすぎだろう。

　と思ったジェスだが、もうなんか王様から家臣一同まで歯止めのきかない雰ふん囲い気き。暗殺の首しゆ謀ぼう者しやとか、ガストラーノとか……もう。どうなのか。

　王様が昔に戻もどったとの朗報は、その日のうちにラズルカ全土に知れ渡わたった。
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　そんなこともあり、いたく王様に気に入られたジェスたちはお城に泊とめてもらえることになった。

　その夜。

「おい」

「……」

「……おい。いつまでぶんむくれてやがる。いいじゃねえか、お前の手て柄がらになったんだ」

「だからそれがイヤなのよ」

　頰ほお杖づえ突ついたままシーナがそっぽを向いている。

　普ふ段だんは買うことは愚おろか、お目にかかることさえできないお高いシャンパンを数本持ち込んだエミットが、上じよう機き嫌げんでシーナのグラスに酌しやくをする。

「見当違ちがいな聞き込み調査に行っていた勇者シーナにも、ね、まあ、そういうことじゃないの。実際は我が勇者のお手柄だけど。はい乾かん杯ぱい」

「だからどうしてＳランクの私が、Ｅランクのジェスにそんな情けを掛かけてもらわなくちゃいけないわけ？」

「言ったじゃねえか、俺は目立ちたくねえんだ。お前は慣れてんだろう、そういうの」

「だからって、私の指示で動いたって何よ。その、裏で糸を引いていたみたいな。黒幕みたいな。自分の手を汚よごすのはイヤみたいな。来週の新聞にそんな風に書かれたらどうするの」

「どうもしねえが。お前だって逃げようとした公こう爵しやくの方を捕つかまえたんだろう」

「はいはい、どうせ偶ぐう然ぜんよ。無む警けい戒かいに聞き込みしてた相手が暗殺計画を企くわだてた張本人だなんて。偶然すぎてイヤになるわ」

「それも勇者の実力のうち。偶然は主のお導き、ってね。まあ要するにあれよね、なんだかんだ言ってＥランクの我が勇者に出し抜ぬかれちゃったのが気に入らないわけよね」

　エミットにからかわれたシーナは、注つがれたグラスを一息に飲み干した。

「当たり前でしょ。もう一杯」

「はいはい、たんと召めし上がれぇ。我が勇者もたまには一いつ緒しよに飲みましょうよ」

「いらねえ」

　素っ気なく断られ、エミットは肩かたをすくめながら自分のグラスに注ぎ込む。

　シーナはつまみのチーズを一口、ジェスへ言った。

「目立てばいいのよ少しくらい。あなたには勇者としての自覚が足りないわ。前に魔ま王おうを倒たおして有名になったら……みたいなことも言ってたじゃないの」

「……姫ひめは見つかったんだ。もう必要ねえ」

「っとにもう……シスターからも何とか言ってあげたらどう？」

「ん～？　いいのよぅ、我が勇者はこういう子だから～。あたしたちは我が勇者がやればできる子ってわかってるし。今回は偶然だったとしても、勇者シーナがすごい勇者だってことも、みんながわかってることだし。ま、それでい～んじゃないかしらね～♪」

　部屋のドアがノックされたのはそのときだった。訪おとずれたのは王その人と、幾いく人にんかの側近。シーナたちが慌あわてて立ち上がると。

「ああ、そんなかしこまらずに。いやはや、あまりに無む欲よくな勇者殿どのというのも困ったものだ」

　何とも朗ほがらかに笑いながら、王はそんなことを言った。

　なんでも好きな褒美をと言った王様だったが、ジェスは何もいらねえ、で済ませてしまった。王の命を救い、暗殺者を生け捕どりにまでした本人がそう言うのでは……公爵という名の太った中年を捕まえただけのシーナが、何が欲しいと言い出すわけにもいかない。

「まさか命の恩人に、一いつ泊ぱくしてもらっただけで帰したとあっては王の名折れ、国の恥はじというものだ。そこで宝物庫を見て回っていたら、丁度良さそうなのがあったのでな。大臣」

「ははっ、こちらにございます」

　大臣が厳おごそかに衣い装しよう箱を開けると、男物の、一着の黒い半はん袖そでジャケットとズボンが入っていた。

「見たところ、ジェス殿はこうした簡素な出いで立ちが好きなようなのでな」

「服か。だが……」

「おおっと、見くびってもらっては困るぞ。これはただの服ではない」

　首を傾かしげるシーナが、ふと気付く。

「あら？　これ、革かわ……じゃない……？」

「左様。さすがシーナ殿、目が高い。これは一見レザーに見えるが、編んで作られている。なんでも旧文明最後期時代のハイポリマー繊せん維いで、ときの兵士がプロテクトアーマーの下に着ていたものではないかということだ。さ、試ためしに着てみるといい」

「そりゃ構わねえが……」

「ちょっと！　ジェス、女の子の前でいきなり脱ぬがないで！　隣となりの部屋で着き替がえて！」

　顔を赤くしたシーナがぶんぶんとドアを指さす。

「ああ、悪い……」

「あら～、あたしは構わないんだけど。いやん♪」

　シーナがシスターの頭を小こ突づいた。

「少しは構いなさい」

「はいはい。でも旧文明の遺産って、それはまた何だかすごそうね～」

「うむ。この国の遺い跡せきから幾つか見つかったものを見識者たちが調べたところ、鋼はがねの鎧よろいと同程度の防ぼう刃じん性と耐たい火か性があったそうだ。しかも、魔導皮ひ膜まくがないにもかかわらず銃じゆう弾だんも通さなかったらしい」

　そう手間取るでもなく、ジェスが戻もどってきた。ジャケットだが、ボタンやファスナーでつなげ合わせると、セパレートのツナギになるらしい。

「あら、いいじゃないジェス。引き締しまって精せい悍かんに見えるわ」

「ぴったりね、我が勇者」

「そうみてえだな。しかも革みてえな厚さのくせに、布みてえな軽さだ」

　足を上げ下げ、飛び跳はねたりしてそんなことを確かめている。

「そうかそうか、気に入ってもらえて何よりだ。それを身にまとったジェス殿のますますの活かつ躍やく、私は期待しているぞ。シーナ殿はすでに高名な業わざ物ものを持っているようだし、そこまで洒落しやれた衣装や鎧はさすがに見つからなかったのでな」

　王様に合図された大臣が、今度は宝石箱のようなものを差し出した。

「こちらはイヤリングやネックレス、指輪と言ったアクセサリー風の魔導器マジツクアイテムの詰つめ合わせでございます。いやはや、若い女性の好みに合うかはわかりませんが……」

「いえ、そんな。ありがたく頂ちよう戴だいいたします。きっとこの大陸に平和をもたらすためのお役に立つと思います」

　それから最後に、王様はエミットに向く。

「そちらのシスターにも、少しばかりの路銀を用意させてもらった。寄付として受け取ってもらいたいのだが、いいだろうか」

「……え？　あたしにも？　あら、そんな……」

　それぞれお礼を述べると、王は満足そうに頷うなずき、それから各国に謝罪文を書かなければいけないからと、苦笑いを残して去っていった。

「……ほんとにシーナの言った通りになっちまったな……」

「でしょう？……あら、本当に上質なアイテムばっかりだわ。装そう飾しよくの部分はアクセサリーショップで少し手直ししてもらえば可愛かわいくなるし……」

「……ちょ。路銀って、これ、さすが……大きな国の王様。ミスマルカがどうって言うわけじゃないけど、どこまで旅しろって言うのよ……」




　　　　◆





『ラズルカ王危き機き一いつ髪ぱつ！

　勇者シーナと勇者ジェス、王の心までも救う！』






　明くる週の新聞の一面には、そんな見出しが大きく躍おどっていた。

「ジェス……」

　朝。とある宿の酒場部分で目玉焼きをつついていた女は、新聞片手にぽつりと呟つぶやいた。


『謀む反ほんを企たくらんでいたエイゲン公だったが、翌日には帝てい国こくへの寝ね返がえりも企んでいたとの匿とく名めいの通報があった。これにより公こう爵しやくは殺し屋ガストラーノと共に、長く牢ろう獄ごく暮らしとなる見通し。二人が死罪を免まぬかれたのは、ひとえに今回の事件が、ノイローゼから立ち直るきっかけになったからという王の恩おん赦しや故である。

　通報者は二人いたらしいが、二人とも公爵の極きよつ刑けいを望んでいたことからも、ラズルカ王の人徳の高さがうかがえ……。』



「…………ジェス……」

　女は新聞の一面記事を、小さく呟きながら目で追っていく。

「……自じ称しよう暗殺者ガストラーノ（年ねん齢れい不ふ詳しよう）を捕つかまえたのは、Ｅランクの勇者ジェス……。片かた眼め、片かた腕うでというハンデを負っているにもかかわらず、王の命を狙ねらった不ふ逞ていの輩やからに果か敢かんに挑いどみ、締め上げた……。全ては暗殺を見み抜ぬいていた勇者シーナの指示であったと謙けん遜そんしているが……」

　あとはジェスの話は出てこない。がさがさがさ、とページをめくるが、一番後ろのラジオ番組表まで行ってもジェスの話は出ていなかったので、また一面に戻る。

「……ジェス……？」

　女は誰だれもが知る虹こう剣けんのシーナよりも、全くと言っていいほど無名の勇者であるはずの、ジェスの名前を繰くり返しそらんじる。

　満面の笑えみのラズルカ王と握あく手しゆする、なぜか困ったような笑顔のシーナが写っているモノクロの写真。その端はしに、まるで関係ないようにぶっきらぼうに横を向く、白はく髪はつの少年の姿が見切れていた。

「…………ジェス君……？」

「見付けたぞっ!!」

　粗そ暴ぼうな男の声に、平へい穏おんな朝の空気は打ち破られた。入り口のスイングドアを乱暴に押し退のけ、剣けんや斧おのや拳けん銃じゆうにショットガン、思い思いに武装した身なりの悪い男共がどかどかと踏ふみ込んでくる。

「……？」

「……？　じゃねえ!!　絵に描かいたようなとぼけたツラしやがって！　昨夜はうちの若いもんが世話になったらしいなあ、ええクソ女!!」

　刃は物ものを持っているものは刃物を、銃を持っているものはその撃げき鉄てつを持ち上げる。そう治安のいい街ではなく、その中でも荒あらくれの集まる吹ふき溜だまりのような地区の酒場。

　昼前から飲んだくれ、賭かけ事に興じているような他の客は逃にげるでもなく囃はやし立てている。

「けっ、カタナなんかぶら下げやがって、女のくせにサムライ気取りってか？」

「へへへ、よく見りゃなかなか可愛い顔してるじゃねえか」

「おう、謝るなら今のうちだぜぇ。そうすりゃこの俺様の女にしてやる。それとも今すぐここで死にてえか？」

　女は新聞をカウンターに置き、とん、と軽い足取りでスツールを降りた。

　きゅ。

　と静かに鯉こい口ぐち切る音一つ。




　かっ。




「「「っ……。」」」

　絵に描いたような惚ほうけた顔のまま、女は刀を抜ぬいていた。先頭の男の喉のど元もとには、すでにその切っ先が当てられ……鞘さやからのその軌き道どう上にあった、手にしていた銃の半分は、すでに床ゆかに転がっている。

「ち……ちょっ……、待っ……」

「……ニハァ……」

　女のとぼけた表情が一転、笑顔になる。

　戦う剣士の顔ではない。獲え物ものを見付けた狩人かりゆうどのそれですらない。ただただ、目の前に生け贄ゴチソウを差し出された悪あく魔まのような恍こう惚こつのそれ。男たちもただのチンピラではなかった。それなり修しゆ羅ら場ばをくぐってきた悪党だから理解した。

　気合いも表情も変えず、目にもとまらぬ速さで鉄の塊かたまりである銃を切った。ならば生身の肉体など言わずもがな。気付いたときには、床に転がっているのが首は愚おろか、胴どう体たいの半分であってもおかしくはないのだ。

　それでもただの凄すご腕うで剣士ならいい。分別ある正義の勇士ならまだいい。だがこの女は明らかにやばい。笑顔がおかしい。敵にするとかしない以前に。

　これは、絶対に関かかわってはいけない相手。

「やるでありますか？」

　喉元に、日本刀の切っ先を押し付ける。

「じ、冗じよう談だんじゃねぇ……わ、悪かった……」

「やるでありますか？」

「い、いや、勘かん弁べんしてください……！　もう二度と……！」

「……やらないでありますか」

「しませんから！　なんで残念そうなんですか!?　マジ堪かん忍にんしてください！　お、おい、てめえら全員武器を捨てやがれ！　俺はまだ死にたくねえ！　お前らも殺されるぞ！　早くしやがれくそったれ!!」

　ばたばたと武器がその場に放ほうり出される。

　そこで女は、ようやく静かに刀を収めた。

　そんな無血の勝利を誇ほこるでもなく、男たちの命いのち乞ごいを嘲ちよう弄ろうもしない。

「なっ……なにもんだ、あんたぁ……」

　編み上げブーツと、旧文明時代の野戦服。裾すそがボロボロの使い古したマントで、無地のバンダナで眼帯のように右みぎ眼めを隠かくしている。長いくせっ毛を揺ゆらした女は、まるで少女の如ごとく無む邪じや気きに笑った。

　自じ慢まんげに新聞を見せつけ、一言。

「沙さ穂ほは、ジェス君の師し匠しようでありますよっ☆」
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「わああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




「「……。」」

　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きように、御ぎよ者しや台だいにいたシーナはエミットと共に振ふり返った。馬車の荷台にうたた寝ねしていたジェスが、真っ青な顔で冷や汗あせを流し、肩かたで息いきをして警けい戒かいするように視線をさまよわせている。

「だ……大だい丈じよう夫ぶ？　我が勇者……」

「……あ……、ああ……。なんだ……夢、か……」

　何事かと、剣けんの柄つかにまで手を伸のばしていたシーナは肩を落とした。

「怖こわいもの知らずのあなたでも、怖い夢を見ることはあるのね」

「ちょっと勇者シーナってば。我が勇者、あれでしょ。だから、子供の頃ころの夢でも見たんじゃないの？」

　エミットに諭さとされ、シーナは自省した。彼が今のような姿になった理由。幼少の頃の思い出に、今ある彼の強さは関係ない。

「……ごめんなさい」

「いや、そんなんじゃねえ。……まあ、昔の夢っていやあ、昔の夢なんだが……」

「「？」」

　ジェスが、どっと溜ため息いきをつく。

「……夢ならいいが」

「我が勇者、なんの夢を見たわけ？　西域で、よほど恐おそろしい魔物に追いかけられたとか」

「魔物の方がまだ上等だ」

　片かた隅すみに置かれていた今週号の新聞を、こいつが悪いとでも言いたげに睨ねめ付け、取り上げた。

「……冗談じゃねえ。やっと逃にげ切ったってのに、これでまた見つかったりしたら……」

　何やらぶつくさ言っているが、折しも道が悪く、騒そう音おんでよく聞き取れない。

「なんですって？」

「だから有名になるのはごめんだ、っつったんだ」

　ジェスはまるで投げやりに吐はき捨て、一いつ緒しよに新聞も投げ置いた。

　ラズルカを発たち、ペルグルンでの祝賀会にも顔を覗のぞかせた一行は、シーナ的に一番の目的地であるハイランド方面へと急きゆう峻しゆんな峠とうげ道みちを登っていた。この新聞のおかげで、ペルグルンでもシーナたちは温かい歓かん待たいを受けることができた。もちろんジェスもそのシーナの仲間にして、ラズルカ王を救った本人であるから一いち躍やく時の人。

　だがジェスは、なぜだかそれが気に入らないらしい。

「いいじゃないの我が勇者、おかげでペルグルンじゃ女の子たちにもモテモテだったんだもの。あたしも鼻が高いわぁ。きっとハイランドでも……」

「命とどっちが大事だ」

　不自然なほど温度差があるもので、シーナとエミットはまたも顔を見合わせる。

「命って何よ、ジェス。指名手配中の賞金首じゃないんだから」

「俺もそろそろあっちこっちの軍隊ってもんを見慣れたから言うがな、兵隊に追いかけられる方がまだましだ」

「……我が勇者、その新聞見てからずっと具合悪そうだったけど……ひょっとして夢じゃなくて現実に、現在進行的に誰だれかに追われてるわけ？」

　言い難にくそう……と言うより、認めたくなさそうな様子。

「いや……、その、なんだ。まあ、確かにな」

　ひどく歯切れの悪いこと。

「基本、西域にしかいねえ人だ。この新聞は、こっち側でだけ売られてるもんだろう。だったらまあ、心配することはねえんだが……つうか、こっちに来たらそれだけで噂うわさが流れてそうなもんだしな……」

　聞いた話では、あのガストラーノはかつて暗殺者ギルドでもトップクラスの殺し屋だったという。国王暗殺を依い頼らいされるような凄すご腕うでと知り合いだったのだからして。

「ガストラーノみたいな、ってこと？」

　ようやく悪夢のショックが落ち着いたように、深呼吸。ジェスが呟つぶやいた。

「いや。俺の師し匠しようだ」

「「……」」

　シーナは再びエミットと顔を見合わせる。

「なんで師匠が弟で子しを殺すのよ」

「言っただろ、よくわからねえ人だって」

「あれね、我が勇者。掟おきてを破って門外不出の秘技必殺ナントカ剣って感じのワザを盗ぬすんじゃったのね」

「アホかてめえ」

　シーナは言う。

「ちょっと疲つかれてるんじゃない？」

「……そりゃあ長旅に加えて、着いた先じゃ休む間もなく気を付けして、延々挨あい拶さつを聞かされるだけじゃねえか」

　それだって別にマヒロたちほど頻ひん繁ぱんというわけでもなし。移動には数日を要して、普ふ通つうの宿屋では気ままに過ごしている。やはり王宮のお堅かたい雰ふん囲い気きが馴な染じまないらしいジェスへ、シーナは言った。

「この峠を登れば大きな宿場町があるわ。スケジュールにはまだ余よ裕ゆうがあるし、そこで二、三日ゆっくりする？」

　他国の公式なご一行と一緒では、街かい道どうの宿など全すべて埋うまってしまうことが多々ある。そのため、早め早めにスケジュールを繰くり上げてきたのだ……というのはシーナの口から出た建前。

　ハイランドでの祝賀会は女王の誕生日ではなく、リーゼルの誕生日。招待されているのは国王本人ではなく、マヒロのように、各国の次世代を担になうような王族、あるいはそうした代理の誰かであろう。となればそこまでの大々的な隊列が街道を埋め尽つくすはずもなく。

　そんなこんなを見み透すかしたように、エミットが言った。

「あら、早めにハイランドに入った分だけ長くリーゼル王子といちゃいちゃしたいもんだと思ってたんだけど」

「だ……誰もいちゃいちゃとは言ってないでしょう!?　剣けんと魔ま法ほうをリーゼルに教えてもらって、それを勇者として大陸の未来に役立てるために……！」

「あ～あ～、はいはい……早めに着いてだらだらしてるよりは、当日になってもなかなか現れないで焦じらしに焦らして、ヤキモキさせたところで真打ち登場って方があれよね」

「……。いいわね、それ」

「でしょ～？」

　ごとごと。かしましい女たちの談議をよそに馬車は峠を登りきり、少しすると件くだんの宿場町が見えてきた。

　シーナは以前も泊とまったことがある、多少値は張るがセキュリティのしっかりしたホテルにチェックインを済ませた。荷物を置いて再びロビーに集まると、エミットが落ち着いた雰囲気のロビーをぐるりと眺ながめながら言った。

「へぇ、いい宿ね～。ちょっと満足」

「さすがにこの辺りまで来ると中原の平野部よりは魔物も手て強ごわいし、賊ぞくもいたりいなかったり……せっかくの休きゆう暇かだもの、休むときくらいは用心に越こしたことはないと思ってね」

「それでか」

　ジェスが番兵らしき、重じゆう鎧よろい姿の用心棒を横目に呟いた。ミスマルカのような辺りであれば通常は街の入り口に兵士が立っている程度で、自前でここまで屈くつ強きような警備を置いているのはよほど高級品を扱あつかう店てん舗ぽくらいのもの。

「特にゴミ漁りスカベンジヤーって奴やつらが厄やつ介かいで、私も一度はアジトを叩たたいてやったんだけど……」

「スカベンジャー？　こっちにもいるのか」

「ジェスの言うスカベンジャーが、こっちのと同じ意味かは知らないけど……旅人の持ち物でも、街の中のものでも、旧文明のスクラップでも、欲しいものは力ちから尽ずくで奪うばっていく、そういうタチの悪い盗とう賊ぞくのことよ」

　エミットが聞く。

「で……、叩いたけどどうなったの？」

「こんな山の中でしょう。アジトが一つや二つじゃないみたいで、ネズミやゴキブリと同じなのよ。根本からは断たち切れなかったってわけ。そういう意味でもゴミ漁りスカベンジヤーなんだって納なつ得とくしちゃったわ」

　そんなことを話しながら街へ出る。

　街角に立つ自警団や用心棒の割合は、やはり平野部の街よりも多く見受けられた。

「我が勇者、西域のスカベンジャーは違ちがうの？」

「あ？　ああ、聞いても話しても気分のいいもんじゃねえ。こっちのスカベンジャーが立派な盗賊で感心したくらいだ」

　シーナは暗あん澹たんたる気持ちで冷や汗あせ半分。

「西域ってどこまでカオスなのよ……」

「俺が知るか。それより、街になんの用だ」

「ハイランドまでの食料品の買い出し。あとあなた、リーゼルへのプレゼントは？」

「あ……？　ああ、いや……」

　思った通り、虚きよを突つかれたようなジェスにシーナは小さく溜ため息いきをついた。

「そんなことだろうと思った。今までは私のお付きだったけど、今度はあなた自身も招待されてるんだから。ここで何か用意しておきなさい」

　ジェスがぼそぼそと髪かみを搔かく。

「いや……つっても……。何をだ……？」

「それくらい自分で考えなさいよ。友達なんだから、お誕生会に呼ばれた感覚でいいわよ」

「なんだそりゃ。呼ばれた例ためしがねえ」

　エミットが肩かたをすくめた。

「……ま、よほど家いえ柄がらのいいおぼっちゃまなんかじゃないと、男の子はあんまりそういうことしないわよねぇ」

「リーゼルはおぼっちゃまどころか、本物の王子様なんだから。当然でしょう」

「お前らは？」

　シーナは小さく胸を張った。

「私はもう用意してあるわ。シスターは？」

「あたし？　あたしはそういう即そく物ぶつ的なものじゃないの。超ちよう祝福するから大だい丈じよう夫ぶ」

「……まあいいけど。じゃあ私も一いつ緒しよに見てあげるから。そうね、あそこの雑貨屋で……」

　シーナが通りの角を指差したとき、横手から声が上がった。

「え？　おい、あれ……」

「うぉ、間違いねえ……！」

「見付けたぞっ！」

　振ふり返ると、武装した身なりの悪い男が数人。この辺りでは知れた悪党なのか、街行く地元民らしい人々は目を逸そらすように足早に逃にげていく。

　男たちはシーナたち三人の行く手を遮さえぎるなり、今週の新聞を突き付け言った。

「おいてめえ、ジェスだな？」

　瞬しゆん間かん、ジェスがものすごい表情になった。

「……あ？　なんだてめえ、やんのか？　殺すぞ」

「「ちょ」」

　シーナとエミットが止める間もなく、一歩踏ふみ出したジェスが勢いよく啖たん呵かを切っていた。よほどストレスが溜たまっているのか、目付き口くち振ぶりに容よう赦しやがない。元からそんな、修しゆ羅ら場ばをくぐったどころではないジェスの風ふう貌ぼうに、男たちの方が軽く身み動じろぎするほどだった。

「おいどうした、腰こしにぶら下げてんのはただの飾かざりじゃねえだろう」

「お、おいおい、ちょっと待て、落ち着け……」

　男たちが、ジェスをいなす。

　勇者？　え？　いやでも……？　勇……者……？

　みたいな囁ささやき声が聞こえる。

　普ふ通つう、勇者というものは殺すぞ、とか言わない。少なくとも、道を遮られた瞬間に殺すぞ、とは絶対言わない。最も早はやどっちが因いん縁ねんを付けているかわからないような状態の中、男たちが言った。

「用があるのは俺たちじゃねえ、噓うそかほんとかは、俺たちも知らねえんだが……」

「……あ？」

「お前の師し匠しようだって人が……」

　そのときだった。

　ちょうど先ほどシーナが指差した店の角から、一人の女が現れたのは。

「あ！　姐あねさん、見付けましたぜ！　ジェスってのはこいつのこ」

「……ニハァ……☆」

　何だか不気味な笑えみを浮うかべた女が、刀から鍔つばを浮かせながらこちらへ向かって猛もうダッシュ、そして抜ばつ刀とう。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」
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　さっきまでの威い勢せいはどこへやら、ひどい悲鳴を上げたジェスが負けじと一八〇度反転し、元来た道を全力疾しつ走そうで逃げていった。

　負けぬ速度で女がそれを追っていく。二人とも、あっという間に見えなくなった。

　それぐらいものすごい勢いで走っていった。

「……。え……？」

「な……なに……？」

　置き去りにされたシーナとエミットは、それぞれ呟つぶやいた。
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「もう、何がどうなってるのよっ!?」

「あれが我が勇者のお師匠さんってこと？」

　事情が飲み込めないシーナとエミットも、街まち辻つじに残る土つち埃ぼこりと音を頼たよりに二人を追った。女の方の気配が普通ではなかったし、それが刃は物ものを抜ぬいたとなれば穏おだやかなはずもない。

　追うほどに道が散らかっている。恐おそらくジェスが足止めに、目に付いた木箱やら樽たるやら看板やら、蹴け倒たおすなりばらまくなりしたのだろう。

（……！）

　そんな散らかり様を飛び越こえながら、シーナはややも戦せん慄りつを覚えた。女の方が切り捨てながら追っているのだろう。それら残ざん骸がい、まさに一刀両断以外の言葉が見あたらぬほど綺き麗れいに切断されている。

　軒のき先さきの柱すら、そうなっている場所がある。大振りの大たい剣けんなら力任せに叩たたき折ることも可能だろうが、あの女が振りかざしていたのは遥はるかに細身の日本刀。

「しかもこのスピードで走りながらだなんて、腕うでの方は相当みたいね……！」

「いたわよっ、あそこっ！」

　エミットがロッドで示した先は、もう町外れ。魔ま物ものの侵しん入にゆうを防ぐための背の高い防ぼう護ご壁へきに追い込まれたジェスが、ナイフを抜きながら必死の形相で振り返る。

　女は上段から一気、空気が爆はぜ、石詰づみの壁かべが砕くだける。驚おどろくべきはあの細い刀身が、防護壁の半ばまでも埋うまっていた。ジェスが振り下ろされた一刀に対し真横からナイフを叩き付けていなければ、断だん裂れつしていたのは彼の方。

　女は無言のまま壁から刃はを引き抜き、また叩き付けるような一いつ閃せん。突つき。払はらい。薙なぎ。それをジェスは壁を背にしたまま、まるでリーチのないナイフ一本で弾はじき、捌さばき、かわし続ける。

（強い……！）

　シーナは固かた唾ずを吞のんだ。目も眩くらむような接近戦。恐らくあれは、魔法で身体能力を強化したアークセラより速い。全すべて即そく死し級の急所狙ねらいの太た刀ち筋すじ、速く、重く、しかし女は息を上げる様子もない。ジェスは防戦一方ではあるが、逆に言えば、止とどめを刺ささせずそれら全てを防ぎきっているのがいかに並外れた技術であるか。

　瞬しゆん間かん、狙い澄すましたジェスのナイフが刀を弾く。女が振ふりかざす以上の距きよ離りまで押し退のけた。ジェスはそうしてがら空きになった懐ふところへ飛び込むように、初めて一歩踏ふみ込んだ。

　どすん!!

　何のことはない。力任せに蹴けり上げられたジェスが、そのまま元の壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛ばされる。カウンター気味に、もろに入った。女は容よう赦しやなく刀を振り上げた。崩くずれ落ちるジェスへ止めを刺さんと、逆手に持ち替かえ、切っ先を真下へ向ける。

「ゼファーッ!!」

　手加減できる相手ではないことを悟さとったシーナは、女の背へ向けて渾こん身しんの魔法を放つ。

「？」




　べたん!!




「むぎゅッ──☆」

　爆ばく風ふうほどの威い力りよくの風魔法を受けた女はジェスの隣となり、潰つぶれたカエルのような声で、そんなような格好で壁に叩き付けられた。

「我が勇者、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……あ、……ああ……、くそっ……」

　ジェスが朦もう朧ろうとした意識を振り払うようにかぶりを振って上体を起こす頃ころ、壁に張り付いた女もずるずると地面に落ちてきた。

「い……痛いでありますよ……」

「このっ……」

　ゆらりと立ち上がったジェスが。

「痛いてえじゃねえバカ!!　相変わらず本気で殺しに来やがってバカ!!　こっちゃ死ぬところだぞこのバカッ!!」

　ナイフを収めたジェスが、女の手から日本刀を取り上げた。

「ああう……ひどいであります……。師し匠しように向かってなんたる言いぐさでありますか。というか、刀がないと沙穂は何もできないイタイ子なので返して欲しいでありますが……」

　平然と起き上がった女が、ぽんぽんと身体のほこりを払う。

「……噓うそ……でしょ……？」

　シーナ的にはさっきの魔法、死んでも止やむなしなほどの勢いだった。少なくともオオヤシマで戦った風ふう牙がの忍しのびは、起き上がれなかった。

「すまねえシーナ、助かった」

「えっ？　あ、いえ……あなたこそ、その……大丈夫？　この人とか」

　視線を女へと移し、ジェスは嘆たん息そく。

「おい」

「なんでありますか？」

「もう狙ってくんじゃねえぞ。街の人にも迷めい惑わくかけるんじゃねえ。ここは西域たぁ違ちがうんだ。いいか？　わかったな？」

「沙穂はジェス君を追っかけただけで、悪いことは何もしていないであります。あと街の中のものを散らかしながら逃にげたのはジェス君であって、街の人に謝らなければいけないでありますよ？」

「俺はいいんだ。つーか、もういい……」

　ぐったり肩かたを落としたジェスが、女に刀を返す。女は慣れた所作でそれを鞘さやへ収めながら、やや不服そうに言った。

「どうしていいでありますか」

「あ？　俺はこっちじゃ勇者の肩かた書がき持ってんだ、ちっとくれえ平気なんだ」

　それを聞いたシーナは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「だんだん勇者というものがわかってきたみたいね、ジェス」

「いや、あの、汝なんじたち。勇者の紋もん章しようって別に免めん罪ざい符ふじゃないから……」

　エミットは言ったのだが、当人たちの胸には届かなかった。
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「ジェス君は強くなったでありますね」

「あ？」

　日が暮れてきたので、食事がてら近くの酒場に入った。白しら井い沙穂という、極東出身らしい女はジェスを追っていたときとは打って変わって、まるで毒気のない笑え顔がおで鶏とりのフライにかぶりつく。

「沙穂を見た途と端たん、ちゃんと一目散に逃げ出したのでありますよ」

「捕つかまったがな」

「諦あきらめずに抵てい抗こうしたでありますよ」

　その日の一口目をぐびぐびと喉のどへ流し込んだエミットが尋たずねる。

「で……我が勇者のお師匠さん？」

「そうでありますよ。片眼仲間だったので、拾ってあげたのであります」

　ジェスには片眼がない。同じようにこの女も片眼を失っているのか、その場所をバンダナで覆おおい隠かくしている。

「何が片眼仲間だ。誰だれも拾ってくれなんて頼たのんだ覚えはねえ」

「反はん抗こう期でありますねえ。まあこれはこれでかわいげがあるのですが、昔はもっとかわいかったでありますよ」

「あら。へぇ。そうなの？　ジェス」

「えー、興味あるわぁ。我が勇者、どんなだったの？」

「うるせえ。アホかてめえ」

　到とう底てい弟で子しとは思えぬ言葉遣づかいで、グラスを一いつ杯ぱいだけ空けたジェスが席を立つ。

「ちょっと、我が勇者。どこ行くのよ」

「帰って寝ねる」

　勝手にしやがれと吐はき捨てて、本当に店を出て行ってしまった。

「……出会い頭がしらにあんな悲鳴だったし。よほどその、……なんていうの？」

　エミットが言葉を選ぶが、沙穂の顔色は変わらない。

「それくらい厳しく稽けい古こを付けたのでありますよ。そして未いまだに生きているのでありますから、本当に強くなったであります」

「というか……」

　シーナが言った。

「なんでさっき、あなたは追いかけてジェスは逃げたわけ？」

「稽古でありますから」

「……いえ……そうじゃなくて、あなた、完全にジェスのことを殺す気だったでしょう？」

「？」

「？　じゃなくて。ああもう、ジェスがよくわかんない人だって言ってたのがよくわかってきたわ。勝手に弟子にさせられたとも言っていた。つまりあなたは子供の頃ころのジェスを勝手に拾って、連れ回して、稽古と称しようしてあんな虐ぎやく待たいまがいのことを繰くり返していたのね」

　空気の悪くなることを危き惧ぐしたエミットが、まあまあとシーナをなだめる。しかし沙穂はといえばやはり気にした様子もなく、フライドチキンの骨を空になった皿に置いた。

「死ぬよりはいいでありますよ？」

「死ななかったら何をしてもいいという理由にはならないでしょう」

「沙穂は、ジェス君が死なないようにしただけであります」

　何だか押し問答じみてきて、シーナは呆あきれたように手の平を返した。

「そんなだから、きっとジェスはあんな根暗な性格に育ってしまったんだわ」

「汝、さらっとひどいこと言うわね……我が勇者は表向き暗いだけで、根はいい子よ？」

　沙穂が瞬まばたき一つ、微笑ほほえんだ。

「そうでありましょう？　優やさしい、いい子なのですよ。シーナ殿どのやエミット殿のような助けてくれる仲間ができたのが、そのいい証しよう拠こであります。久しぶりにジェス君に会って安心したでありますよ」

　女は優しく微笑んだ。

「あんなに死にたがりだったジェス君が、あそこまで沙穂に抵抗したであります。もう、沙穂が心配する必要はなさそうでありますね」

「「……死にたがり……？」」




　　　　◆




　これは子供の頃の記き憶おく。それを回想する夢。

　ようやく物心が付き始めた頃の、十年も前の話。

　気付いたときには、そばに父も母もおらず、右目は見えず、その目を確かめるために上げようとした右手も、腕うでごとなくなっていた。寄せ集めのような難民キャンプに一つきりの診しん療りよう所じよは、同じような包帯だらけの人々が横たわっていたが、自分が一番ひどかったらしい。大たい抵ていはそこまで行く以前に亡なくなっていた。

　だから意識を取り戻もどしたときも、聞こえてきたのは喜びではなく哀あわれみの声だったのをはっきりと覚えている。国も家もなくした大人たちの誰も彼も、見ず知らずの子の面めん倒どうを見る余よ裕ゆうはない。怪け我がの他ほかにまだどんな後こう遺い症しようがあるかもわからないのに、この先どうやって生きていくのか。いっそ死んでしまった方が楽だったろうに。

　あるとき真っ黒い鎧よろいを身に着けた帝てい国こくの兵士が、巡じゆん回かいに来たときこう言った。

「死んでしまった方が面倒がなくてよかっただろう」

「養ってやろうにも、腕がないのでは仕事の手伝いもままならん」

「ああ。人買いだろうと、こんなザマでは手を付けまい。可哀かわい想そうにな」

（……こんなザマ……）

　ある日の雨上がり、ようやく起き上がれるようになったジェスは久しぶりに表に出て、水みず溜たまりに映った自分の姿を見て納なつ得とくした。不思議とショックはなかった。もう、ショックというものに慣れてしまっていた。

　そうして寡か黙もくで、笑わないのはともかくも、泣きもわめきもしない少年の様子に、大人たちは噂うわさした。精神的にか、あるいは頭自体に障害が残ったかもと。

　そしてきっと、その通りだったのだろう。

　こんなザマ。こんな自分。誰も必要としていない。自分自身、もう自分がいらない。

　あるときジェスは、ふとキャンプを抜ぬけ出した。

　そんなだから、大人たちは気にも留めなかった。何かを察して止めようとした声も聞こえたが、それを遮さえぎって好きにさせろという声も聞こえた。駐ちゆう留りゆうする帝国の兵士たちも、せめてもの情けのように、まるで見て見ぬふりをした。

　患かん者じや服に裸足はだしの着の身着のまま、どこまでもどこまでも山の中を歩いていく。途と中ちゆうに魔ま物ものも見かけたが、ジェスは恐おそろしいとも思わなかった。そこまで心が死んでいた。幽ゆう霊れいのようにあんまり抑よく揚ようもなく歩いていくものだから、魔物もジェスに気付かなかった。

　つまり、何もかもが自分を相手にしていないのだ。

（……）

　いつしか行き当たったのは急きゆう峻しゆんな渓けい谷こくだった。眼下には流木も岩場で砕くだけるほどの急流が渦うず巻まいていた。何を思うでもなく、ジェスはそれまで歩いてきたまま、足を止めることもなく。一歩を宙に踏ふみ出した。

「何してるでありますか？」

　襟えり首くび摑つかまれ、ジェスはキャンプを出てから初めて、一歩、後ろへと引き戻された。振ふり返ると、そこに見知らぬ女がいた。あたかも街中で声をかけてきたような、険のない表情と声。

「落ちたらたぶん、死ぬでありますよ」

「……死ぬんだ」

「怖こわくないでありますか？」

「怖くなんかない」

「ですが、死ぬことは悲しいのでありますよ」

　一歩。たった一歩を踏み出そうとするのだが、後ろの女が手を離はなさない。

「悲しくなんかない」

　そう呟つぶやいた途と端たん、ジェスは崖がけの縁ふちから引き戻され、蹴けっ飛ばされ、元来た道を五回も六回も転がった。あちこち痛み、咳せき込んだが、それだけ。また崖っぷちへ向かうジェス。それを怒おこっている様子もないのに、蹴っ飛ばしてまた元の位置に戻す女。そんなやりとりが十数回も繰くり返された。咳き込む息にも血の臭においが広がり始めた頃ころ、根負けしたように女は言った。

「よくわからない子でありますね……」

　怯おびえもせず見上げるジェスを最後にもう一度蹴っ飛ばすと、今度は踏みつけた。

「言ってもわからないなら、実力行使であります」

　女はどこからか取り出した首輪をジェスの首にはめると、そのまま引きずって歩き始める。

　最初、売り飛ばされるのだろうかとジェスは思った。だが、こんなザマじゃ人買いも相手にしないという帝国の兵士の言葉もあった。機会ができたら、またそのときに死ねばいい。ジェスは女に鎖くさりを引かれるまま、ついて歩くことにした。

　女は白井沙穂と名乗った。ジェスは、ジェスと名乗った。
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　何日も何日も、夕日の沈しずむ方、沈む方へと歩いたのを覚えている。何週間だったかも知れない。何ヶ月だったかも知れない。

　会う人会う人、近寄り難がたいような目で、姉弟きようだいにしては歳としが離れ、親子にしては歳が近く、どちらにせよ幼い方に首輪を付けて引きずっている、そんな奇き妙みような二人を眺ながめた。沙穂は元々そんなもの気にするようなタマではなく、ジェスもそんなことどうでもよかった。どうでもいいうちに、そういう視線に慣れていった。

　いつしか辿たどり着く街は村落へ、村落はあの難民キャンプのようなみすぼらしい集落へ。日の沈む方へと進むほどに、まともに人の住める場所は少なくなっていった。それにつれて、二人の様子を珍めずらしく見る目もなくなっていった。まともに人が住めないような場所に、まともな人間が住んでいるはずもないからだ。

　時折沙穂は、

「死ぬことは悲しいのでありますよ？」

　と聞いてきた。

「悲しくなんかない」

　と答えるたびに、ジェスは鎖が伸のびきって首が絞しまるほど蹴っ飛ばされた。

　毎日毎日、そんな問答を何十回も何百回も繰り返すうち、そう答えるのがジェスの意地になっていた。何もかもどうでもいいはずなのに、なぜかそれだけが意地になっていた。

　悲しかったら、死んじゃいけないみたいじゃないか。死ねなくなってしまうじゃないか。

　なんとなく、そう考えるようになっていた。




　　　　◆




　あるとき、大きな集落に辿り着いた。

　テントではなく、今にも崩くずれそうなコンクリートの建物がいくつも立ち並んでいる。旧文明の廃はい墟きよに、そのまま人が住み着いていた。酸性雨が降り、土は赤茶け、旧文明の遺い跡せきから流れてくる放射能混じりのスモッグで四六時中薄うすぼんやりと霞かすみがかる、そういう異様な街だった。

「お腹なかが空すいたでありますね。ジェス君は何を食べるでありますか」

　所々壁かべのない、土つち埃ぼこりの吹ふき抜ぬけるようなバラックの酒場。精製水は燃料より高価で、しかし生水を飲み続ければ一ヶ月で内臓が破は壊かいされる。まともな植物は生えず、まともな動物も生息しない。メニューに並ぶのは、モンスターの残ざん骸がいを使った料理だけ。

　ぐるりを見み渡わたせば東から逃のがれてきた賞金首。それを追ってきた殺し屋。一いつ攫かく千せん金きんにしか目がなくなったモンスターハンター。未いまだに煤ばい煙えんを吐はく遺跡から遺産を持ち帰ろうとするトレジャーハンター。それらが死んだら身ぐるみを剝はごうと待ち構えるスカベンジャー。

　大陸中の悪党が最後の最後に落ち延びてくる、そういう掃はき溜だめ。旧文明のスクラップにクズばっかりが巣くっている。だからゴミの国ダストカントリー。

「おい、そのガキぃ売ってんのか？　いくらだ？」

「ジェス君は売り物じゃないでありますよ」

「けっ、だったら見せびらかしてんじゃねえ。変態女」

　沙穂がメニューを迷っている間に、そんなのが数人。帝てい国こくの兵士が言っていた人買いとは、きっとまだまともな人買いだったのだろうと、ジェスは理解した。

「冷れい却きやく水と、でろスライムのとろとろ茶ちや碗わん蒸むしと、銑せん鉄てつマイマイのムニエルと……ああ、どさんこ二号の馬ば刺さしもいいでありますね。粉パンもセットで。それぞれ二人前であります」

「あいよ。ところでそのガキ、いくらなら売りに出す？」

「売り物じゃないでありますよ」

　背中に大きなマシンガンとマチェットを担かついだ店主が、大おお袈げ裟さに肩かたをすくめてカウンターに戻もどっていった。

　耳慣れぬ言葉をジェスは聞いた。

「……れーきゃくすいって何だ」

「昔の自動車や工場のエンジンに腐くさるほど入っているお水でありますが、薬が入っているのでなかなか腐らないのであります。甘苦くておいしいでありますよ？」

　どん、と乱暴に置かれたジョッキの中には、機械油の浮ういた毒々しい蛍けい光こう色の液体が、なみなみと注つがれていた。酸性雨と放射能で汚お染せんされたこの土地には、そこまでまともな水がない。

「ここの人たちは大戦争が終わった頃ころから、今も変わらぬ暮らしを続けているのであります。歴史と伝統でありますね」

　感心するような笑え顔がおの沙穂に、ジェスは内心毒づいた。

　歴史や伝統という言葉は、もっと素す晴ばらしいもののはずだと、子供心にジェスは思っていた。強い英えい雄ゆうがいたり、偉えらい王様がいたり、そして戦争があったり、後にそういう何かが残ることの繰くり返しのはずだ。

　だからこんなのは違ちがう。これはただ、旧文明の崩ほう壊かい直後のまま、時代が止まってしまっているのだ。前に進もうともしないまま、益やく体たいもないその日暮らしだけが何百年も続いてしまっているのだ。誰だれも、その日暮らし以外の何もしようとしていないだけ。そんなのは伝統でもなんでもない。遺のこそうとして遺ったものなど何もない。

　自分が目を覚ました難民キャンプは最悪だった。だが大人たちは、まだ人間らしかった気がした。ここにいる大人たちを見ていればよくわかる。ケンカが起きても、止める者は愚おろか、けしかけようと囃はやし立てる者すらいない。喧けん噪そうなんてない。ただただ手足で人を打つ、鈍にぶい音が聞こえてくるだけだ。最後にどっちかの倒たおれる音がして、それで終わり。

（……）

　みんなみんな、八時より先に針の進まぬ時計のよう。自じ堕だ落らくなまま、ほんの小さな重力にすら抗あらがえず、言うなればきっと、壊こわれている。でも、動いてはいるのだ。何の役にも立たず、同じ場所を行ったり来たり、ただ動いているだけだ。

　生きているってなんだろうかと、ジェスはその時初めて思った。人間の飲み物じゃない飲み物、食べ物じゃない食べ物を食べてまで生きようとする。帰る場所もなく、誰かに必要とされるわけでもなく、ただここに流れ着いて、ただその日暮らしをする大人たち。

　旧文明が崩壊した昔からこんなだったと言うのなら、自分がいたエルクレセルも、何百年も昔はこんなだったのだろうか。

　殺気立った男たちが店に押し入ってきたのは、そんなときだった。

「……見付けたぞ。眼帯の女」

「？」

　小首を傾かしげて振ふり返った沙穂の眉み間けんに、有う無むを言わさず銃じゆう口こうが押し付けられる。店の中に十人ほど。店の外に……百人かそれくらい。

「何年か前に、仲間たちをやってくれたそうだな。それで？　ほとぼりが冷めたとでも思って帰って来たか？」

「……やるでありますか？」

「やる気かだと？　てめえは頭を吹っ飛ばされてここで死」

　沙穂は座った姿勢のまま、テーブルごと相手の身体からだを斬きり上げた。

「……ニハァ」

　二つに裂さけた身体からの返り血を浴びて、沙穂が笑った。

　関かかわりのない者たちは瞬またたく間に店から逃にげ、それを押し退のけるように表を囲んでいた連中が雪な崩だれ込んでくる。

　首が跳はね、腕うでが飛び、胴どうが落ちる。聞こえるのは銃声と断だん末まつ魔まだけ。

　沙穂は、ここに至るまでに魔ま物ものに対してしたことと、全く同じことを人間相手にやってのけた。うっすらと笑いながら、鍔つば迫ぜり合いすらしてやらず、かかってくる端はしからいとも簡単に返り討うちにしていった。

　ジェスは椅い子すに座ったまま、せっかく鎖くさりを放されているのに逃げることも忘れ、ただ呆ぼう然ぜんとそんな殺さつ戮りく劇を見守っていた。一つ瞬まばたきする間に十人が死んでいく。次に目を開ければ三人の首がなくなっている。そうしてあまりにも一方的に、あまりにも簡単に人が死んでいく。

　そのときようやく、一つきり残ったジェスの目から熱い涙なみだがこぼれた。

　難民キャンプの大人たちが、何日も何日も、寝ねずに食わずに看病を続けて必死で取り戻そうとしていた命。でもこの女はたった一いつ瞬しゆん腕を振っただけで、いとも簡単にそんな命を奪うばい去っていく。何人も、何人も、何十人も何十人も、人はこんなに簡単に死んでいく。

　だから、きっと自分もそうだった。こうして簡単に死んでいくはずのところを、助けられたのだ。大人たちは皆みな、せっかく助かったからこそ、なのに救いようのない姿になった自分を哀あわれんでくれていたのだ。

　ジェスは泣きながら、力の限り叫さけんだ。

　やめろと泣き叫んだ。わかったから、悲しいから、もうやめてくれと哀あい願がんした。だが沙穂の耳には届かなかった。沙穂は結局、かかってきた全すべてを殺戮した。全て殺し尽つくした。

　一面の血ち溜だまりにべちゃべちゃと足を浸ひたしたスカベンジャーが、スクラップのように散らばった死し骸がいから血ち塗まみれの身ぐるみを剝はいでいく。臭においを嗅かぎつけた蝿はえのように噂うわさを聞きつけ、あとからあとからやってきて、剝ぐものもなくなれば最後には死骸そのものすら担かつぎ去っていく。そうして最後には、血の海だけが残った。役に立つならそれでも売り、役に立つならそれでも買い、それでも人は生きていく。それでも人は死んでいく。

「悲しいから……人が死ぬのは悲しいから、もうやめて……」

　呼吸一つ乱さず刀身の血ち糊のりを払う沙穂に、泣いてすがった。何もかもどうでもよかったはずが、何もかもが悲しくなって泣きじゃくっていた。

「？　急にどうしたでありますか？」

　沙穂はわかっていなかった。ジェスの心境の変化を、これっぽっちも。

「殺すのはとても楽しいのでありますよ、ジェス君」

「っ……」

　ジェスは戦せん慄りつした。

　沙穂の優やさしい笑え顔がおに、感情を取り戻もどしたジェスは息もできないほど震ふるえ上がり、血溜まりに尻しり餅もちをついた。

　この女は、とてもとても恐おそろしい人なのだと理解した。人道的に、善意や哀れみで自分を拾ってくれたのではない。自分を生かそうとしていたのではない。こんな惨みじめな街を、人々を、その死に様ざまを見せつけ諭さとそうとしていたのでもない。

　単純に、この人も壊れているのだ。

　きっと、この街に住む誰だれよりもひどく。

「でも、悲しいことだけでもわかって良かったであります」

　血の付いた手で白はく髪はつを撫なでられた。沙穂は満面の笑みだった。

「では、ジェス君はもう死なないでありますね」

　ジェスは泣きながら頷うなずいた。もう自殺はしないのだとわかると、首輪が外された。

　靴くつも、服も買ってもらった。

　そして今度は、死なないように強くなるでありますよ、と稽けい古こが始まった。

　稽古と言っても何のことはない。蹴けられる、殴なぐられるの繰くり返し。立ち向かえば正面から、逃げれば背中から蹴り倒たおされ、拳こぶしで、刀身の背で気絶するまで殴られる。

　死ぬことがないだけの、実戦の繰り返し。

「沙穂から逃げられるようなら、大たい抵ていのものからは逃げきれるであります」

　そうやってジェスは逃げることを学び、逃げられなければ防ぐことを学んだ。彼女の太た刀ち筋すじばかりを見て育った数年後……その目に映るいかなる悪党の動きも、精強な魔物の攻こう撃げきも、ひどく簡素で他愛のないものになっていた。勝てはせずとも、死ぬことだけはなくなっていた。だから、失った目と肩かた口ぐち以外の古傷は、ほとんど全て、師し匠しようである沙穂の手によるものだ。

　数年後、ジェスはとある噂を聞いた。

　西域のさらに奥深くに、やたらめったに腕の立つ剣けん士しがいるという。それは女で、めっぽう鋭するどい刀を一ひと振ふりだけ携たずさえ、あるかなしかもわからぬ右目を隠かくし、遥はるか昔に神すらも切り伏ふせた剣神だという。

　もちろんジェスは信じなかった。

　神さまだったら、きっともっと慈じ悲ひ深い。
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「…………っ……」

　少し横になるはずが、ジェスが目を覚ましたときには、外はもう暗くなっていた。

（……夢か……）

　馬車に揺ゆられていたときと違ちがい、随ずい分ぶん落ち着いて見ていたものだと身を起こす。

　沙穂は本当によくわからない人物だった。あまり考えるということをしない人で、だから何の目的も持っていない。

　もし彼女と出会ったあの崖がけっぷち、自分が「悲しい」と答えれば、彼女はきっと自分の落ち行く様を放ほうっといてくれただろう。死ぬことは悲しい。でも殺すのは楽しい。そこまで極きよく端たんな矛む盾じゆんを抱かかえて、悩なやみもせずに生きているのだ。自分はただ偶ぐう然ぜんに拾われ、気き紛まぐれに生かされ、そして学ばされた。そんな彼女との旅は当然のようにあてどなく、二人で一いつ緒しよにふらふら、ふらふら、西域を歩き回った。

　あるとき逃にげ回るうちに、教団領に辿たどり着いた。教団領だから追ってこなくなったのか、あるいは本当に彼女をまいたのか。ともあれジェスは完全に彼女から逃げ切った。

　まさか西域から転がり込んできた少年。ハンデを負ったジェスの姿と生傷の絶えない有様を、教会の司祭や神官、マザー、シスターたちはしつこいほど放っといてくれなかった。聞けば、エルクレセルが滅ほろびてから六年もの月日が流れていた。ジェスがその生き残りだと聞くと、教会の大人たちは一層驚おどろき、よくしてくれた。食べるものも着るものも与あたえてくれた。読み書きにしても、その頃ころようやく教わった。みんな優しく穏おだやかで、己おのれよりも他人をいたわる素す晴ばらしい大人たちばかりだった。

　神さまが本当にいるかどうかは、ジェスにはわからない。だが、あの西域で見た大人たちも、教会の大人たちも、同じ人であるならば……教えとは、信しん仰こうとは、どれだけ尊いものだろうかと思ったのは事実だ。神の、いるかいないかではない。信じるか否いなかが大事なのだと、ジェスはすでに悟さとっていた。

　そこには、ジェスと同じようにエルクレセルから焼け出された子供が他ほかにもいた。レイナーと出会ったのも、パリスティエル姫ひめの噂うわさを聞いたのもその頃だ。

　だがどちらも決して口外してはならないことだと言われた。まだ帝てい国こくの残党狩がりが猛もう威いを振ふるっていた。今にして思えば教団領のあの町一帯が、教団の中立性を利用した、そうした人々の隠れ里だったのではないだろうか。

　聖せい騎き士し見習いながら団長クラスと渡わたり合うほどの頭角を見せ始めていたレイナーが、正式な入団が認められる頃……ジェスもまた勇者としての神しん託たくを受けた。

「我が勇者～、寝ねてるの～？　起きてるの～？　一緒に飲みましょうよ～……って鍵かぎ開いてるし」

　酔よっぱらった声でノックしていたエミットが、ややフラフラした足取りで入ってきた。

「もう、物ぶつ騒そうな町って勇者シーナが言ってたでしょ。鍵くらい締しめとけばいいのに」

　ケンカが起きれば喧けん噪そうの上がるような町を、ジェスは物騒とは思わなかった。向こうには鍵のついているドアなんてありはしない。旧文明の生きた遺い跡せきでもあるまいし、スレッジハンマーかショットガンでぶち抜ぬけば一発だからだ。修理するだけ金の無む駄だ。必要なものは常に身に着けておく。寝てる間に盗ぬすまれたなら、それは眠ねむったやつが間ま抜ぬけなだけ。

　だからジェスには、そもそも鍵をかける習慣なんてなかった。あまり多くの物を持とうともしなかった。

「我が勇者、まだご飯食べてないでしょ？　お師匠さんも下に来てるし、一緒に飲みましょうよ～」

「……ああ。そうだな」

　ジェスは足を振り子のようにして、ベッドから飛び降りた。

「イヤがるかと思ったら素直じゃない」

「……あんなだがな。まあ、俺を生かしてくれた俺の師匠だ。挨あい拶さつぐらいはしておくさ」

　そのとき、彼が初めて笑ったような気がして……エミットは半ばきょとんと、横を行くジェスの姿を振り返ったのだった。
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　ハイランド。

　教団領に隣りん接せつし、山深く、冬にもなれば雪深い。そこにおいての収しゆう穫かく祭とは、そのまま冬ごもりのための下準備。交通交易網もうの発達した昨今であればこそ飢き餓がに陥おちいるような状じよう況きようはなくなったが、かつてはここが長く辛つらい冬を無事に乗り切れるか否いなかの分かれ目であった。だからハイランドの人々の、生きる糧かてを与えられたことに対しての感謝の念は、未いまだ平野部の国々以上に根強いのだ。




　ステンドグラスからの朝日が舞まい込む、城というより、あたかも大聖堂を思わせるその大広間に、賛美歌と、祈いのる声が粛しゆく々しゆくと響ひびき渡る。春を迎むかえられたこと、種を蒔まけたこと、雨が降ったこと、日が差したこと、収穫の日を迎えられたこと。そしてその収穫を口にできる生を、今日この日まで与あたえられたこと。日に一つずつ、それぞれに対しての感謝の祈りを捧ささげる。計六日間、祈りの日が続く。それを総じて収穫感謝祭と呼ぶ。

　その四日目に当たる今日……太陽に感謝する日に生まれたのが、他ならぬリーゼルであった。光ひかりの御み子こと呼ばれる所以ゆえんでもある。

　彼は今、祭さい壇だんのある正面、左手横でパイプオルガンを弾ひいている。上下の貴族服を白に統一し、スカーフを巻いた姿はまさに貴公子。少女であれば誰だれしも一度は夢見るであろう出いで立ちで、伏ふし目がちに鍵けん盤ばんへ指を滑すべらせ、皆みなが祈る広間に豊かな音色を奏かなで渡らせていた。

「……楽器までできるんですか、リーゼル王子って」

　パリエルは目をきょとんとしながら、右みぎ隣どなりのマヒロへ小声で聞いた。

「しかもめちゃくちゃうまいんじゃないですか？　音楽のことは、私よく知りませんけど」

「間ま違ちがいなく普ふ通つう以上にうまいよ。余が城で見聞してきた限りでは」

　それはつまり、大陸中のあちこちからミスマルカに訪おとずれる一流の楽師たちにも引けを取らぬということだ。

「何か欠点とかないんですか、リーゼル王子って」

「……いや。見付けてどうする気だ君は。女の子らしく普通に憧あこがれておけばいいじゃないか」

　と、マヒロが後ろの方を振り返った。シーナが夢見る乙女おとめの表情で、胸むな元もとに手を組んでいる。

「いや、だって顔がよくてスタイルよくて運動性能抜ばつ群ぐんで魔ま法ほうも使えて勇者で楽器も弾けるって完かん璧ぺき過ぎますよ。高たか嶺ねの花過ぎてちょっと」

「運動性能ってなんだ、運動性能って」

　リーゼルが弾くオルガンのすぐ側そばに、譜ふ面めんを手に斉せい唱しようする、聖歌隊のシスターらが並んでいた。その先頭に立っているのが、彼の姉であるアンゼリカであった。ゆったりと束ねられた、腰こしまで届く美しい亜あ麻ま色いろの髪かみ。聖女を思わせる優やさしげな微び笑しよう。青を基調とした清せい楚そで凜り々りしい貴族服姿が、その髪を、すらりとした伸のびやかな身体からだを、美しい顔立ちを引き立てていた。

　声量はリーゼルの奏でる旋せん律りつにも負けず豊かで、その歌に乗った想おもいは大陸中のどこまででも届きそうな錯さつ覚かくに陥ってしまう。いつしか人々の祈る声も、口ずさむ声も聞こえなくなっていた。皆が皆、姉弟きようだいの奏でる神秘的なメロディに耳を傾かたむけてしまっているのだ。

「綺き麗れいな人ですね……。アレがリーゼル王子のお姉さん……じゃなかった、アンゼリカ姫ひめですか……」

　帝てい国こくのシャルロッテが帝都という名の一面の薔ば薇ら園にあっても咲さき負けぬ白薔薇なら……、さしずめこちらは山に咲く白しら百ゆ合りだろうか。慎つつましく楚々として、しかし凜りん。薔薇にも負けず美しい。

「アンゼリカ姫もモテるんでしょうね……」

「ああ。うん。そうなんじゃない？」

「？　どうしたんですか。いつもなら美人を見付けるたびにお妃きさき候補に、とか何とかいうくせに」

「いや……なんというか……まあ……。うん。綺麗な人なんだけどね。お茶目だし。パワフルだし」

「ぱわ……？」

　お姫様を評するに当たってまず使うことのない言葉に、パリエルは小首を傾かしげた。

「あれかい？　ジェスの師し匠しようっていうのは」

「え？　えぇ、そうみたいですよ」

　マヒロの問いに、パリエルは小さく頷うなずいた。ジェスの隣となりに一人だけ、手を組む祈りの姿ではなく、両手の平を擦こすり合わせて拝むような女がいる。

「……あれ、極きよく東とうの方の祈り方じゃないか」

「なんか、名前からしてそっちの方の人みたいですよ。腰に下げてるのも刀ですし」

　この祈りの時間が始まる前に、パリエルはジェスたちと少し話す機会があった。白井沙穂。どこをどうすればジェスみたいなのが弟で子しになるのか、また、弟子がああなるのか……不思議なほど、あっけらかんとした女であった。

　マヒロへと向き直り。

「シーナが見た分には、剣けん士しとしては結構強いんじゃないかって」

「うむ。なかなか可愛かわいげなんじゃないですか？」

　今度はしっかりそっち方面に興味を持ったらしい。

「ジェス君が絶対やめろって言ってましたよ。私もちょっと話しましたけど、変……っていうのも失礼ですが、まあ、なかなか不思議な雰ふん囲い気きの人でした」

　十分ほどだろうか。そんな無む駄だ話を続けているうちに賛美歌は終わり、民たみを代表して祭壇に向かった女王の言葉をもって、その日の祈りの時間も終わりを告げた。
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　昼からのホールには他国のお偉えら方がたはもちろんのこと、多くの勇者や冒ぼう険けん者たちも残っていた。それはかつてリーゼルが冒険の最中で助けた国々を代表する大臣らであったり、またその最中で苦楽を共にした他の勇者や、冒険者といった仲間たちである。ただの付き合いや義理掛がけではなく、自然と彼を慕したって集まった和わ気き藹あい々あいとした様子からも、リーゼルという希代の勇者の人ひと柄がら、人徳が窺うかがえようというものだ。

　その誕生日を祝うにしても、やはり他国のように派手なものではない。振ふる舞まわれる飲み物や料理も、飾かざり気が少なく見み劣おとりはする。だがそうして贅ぜい沢たくを省いた、質素だからこその素材の味を生かした健康的な幸の数々。不平を言う者など一人もおらず、むしろ味がしつこくないだけに飽あきがこない。見れば他国の宴えん席せき以上に、各国からの賓ひん客きやくの食しよく欲よくは旺おう盛せいなようだった。

「ほらパリエル、何なら君もリーゼル王子の輪の中に入ってくれば」

「は……？　いえ、でもまだ一応仕事中ですし……」

　ちらとエーデルワイスを見やる。

「構いませんよ。羽目を外しすぎなければ」

「はぁ……。王子は行かないんですか？」

「余は父上の代理だからね。まあ、後で直接リーゼルの部屋にでも行って、ゆっくり話すよ」

「そうですか……えっと、それじゃあちょっと、挨あい拶さつだけでも行ってきます」

　人の波を縫ぬうように、パリエルが歩いていく。エミットがグラス片手に言った。

「……我が勇者は？　せっかくプレゼント、用意したんでしょ？　何買ったか知らないけど」

「後でいいだろ別に。何もあんな中に割り込んでいくこたぁねえ」

「ジェス君の控ひかえめな性格、変わらないでありますね」

「うるせぇ」

　エミットが肩かたをすくめる。

「控えめって言うか……ミスマルカに来てからちょっとは変わったような気がしたけど、そういう部分は変わらないのね」

「何の話だ」

「他人なんてね、自分が思ってるほど自分のことなんて見ていないんだから。お城だからって必要以上にかしこまる必要もないし」

「ごちゃごちゃ人がいるのが嫌きらいなだけだ」

　ぶっきらぼうに跳はね除のけられながら、エミットは酒を一口。

「見なさい汝なんじ、あの勇者シーナの抜ぬけ目のなさ。何を話すわけでもないけど常にリーゼル王子の斜ななめ後ろをにこやかに陣じん取どって、無言のうちに将来の奥方感を演出しているじゃないの。あれくらいふてぶてしくていいってことよん。並の乙女おとめはあのオーラを見ただけで近付けないでしょうね～」

　並じゃないパリエルがあっけらかんと近付いて、自然とリーゼルと談だん笑しようを始める。

「で、並の乙女なら勇者シーナのあの物っ凄すごい視線に気付いた瞬しゆん間かん、慌あわてて退散するわけだけど……さすがに並じゃないわね、護衛さん」

　え？　シーナどうしたの？　どこかに怪あやしい人ひと影かげでも？　みたいな感じだろう。

　マヒロが言った。

「ま、うちのパリエルは日々エーデルワイスに睨にらまれながら仕事してるからね」

「殿でん下か。わたくしはパリエルを睨んだ覚えなど一度もございませんが」

「……え？」

「何か」

　いえなんでも、と視線を逸そらすマヒロ。

　さておき。

「マヒロく～んっ！」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　タックルされる勢いで横っ飛びに抱だきつかれ、抱き締しめられたまま、二人で壁かべまで転がっていった。

　ごすん、とマヒロの頭が柱にぶつかったところでようやく止まる。

「久しぶりですね！　大きくなりましたね！　うんうん、毎日主に感謝してましたか？」

「してました、してましたので首が息がアバラが悲鳴を上げているのですアンゼリカ様っ！」

　アンゼリカはマヒロをぎゅ～っと抱き締めたまま軽々立ち上がり、その場に立たせるようにしてようやくマヒロを解放する。

「ええ？　痛くないでしょう？　男の子ですもの。大おお袈げ裟さですね。汝噓うそをつくなかれですよ」

　アンゼリカは何の悪気もなくコロコロと笑って、マヒロの額をつつく。

「いえ、痛いです。洒落しやれにならない痛さです。一見慎つつましやかな姫ひめ君ぎみにありながら余にこれほどの苦痛を与あたえられるのは帝てい国こくのユリカ姫とあなたくらいのものです」

「まあ、そうなんですか？　ユリカ姫のことはよく知らないんですけど、大変だったそうですね。何かひどい目に？」

「ああ、いえ、知らなくていいです。余も思い出したくありませんので」

　乱れた襟えりを整えて、マヒロは一息ついた。

「えー、お久しぶりです、アンゼリカ様。聞くまでもなくお元気そうで」

「はい、お久しぶりですマヒロ王子。ああ、やっぱり随ずい分ぶん頼たのもしくなりましたね。お話はリーゼルからも色々と聞いていました」

　そんなことを言いながらニコニコ笑い、一方的に握あく手しゆをしたり、頭を撫なでたり、かいぐりかいぐり。マヒロが可愛かわいがられすぎてストレスを溜ためた猫ねこのようにぐったりしてきた頃ころ。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます、アンゼリカ様」

「はい、エーデルワイス将軍もお久しぶりです。その節はリーゼルがお世話になったそうで、ありがとうございました」

　ことほど左様に、アンゼリカは決して分別のない人ではなかった。ただ、王族同士の繫つながりで、歳としの近かったマヒロとリーゼルが友人であり、兄弟のようであったのと同様。ならばアンゼリカもマヒロにしてみれば姉のようなもので、彼女はリーゼルと同じかそれ以上に、弟としてマヒロを可愛がっていた。

　そして弟相手には遠えん慮りよがない。あと昔からちょっとパワフル。

「姉上っ……！」

「あらリーゼル。よかったですね、たくさんお友達が来てくれて。お話はもういいんですか？」

「それどころじゃないから慌てて来たんですよ！　さっきマヒロが転がっていくのが見えて……大だい丈じよう夫ぶかマヒロ」

「相当痛かった。これは国際問題だ。とりあえずこの国にいる美人、上から五人目までを賠ばい償しよう金として要求する」

「くっ……マヒロ、お前がそんな心の狭せまいやつだとは思わなかった。だがわかった、ハイランドのためなら仕方がない。他ほかの四人はともかくまずは姉上を持って帰」

「ごめんやっぱいい」

　さっと視線を逸らすマヒロ。リーゼルは姉に向き直った。

「姉上、マヒロはこれでもミスマルカの王子なんですよ。幼かった頃ならともかく、姉上ももう大人なんですから。少しは落ち着きというものを持ってください」

　ここに至ってアンゼリカが毅き然ぜんと言い放った。

「いやです。マヒロ君だって私にぎゅ～っとされることを望んでいるはずです。そうですね、マヒロ君？」

「あばら骨の砕くだける音が聞こえるのは困りますが、胸の感かん触しよくが程ほどよくわかるくらいなら」

　スパン！

「ほら見なさい」

「何をですか姉上……」

　エーデルワイスに張り倒たおされたマヒロへ、リーゼルは手を差し伸のべて助け起こした。

「マヒロも忙いそがしい中、本当によく来てくれたな。ありがとう、嬉うれしいよ」

「いやなに、このところは旅行と言っても、お忍しのびお忍びばっかりだったからね。僕も息いき抜ぬきができて丁度よかった」

　ふと、リーゼルの表情に影かげが差す。

「……お忍び、か。紋もん章しようの方は順調か？」

「ああ、黄金月間が終わる頃には、また出発することになるんじゃないかな」

「正直俺も、浮うかれられる気分じゃないんだが……母上から、友人との交流は大事にしろって言われてさ。特にマヒロはそんな状態だ、本当に来てくれるとは思わなかっ……」

　アンゼリカがぽんぽんと手を打った。

「こんなときにそんな暗い顔をしてはいけませんよ、リーゼル。マヒロ君がいいと言っているんですから、素す直なおに喜んでおきなさい」

「……はい。確かにその通りですね」

　また元の屈くつ託たくのない笑えみに戻もどる。

「せっかく来たんだマヒロ、遠慮なく食べていってくれ。ああ、それとさっきシーナやパリエルたちとも話したんだが、余興代わりに手合わせをして、お互たがいに剣けんの腕うでを披ひ露ろうしようという話になったんだ。なんだったらマヒロも……」

「無茶を言うな。僕じゃ嚙かませ犬にしてもレベルが低いだろう。嫌いやがらせか？」

　リーゼルは苦く笑しようした。

　じゃあ他に……と見回したリーゼルが、少し離はなれた場所にジェスを見付けて歩いていく。

「ジェス、お前も来てくれたんだな。ありがとう。シスターも」

「ああ。悪いが勝手にやらせてもらってる」

「とてもおいしいのでありますよ」

　と沙穂。

「こちらは？」

「沙穂はジェス君の師し匠しようであります」

　へぇ、とリーゼルが目を丸くした。

「随ずい分ぶん若い人なんだな。初めまして、リーゼル・ファリス・マクラーレンです」

「初めまして、白井沙穂であります」

「で……いきなり悪いんだが、ジェス」

　そんな前まえ振ふりだけで、ジェスは首を横に振った。

「話は聞こえていた。悪いがやる気はねえ。こっちの師匠もだ」

「沙穂はまだ何も言っていないでありますよ？」

「いいからやらねえんだ、大人しくしてやがれ。それより……」

　ジェスが話題を切り替かえるかのように包みを差し出す。紙かみ袋ぶくろ、その辺の雑貨屋でそのまま買いましたと言わんばかりの。

「え……？」

「プレゼントだ。シーナのやつがどうしても用意しとけって言うんでな。いらなきゃいいが……」

「いや、ありがたく受け取らせてもらうよ。中、見てもいいか？」

「ああ、構わねえが」

　厚みはない、雑誌でも入っている程度の紙袋を開け、案の定中に入っていた雑誌のようなものを半分ほど取り出したところで、リーゼルは即そく座ざにそれを紙袋に戻した。

「……ちょっと待てジェス」

「なんだ」

「なんだはこっちのセリフだ、なんだこれは」

「あ？　見ての通りエ」

　光の御み子ことよばれるＳＳランクの勇者は、幾いく多たの激戦で培つちかったその反射神経と速度をしてジェスの口を塞ふさぐことに成功した。

「だから、なんでそんなものがプレゼントなんだ？」

「いや、向こう……つうか西域の連中は、土産みやげっつうと決まってそんなのを喜んでたからな。女が相手なら花が相場だって聞いたこともあるが、男相手だとそれくらいしか思い付かねえ」

「それくらいは思い付けよっ……！」

　ここまで常識とかけ離れているのかと、リーゼルは目眩めまいを堪こらえるように言った。

「ある意味そこまで真しん剣けんに選ばなくていいんだ……菓か子し折おりとか、酒とか、適当でいいんだこんなもの……」

　がっ、とリーゼルの首に腕を回し、肩かたを組んできたのはマヒロであった。この上なく下げ卑びた笑顔でひそひそと囁ささやきかけてくる。

「エロ本かぁ～？　エロ本なのかぁ～？　リ～ゼルぅ～」

「っ……、ま、マヒロ……!?　違ちがう、これは……」

「ＳＳランクがぁ～？　光の御子がぁ～？　神国ハイランドの王子様がエロ本とはなぁ～……くっくっく！　一、シーナさんやパリエルに言いふらす。二、アンゼリカ様や女王陛下に言いふらす。三、明日のお祈いのりの時間にみんなに言いふらす。さ、どぉ～れだぁ～？」

　と、三本の指をまるで見せびらかすようにひらひら振ってみせる。

「ふざけるなマヒロ、この俺がそんな脅おどしに屈くつするとでも思うのか……!?　だが何が望みだ」

「四、後でみんなで一いつ緒しよに見よう」

　指がもう一本増える。

「くっ、貴様……だが王子であり、勇者でもある俺が友人からのプレゼントを無下に捨てるわけにはいかない……わかったマヒロ、断腸の思いだがここはお前の申し出に従」

「まあリーゼル、お友達から何を頂いたんですか？　姉上にも見せて？」

　すぐ背後にアンゼリカの声。続いてパリエルが。

「へぇ、あのジェス君がリーゼル王子に？　私も見たい、見たい」

　続いてさりげなくパリエルを押し退のけ、リーゼルと腕うでを組んだシーナが言う。

「そういえば私も、ジェスが何を買ったかは知らなかったわ。私も見ていいかしらリーゼル？」

「お前らが見て面おも白しれえもんじゃねえぞ。ただのエ」

　マヒロはリーゼルと共に驚きよう異い的な反射速度でジェスの口を塞いだ。

「「なぜそんな簡単に口にする」」

「あ？　アホかてめえら、別に見られて困」

「「困るから言ってるんだ」」

「「「？」」」

　詰つめ寄る女三人。プレゼントというかお宝を死守するリーゼルとマヒロ。くれてしまった以上、あとは我関せずなジェス。やいのやいのと賑にぎやかな声を聞きながら、エミットはちびちびと酒を飲んでいる。

　攻こう防ぼうを繰くり返す姉弟きようだいを見ていた沙穂が言った。

「あの二人は強いでありますね」
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「……あ？　ああ。そりゃそうだろ。リーゼルの方は大陸一の勇者、姫ひめ様の方はその前に大陸一の勇者だったって話だ」

「勇者殿どのでありますか。でもきっと翔しよう希き殿ほどではないでありますね」

「誰だれだそりゃ」

「長は谷せ部べ翔希殿であります。とてもとても強かった勇者殿でありますよ」

　それを聞き、エミットはふと沙穂の方を見やった。

「初代聖せい魔ま王おうと一緒に戦ったっていう、あれ？　そんな実在したかどうかもわからない伝説の勇者と比べたら、誰だって見み劣おとりするでしょうよ」

「実在はしたでありますよ？」

「？」

　まあ、なんか変わった人物であることには間違いない。エミットはあまり深く考えず、またちびちびと酒を飲む。

「……おい」

「なに、我が勇者」

「何でさっきから挨あい拶さつもしねえで、そんな肩身狭せまくしてんだ」

「え？　そうかしら？　そうでもないと思うんだけど……」

　シスターは、ちら、とマヒロたちの方を見る。エミットの目に、一いつ瞬しゆんアンゼリカの顔が映った。こちらから見えたということは、あちらからも見えたということだ。

　気付かず話に戻もどったかな……と思いきやアンゼリカの二度見。今度はばっちり目が合った。

（やばっ……）

　慌あわててテーブルに向き直り、帽ぼう子しを前に下ろす。背後から足音が聞こえてくる。結構慌てたような。それでもって、ばん、とテーブルに手を突ついたアンゼリカが俯うつむくエミットの顔を覗のぞき込んでくる。

「あ……あの、あなたはひょっとして……」

「あ～、あの、これはそれ……人違いですぅ、お姫様……」

　エミットは俯いたまま、上体をねじって横を向く。

「エミッ……あ、いえ……。失礼ですけど、シスター……は、エミットさんというお名前ではありませんか？」

　ジェスが言った。

「なんだ、姫様と知り合いだったのか」

「違います、違います、私は通りすがりのか弱い可愛かわいいシスターです」

「あ？　通りすがりがなに椅い子すに座って酒かっ喰くらってやがる。何だてめえ、ひょっとして前にこの国から酒でもかっぱらったんじゃねえだろうな」

　思わず立ち上がった。

「なにトンチキ抜ぬかしてるのよ我が勇者！　汝なんじ盗ぬすむことなかれ！　私が知らんぷりしてるんだから汝も空気読んで口裏合わせていればそれで……」

「……」

「それでいいと思いますわ、我が勇者様……って、あっ！　ちょ、と、アンゼリカ様、おお酒、お酒がこぼれっ……ああ～っ！」

　アンゼリカに有う無むを言わさず腕を摑つかまれたエミットは、走る速度で広間から連れ出された。
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　そして廊ろう下かの角の角の裏。清せい掃そう時くらいにしか人の訪おとずれぬ、物置部屋のようなところにエミットは連れ込まれた。そしてエミットを壁かべ際ぎわに押し付けるようにして、アンゼリカが驚おどろきに唇くちびるをわななかせる。

「な、なっ、なっ……！　何をなさっているんですかエミット枢すう機き卿きようっ!?」

「あ、あはは……いやぁ、さすがにバレちゃいましたねぇ、アンゼリカ様には……」

「あはは……ではありません！　もう……、ああ、私は心臓が口から飛び出るかと思いました」

　そう言ってアンゼリカは、自身の胸を撫なで下ろす。

　エミットにとって、アンゼリカは教団領大だい神しん殿でんにある神学校の後こう輩はいだ。明めい晰せきな頭脳と並外れた運動神経、性格は朗ほがらかで、それに加えて抜ばつ群ぐんの家いえ柄がらまで兼ね備そなえたエリート中のエリートとして、大神殿の誰にも名前の知られる存在だった。もう何年も会っていなかったはずだが……さすがにバレた。

「……少し前からお姿が見えないという話は伺うかがっていましたけど、一体これは何の真ま似ねですか……」

「え？　見ての通り、シスターの真似なんだけど……」

「私はふざけて聞いているわけではありませんよ、エミット様……！」

　エミットは肩かたを落として観念し、勢いで持ってきてしまったジョッキを口元に傾かたむける。

　どうしようかな、とそれを考えるためのわずかの間を作るため。だが焦しよう燥そうに耐たえかねたように、アンゼリカの方がまた口を開く。

「枢機会で急進派が実権を握にぎったことについて、ご存じないんですか？」

「いえ、それならここへ来る途と中ちゆうで聞きました」

「それではエミット様も、こんなところでお酒を飲んでいる場合では……！」

「お酒を飲んでいる場合でなければ、何をしていろって言うんです？」

「それは……」

　軽く失しつ笑しようしたエミットに、アンゼリカが一度言い淀よどむ。だが、持ち前の正義感からか、沈ちん黙もくはわずかな間だけだった。

「ですけど、帝てい国こくを支持する急進派なんですよ……!?　せっかくマヒロ君たちが食い止めている戦争が、本当に起こってしまうかも知れないんです！　そうなったら帝国のために聖せい騎き士し団が中原へ派は遣けんされることも、教団領の無む辜この民たみが徴ちよう兵へいされることも考えられるではありませんか！　何もせずにいていいはずがありません！」

　ああ、まあ、そんなものかとエミットは彼女の話を聞いていた。彼女もリーゼル王子やシーナと同じ思考の持ち主。考え方の回路が同じなのだ。まるでもって勇者然としている。

「それではアンゼリカ様は、何を？」

「えっ……？」

「私が何かをするのなら、アンゼリカ様はそのために剣けんを持ち、立ち上がってくださいますか？　急進派がいけないのでしたら、私へ言う前に、保守派のためには何を行いましたか？」

「っ……。それは……」

　卑ひ怯きような質問ではあるが。

　そうでもなければ、この手の意志は殺せない。何せ彼女は間ま違ちがったことを言っていないのだ。卑怯以外に、そうそう通じる言葉はない。だったら答えられない質問で、口を塞ふさいでしまうのが一番いい。

　彼女は剣を捨てたのだ。

「そうです。なかれなかれのなかれ教なんですから、何もせずともいいんです。それが私たち穏おん健けん派。そしてあなたはこの国の方。私共のつまらないいざこざに、首を突っ込む必要なんてありません」

「けど、それでは……エミット様はどうしてそのような姿で……」

「私は私です。一人の信徒として、私が正しいと思う教団の未来のため……預言者様のご意志に従い、動いているだけです。あと、正直を言えば、ちょっぴりの私し怨えんのため……と言ったところでしょうか」

　アンゼリカが悲しそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「……エミット様の、お爺じい様のことですか？」

　おずおず躊躇ためらうようなアンゼリカの声に、エミットは自じ嘲ちようがてらもう一口。途中でこぼしたせいか、ジョッキの中には、もうほとんど酒が残っていなかった。琥こ珀はく色いろの水面をくるくる回し、そこに映った自分の顔を見み詰つめながら呟つぶやく。

「そんなところです」

「ですけどあれは、誰だれがやったのかも……そもそも暗殺だったのかどうかも……」

「言ったでしょう？　それはちょっぴりだって」

「……、はい……。ですけど、気を付けてください。今朝方聞いた話では、クラウディス枢機卿の進言で異い端たん審しん問もん会かいが再編されたそうです。そして急進派の意向に沿わなかった保守派の方々は、軒のき並なみその座を追われたと……」

　進言なんて笑わせる。現教皇は即そく位いした時点で、すでに祖父より老いていた。老い過ぎた教皇は、今や眠ねむっているか起きているかもわからぬ容態が続いているという。

　クラウディス・ルース・レンクティバルス。急進派の首しゆ魁かいの名。先代教皇亡なき後、判断力もおろそかな老ろう衰すい間近の現教皇を擁よう立りつし、枢すう機き会かいを事実上の意志決定機関とした張本人。

「穏健派はどうなりましたか？」

「それは……わかりません。ですけど、だからこそ一度お戻もどりになった方がいいのではと思うんです。エミット様もこのままでは、何を理由に枢機卿の地位を剝はく奪だつされるか……枢機会からの除名だけならまだしも、異端者などとあらぬ嫌けん疑ぎをかけられてはいけません」

「それも面おも白しろいかも知れませんね」

「エミット様、笑い事では……っむ」

　エミットは、大きな声でまくし立てようとするアンゼリカの唇くちびるに人差し指を置き、黙だまらせた。そして静かな声で告げる。

「あなたが学んだ聖言に、役職や肩かた書がきについての記述がありましたか？」

　アンゼリカは首を横に振ふった。

「そうです。だったら聖言以外の全すべては、人の子が作った勝手な決めごと。大切なのは、私の信じる神を、私が信じているということ。それ以外の全ては、どうでもいいんです」

　エミットは指を放す。そして微笑ほほえみかけた。

「わかりますね？」

「ん……、はい……」

「ではそろそろ戻りましょう。あまり疑われたくありませんから」

　エミットが出て、少ししてからアンゼリカも物置を出た。

「ああ、それから私、今はただのシスターです。修道院卒ということになってますから、神学校でのことも内密にお願いしますね」

「……汝なんじ噓つくことなかれですよ」

「神学校へ行って枢機卿になったことを、話していないだけです。枢機卿だってただの役職。女性ならば皆みな、広義の意味のシスターです。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、主はそこまで狭きよう量りようじゃありません♪」

「もう……」

　アンゼリカからすれば、エミットは学校にいた頃ころと何ら変わっていなかった。授業には出たがらず、運動の時間はよくサボる。自由で奔ほん放ぽう、やりたいことはやりたいようにやる。いわゆる不良というやつだった。でも試験では絶対に落第点を取らないものだから、教師も必要以上には注意できない。教える側からすれば、一番タチの悪い不良だったに違いない。

「先せん輩ぱいは昔から変わらないんですから……」

「そんなことはありません。お酒も飲めるようになりましたし」

「いい大人なんですから、少しは落ち着きというものを持ってください。私ももう二十一ですけど、エミット様なんて……」

「二十代中ちゆう盤ばんはまだ乙女おとめ。汝疑うことなかれ。おけー？」

「お、おけー……です」

　妙みような迫はく力りよくに気け圧おされながら、アンゼリカはエミットと一いつ緒しよに広間へ戻るのだった。
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　エミットとアンゼリカが話し込んでいる頃、マヒロは女王に呼ばれていた。パリエルも、エーデルワイスも、一いつ切さいの付き添そいはなしで、内々の話があると招かれたのだ。

　寝しん室しつに入ると、女王ヒルデガルドはすでに椅い子すの背もたれに身体からだを預けていた。

「ああ、よく来てくれました、マヒロ王子」

　いくらかとうは立っても髪かみはつややかで、肌はだにも張りはあるが……病のせいか笑え顔がおは儚はかなげで、あまり表にも出られないのか、気の毒なくらい色白であった。

　祈いのりの時間にああして背筋を伸のばし、聖母のように民たみに語りかける様も、無理を押してのことだったようだ。若い頃から体が弱く病気がちだったと聞いている。

「いえ、ヒルデガルド陛下はどうぞそのままで。体調が優すぐれないのでしたら、また明日にでも……」

「いえ、これでも今日は随ずい分ぶんと調子がいいのです。さあお掛かけなさい」

　マヒロがソファに掛けると、退室を命ぜられた部屋付きの者たちは静かに頭こうべを垂れて出て行った。しかし女王のこの様子では無む駄だに挨あい拶さつするのも気が引けて、マヒロは単刀直入に言葉を発した。

「……それで、お話というのは？」

「ラヒルはあなたに対して、どこまで紋もん章しようの話を？」

「父上ですか？　どこまでとおっしゃいましても……」

「残る紋章は教団領に一つ。帝てい国こく領に一つ……と、いったところでしょうか」

「ええ……会合でもそのようにしか話されていませんし、僕もそれ以上のことはまだ」

「あなた自身のことについては？」

　マヒロは目を瞬またたかせた。

「……ご存じなのですか？　僕が、その……」

「ええ。何しろあの計画プロジエクトは元々……ミスマルカ、エルクレセル、そしてこのハイランドの三ヶ国が共同で進めていたものだったのですから」

「っ……」

　三ヶ国？　父の独断ではなく？

「その様子では、やはり全すべては聞かされていないようですね」

「それは……、いきなり言われましても……」

「紋章集めの妨さまたげになるだろうと、リーゼルは最初、あなたたちへの招待状を送るつもりはなかったのです。ですが、時期が時期。そんな中でラヒルではなく、あなただけがこの国を訪おとずれる絶好の口実……」

　あれほど儚げな女王が、いつしか瞳ひとみの奥に聖母らしからぬ冷れい酷こくな光を覗のぞかせていることに気付き、マヒロは自然と表情を強こわ張ばらせた。

「これから私が話すことは、あなたが知っていればいいだけの話と、心してお聞きなさい」

　マヒロが頷うなずくと、女王は静かな溜ため息いきの後、とつとつと語り始めた。それは時間を随分とさかのぼる話であった。

　その昔。旧マジスティア王国が、ようやく南部平定に乗り出したばかりの頃。北方ではゼピルム共和国が各地域での反乱、内ない紛ふんの火消しに追われていた頃……中原もまた、戦乱の最中にあった。だがそんな渦か中ちゆうの大陸にあって、中原には辛かろうじて戦火を逃のがれていた三つの小国があった。

　一つは各国の便利な傭よう兵へい屋として、好戦的中立を保つ聖剣の国エルクレセル。一つは神しん殿でん教団という強大な後ろ盾だてを持つ宗教国家、ハイランド。そして最後の一つが、旧ミスマルカ王朝の直系であることだけが取り柄えのミスマルカである。

　三国とも、近きん隣りんからきな臭くさい匂においが漂ただよっては来ても、戦争という外交状態にだけは陥おちいってはいなかった。その三ヶ国だけが辛うじて攻せめ入られることもなく、そして三ヶ国とも、領土を広げるための戦いくさを行えるほどの国力も持ち合わせていなかった。

　女王は言う。

「ラヒルからの密使が書簡を持って訪れたのは、そんな折でした」

　我が国には、旧王朝時代より伝えられし伝説の神器、聖せい魔ま杯はいが眠ねむっている。それを蘇よみがえらせ、この混こん沌とんの世に終しゆう止し符ふを打たんがため、是ぜが非でも力をお貸し願いたい──。

「私は最初、何を馬ば鹿かなことをと書簡を破り捨てました。ですが少しすると、今度はエルクレセルの王、リュミエルからの密使が訪れたのです」

　親愛なるハイランドの若き女王、ヒルデガルド。我、ミスマルカ国王ラヒルⅡ世の提案に伴ともないたく候そうろう。天下泰たい平へいし民たみを安んじるため、姉し妹まい国としての連れん携けいを切に願い候──。

「私もまだ若かったのです。いえ、ラヒルもリュミエルも、まだ若かった」

　女王はまるで、懐なつかしむような微び笑しようを浮うかべた。

「南からは先代のラズルカ王が、東からは今なお健在なあのゼムン王が、まさに破竹の勢いでその勢力を伸ばしていた矢先でした。もし、本当に聖魔杯というものが存在するのなら……それを終わらせるのは、血気に逸はやり若人わこうどを戦場へ送る老練な王ではなく、私たち若い世代であるべきだと」

　半信半疑ながら、ヒルダはリュミエルと共にミスマルカを訪れた。初めて対面したラヒルは、若くして志を高く、何より民を重んじる賢けん王おうとの噂うわさ通り、高潔そうな人物に見受けられた。

　だが、いざその私室に三人きりとなると、急に人が変わったようだったという。冠かんむりを被かぶってはいるが、卑いやしい笑い方をする、まるで後ろめたい呪じゆ術じゆつ師しのようだったという。

「そのときふと目に付いた、ミスマルカ王国の紋章。蛇へびの顔が、今でも強く印象に残っています」

「……」

　ルナスに自分が蛇と呼ばれたように。父もまた、若かりし日はそうだったのだろうか。

　ヒルダとリュミエルは、王族にしか伝えられない秘密の通路から城の地下深くへ下りた。辿たどり着いたのは、いやに清潔に保たれた、四角四辺な一室。その中央の台座に、きらめき輝かがやく宝石のように美しい、一つの杯さかずきが置かれていた。

「……ラヒルは、それが聖魔杯だと言いました」

「ヒルダ様は、お信じに？」

　まさか、と彼女は小さく笑った。

「確かに神秘的で美しい器うつわではありましたが、それだけでした。何の魔力も、秘ひめられたチカラの欠片かけらも感じませんでした。リュミエルは……美術品や魔法の方面には少し疎うといようだったので、興奮した様子でしたが」

　ラヒルは言った。これはまだ器のみ、そこに注ぐチカラが必要だと。チカラは幾いくつかの紋もん章しよう符の形で散さん逸いつし、チカラはこの器以外には収しゆう斂れんすることがなく、この器以外にはその紋章符からチカラを引き出すこともできないのだと。

　リュミエルが、それでは意味がないとラヒルに尋たずねた。その紋章というのはどこにある？

　ラヒルは答えた。それはすでに父から伝え聞いたと。ヴェロニカ、ノーテスカ、オオヤシマ、レンキス、そして大神殿。

「レンキス……帝国領ですね」

「当時は中原におけるラズルカや北方のノーテスカ同様、南部でその名を轟とどろかせた軍事大国でした」

　マヒロは溜息をつく。

「……結局父上はその当時から、全ての紋章の所在を摑つかんでいたわけですか」

「わかっていたのかも知れませんね。ですが、その地域の中のどこに眠っているのか……はっきりとした場所までは、わからなかったのかも知れません」

　ヒルダは言った。

　こんな乱世を王族本人があてどなく彷徨さまようなど、馬鹿げています。

　リュミエルが続いた。

　いや、この聖魔杯の存在自体、知られれば他の国が黙だまってはいない。




　ではどうする？




　ラヒルは蛇のように笑い、出し惜おしみするように二人へと問いかけた。
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「どうする、って……」

　リュミエルが腕うで組ぐみしたまま、空の器を覗のぞき込む。

「はっ、なんなら水でも注そそいでみるか？　聖水ができるかも知れないぜ。大だい神しん殿でんのおいしい湧わき水じゃない、本物のな」

　リュミエルは書簡の文面からヒルダが想像していたのと違ちがい、国の長……というより傭よう兵へい団長然とした、明めい瞭りよう快活な男のようだった。

「……馬ば鹿か馬鹿しい。そもそも、これが本当に聖魔杯であるという証しよう拠こもありません。私はもう帰らせてもらいます」

　そしてヒルダもまだ、一国を負って乱世を生き抜ぬく長としては純潔過ぎた。ハイランドという神国の運命を、生まれながらに託たくされた神の子。高こう慢まんな聖女の気位だった。
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「まあ待て、二人とも。どっちの国もやばいんだろう？」

　ラヒルだけがその乱世を若くして真に理解する、希代の策さく謀ぼう家であった。だが家臣や民たみの前でのあの賢王の顔を見た後だからこそ、この下げ卑びた笑い方との落差たるや……そのときのヒルダは、吐はき気にも似たものを感じていた。

「……我が国には神のご加護があります。平野部で起きている世せ俗ぞく的な諍いさかいなど、恐おそれるに足りません」

「悪いが俺の国も、この国ほどやばくはない。どこもかしこもうちの兵隊を欲しがっている。そして恐れている。攻せめ込んでくる馬鹿がいるなら返り討うちにするだけさ」

「他の国に対してはな。だが、自分の国内はどうだ？」

　ヒルダは返そうとした踵きびすを止め、リュミエルは視線を険しく眉まゆ根ねを寄せた。ラヒルは言った。

「お高くとまりすぎてどこにも与くみしようとしないハイランドは、今やどこからも無視され国交断絶の孤こ立りつ無む援えん状態だ。教団領に食料物資を泣きすがるのも、そろそろ限界なんじゃないか？　お前のとこは逆だろうリュミエル？　考えなしにどこでもほいほい兵隊をやるもんだから、国民の厭えん戦せん感情が高まってきている。最近はお前たちを利用していた国すら、鬱うつ陶とうしがってきているぞ。このまま行けばハイランドの二の舞まいだ」

「泣きすがるとは無礼なっ……!!」

「考えなしとは言ってくれるじゃないか。うちの兵隊が欲しいんだったらいつでも送り付けてやっていいんだぜ？　ただし敵としてだがな……！」

　そうするほど、ラヒルは笑った。二人がそうやって憤いきどおる姿すら、計算通りだと言わんばかりに。

「協力してくれれば、ハイランドには一冬を越こせる以上の充じゆう分ぶんな食料援えん助じよをしてやる。来年にはまた各国との交易が始まるようにも仕向けておく。リュミエルもほとぼりが冷めるまで一度兵隊を引っ込めろ。この十年でもう金は充分蓄たくわえられているはずだ。お前の国のことも、うまく取りなしておいてやる」

　ハイランドのような後ろ盾だても、エルクレセルのような精強な軍もなく、なのに攻め込まれない。陥おとされない。脅おどされすらしない外交手しゆ腕わん。ミスマルカは、この若き王の交こう渉しよう術こそが国家の持つ最大の武器であった。

　そしてそれは、ヒルダとリュミエルの二人も理解していた。今また、身をもって理解した。王である自分たちの心が揺ゆらいだからこそ、他国の王もそうして彼の言葉に翻ほん弄ろうされているのだろうと。また、今言った取引材料のために翻弄されるのだろうと。

　リュミエルが小さく舌打ちした。

「……どうだかな。まあせっかく来たんだ、話だけは聞いてやる。協力ってのは、つまり何をしろってことだ」

「そちらは？　ヒルデガルド」

　こちらは小さな嘆たん息そく。

「……民が助かるのなら、私も耳を傾かたむけるくらいはしましょう」

「そう身構えるなよ。簡単な話だ」

　ジャッ、と金属的な音。手品師のカードのようにいつの間にか、ラヒルの手には数枚の紋もん章しよう符が広げられていた。

「……なんだ、そりゃ」

「聖せい魔ま杯はいを蘇よみがえらせるための紋章……そのレプリカだ」

　座金はガラスのように透とう明めいで、その中に模様が描えがかれている。一つは剣けん、一つは盾たて、一つは杯さかずき。死んだような灰色の、やはり透明な紋様。ヒルダもリュミエルも見たことのない、奇き妙みような様式の紋章符であった。

「魔力は空だが、本物と同様の形質は秘ひめている。これをお互たがい一枚ずつ〝使用〟する」

「どういう意味です……？」

「こうだ」

　ラヒルがそのうちの一枚を、服の上から胸むな元もとに当てた。紋章符は淡あわい輝かがやきを放って、そして光が止やむ頃ころには模様も、座金もなくなり、落ちてきた金色の四角い枠わくだけがラヒルの指に引っかかった。

　ヒルダの目には、何か特とく殊しゆな魔力がラヒルの体内に取り込まれたように見えた。

　リュミエルが言う。

「俺は魔法のことはからっきしでな。どういうことか、説明くらいはしてくれよ」

「研究の結果、聖魔杯を蘇らせるのはある波長を持った魔導力だということがわかった。本来魔人の持つ魔導力には多くのノイズが混ざっているが、この紋章符は、使用した者の魔導力をその一定の波長に整えるためのものだ」

「つまり……今使用したあなたの魔力は、この聖魔杯に注ぐことができると言うのですか？」

「それは無理だ。整ったのは魔力の形だけだからな。蘇らせるために必要なのは、その形をした莫ばく大だいな魔導力だ。鍵かぎ山やまの形がどれだけ一いつ緒しよでも、それが鍵穴より小さければ鍵としての意味はなさない。俺は聖魔杯にある錠の中身シリンダーを解かい析せきし、そこに合う鍵山の並びをこの紋章符で再現できるようにしただけだ」

　ヒルダは息を吞のんだ。

　確かに魔法を学問として見た場合に、そういう解かい釈しやくはある。ある一族に対してしか開かない扉とびら。あるアイテムでしか開かない宝の箱。ある使用者によってしか威い力りよくを発揮しない魔導器。それらはそうした波長の仕組みを利用したものだと言われている。だがそれは、一いつ般ぱん的には解読不能な暗号だとされている。目には見えず、優すぐれた魔導士ならば匂においのように感じ取れはしても、具体的にデータとして表す方法が確立されていないのだ。

　そういうあまりに抽ちゆう象しよう的てきな概がい念ねんだ。解析したという行こう為い自体が常じよう軌きを逸いつしている。それを紋章符という具体的な存在に置き換かえ、さらに体内の魔力へ対し再変へん換かんする……？

　ヒルダは驚おどろきに固かた唾ずを吞みながら呟つぶやいた。

「旧王朝の王家は、魔法に関しての理解が並外れていたと聞きましたが……」

「ああ、その通り。だからこれも俺一人でやったわけじゃない。祖先が諦あきらめてほったらかしにしていたものを、たまたま見付けた俺が組み上げてみたらこうなった……というだけの話だ」

　組み上げると彼は言ったが、祖先が諦めたというくらいなら、設計図があったわけでもあるまい。無限大の組み合わせの中から、このカタチを閃ひらめくセンス。彼の言っていることが事実なら、彼は天性の策さく謀ぼう家であると同時、魔導学の天才にも他ほかならない。

　リュミエルが言げん及きゆうする。

「鍵の理り屈くつはわかったが、俺たちが開けられないんじゃ意味がないだろ」

「意味はある。この形質は、俺たちの子へ遺伝する」

　ヒルダはリュミエルと共に目を見張った。

　それを見たラヒルは、悪あく趣しゆ味みな少年のように、冗じよう談だんめかした笑えみを浮うかべた。

「……はずだ」

「はず、って……お前……、そんなよくわからないものを今ここで使ったのか!?」

「何にでも初めはある。そしてこればっかりは、人体実験以外に証明する方法はないんでね」

　そう言ってラヒルは紋章を持たぬ方の手を開閉する。

「ま、今のところ問題はないようだ。計算が正しければ、俺たちの子供は形質と同時に俺たちの魔力の幾いくらかも引き継つぎ、相当な力を持って産まれてくるはずだ。そして力はその形質を核かくとして、今度はさらなる魔力を蓄たくわえ始める。産まれてから紋章符と同等の力を蓄えるまでは十年か……二十年か。あるいは百年か、そもそも至らないか。それはわからないが、魔力が暴走でもしない限り、この形質は力を蓄え続ける。これは旧文明の時代、〝神殺し〟と呼ばれた連中が用いた方法だそうだ」

　リュミエルが鼻で笑った。

「はっ。聖なる器うつわのために、神殺しの方法とは皮肉なもんだ」

　ヒルダもかぶりを振ふった。

「口にすることもはばかられるような、不ふ遜そんで穢けがらわしい名前です」

「そう言うなよ。一説にはこの杯を作った初代聖魔王本人が、その神殺しの一族だったらしいじゃないか」

「「っ……!?」」

　ヒルダは聞いたこともなかった。宗教国家として、他国よりも圧あつ倒とう的てきに伝説に精通するハイランドでさえ、そのような話は伝わっていない。

「うちの先祖はそこに賭かけたんだろうな。つまり……」

「つまりその紋章符を使って産まれてくるのは、ただの鍵じゃない……！」

　リュミエルの言葉に、ヒルダははっと息を吞む。

「……まさか、聖魔王そのものを作り出そうと言うのですか……!?」
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　俯うつむき加減のラヒルが、小さく笑っていた。

「あわよくば、そうなるかも知れん。どうだ、面おも白しろいだろう？　もともと聖せい魔ま杯はいとは聖魔王の証あかし。紋もん章しようを全すべて集めた者がこの器を目覚めさせ、聖魔王となる。ならば、もし……初めからその紋章に成り代わる者がいたとすればどうなる？　紋章に頼たよることすらなく、自らこの器を目覚めさせたなら……そいつが本物の聖魔王、ということにならないか？」

　少しして。

　リュミエルが呆あきれたような声を出した。

「……ははっ。おいおいラヒル。よくよく考えたら急に話が胡う散さん臭くさいぜ。こいつが本物だって証しよう拠こもなければ、聖魔王が実在したかどうかも怪あやしい。言ってしまえばお前が持ってるその紋章だって、実際はどうだか怪しいもんだ」

「だがうちの先祖はこいつのためだけに、ありったけの金を注つぎ込んだ。俺たちの三ヶ国の国家予算、千年分は下らない額だ。何せこの中原一帯が領土だったからな。それだけばかでかい国が、この空っぽの杯さかずきのために本気になった……ただのおもちゃに、そこまでするとも考えにくい」

　要領を得ない。何もかもが先人の知ち恵えで、伝説の中の伝説で、はっきりとしない。それでもヒルダとリュミエルが全てを一いつ笑しように付すことができなくなっていたのは、彼の巧たくみな話術と、そして何より……この室を満たす雰ふん囲い気き。器から放たれる神秘性のためだったのだろうか。

「なるほど、じゃあお前さんの言う通り、こいつは本物の聖魔杯だったとしよう……」

「ああ、是ぜ非ひそうしてくれ。きっと先祖も喜ぶ」

　リュミエルは大おお袈げ裟さに肩かたをすくめ、首を傾かしげた。

「わからないのは、随ずい分ぶんと気の長い話だってことだ。俺たちはまだ誰だれ一人結けつ婚こんもしてないってのに、ガキが産まれて、それからまたさらに十年、二十年後だと……？　いま必要なんじゃないのか、聖こ魔い杯つのチカラってのは」

「誰だれも今とは言ってない」

「ですがあの書簡には確かに、大陸の戦乱を終わらせるためにと……」

「なら明日にでも全ての戦いくさは終わるのか？」

　的確なラヒルの物言いに、ヒルダは口を噤つぐむことになった。

「そういうことだ。十年後、百年後に一いつ切さい合切の戦争が終わってるって証拠はない。今起きている戦が終わっても、またどこかで戦は起きるさ。そうでなくても気がかりもある」

　ラヒルが懐ふところから、今度は一通の手紙を取り出した。

「お前たちの所にも来ているだろう。マジスティア王国からの」

「……西域の魔王が攻せめてくる……という、あれですか」

　ヒルダの言葉に、ラヒルが頷うなずく。リュミエルが意外そうに問う。

「お前、まさか信じているのか」

　無理もない。この中では最も敬けい虔けんであるヒルダ自身、そこまで鵜う吞のみにはしていなかったのだから。預言者もまた、聖魔王と同様の伝説であることを知っている。一度実際に預言者と呼ばれる女性に会ったこともある。だが起きているのか眠ねむっているのかもわからない、周りがそうだと言っているだけの、本当にただの御み輿こしであった。

　魔王が攻めてくるなど、あれは教団がこの乱れた世を少しでも収めんがため、諸しよ侯こうの良心へ訴うつたえるために伝えた寓ぐう話わ。善意の政治介かい入にゆうに過ぎぬのだ。

「俺は魔王なんて正直どっちでもいい。ただ……あそこの国はそれを大たい儀ぎに戦争をおっ始めたんだろう。本当に魔物が攻めてくるにしろ、こっちから先に西域へ討とう伐ばつに行くにしろ……あの国が南部を統一して中原まで攻め上がって来るには、それくらいの時間は経たっているだろうと思ってな。だからその頃ころまでは、この大陸から戦は消えないと俺は踏ふんでいる」

　リュミエルは双そう眸ぼうを鋭するどくした。

「あんな小国が南部を統一するってのか？　お前、あそこの軍隊でも見てきたのか？」

「いや、見てない。強いか？」

　するとヒルダの予想に反し、リュミエルはその光景を思い出したように真しん摯しに、そして固かた唾ずを吞のむように厳おごそかに頷いた。

「ああ、あそこは強い。どれだけ数で不利だろうと、前線兵士を魔人だけで統一している。それを国王自ら娘むすめを連れて、先せん陣じん切って突つっ込んでくる。あれを見て奮い立たない兵はいない」

　そうだろ、とラヒルは笑った。あるいは自分の憶おく測そくにリュミエルのお墨すみ付つきを得られたことが、満足だったのかも知れない。

「軍を見たことはないが、王には一度会ったことがある。俺みたいな上っ面つらの仮面だけじゃない、どうにも根っからの善人らしくてな。こういう混こん沌とんとした時代には、ああいう男が本気になったときが一番怖こわい」

「本当に善人であれば、好んで戦場に赴おもむき人殺しなどするものですか」

　小鼻を鳴らし否定するヒルダを、しかしラヒルは言い返さなかった。

「まああの王が勝てないようなら、それはそれで戦乱の世が続くだけだ。ともあれ……長く乱れ、疲ひ弊へいした世の中さえあればいい。そのとき俺たちの子供は聖魔杯を蘇よみがえらせ、この大陸に平和をもたらす聖魔王になる。俺たちはそれを傘かさに、この大陸を手に入れる。それが俺たち弱小国家に生まれた王が、唯ゆい一いつ世界を手にする手段だ。どうだ、面白いと思わないか？」

「お待ちなさい。あなたはあの手紙の中で、私利私し欲よくではなく、大陸の平和のためにと言っていたはずです」

「私利私欲だが、結果として戦がなくなることにも違ちがいはない」

　ヒルダは頭が痛くなってきて、こめかみを押さえながら首を振ふった。この男の何が真意で、本心かがよくわからなくなってきた。

　リュミエルが問う。

「なぜ俺たち二人を選んだ？」

「そうだな。一つは、俺たちの国はどんな形であれ、これまで中立を保ってきた。これからも保つことができる。つまりこの計画に、他の大国に付け入られる隙すきがないということだ。最後まで平和を貫つらぬき通した俺たちが、最終的に平和を治めるという形も文句なしだ」

「平和のために疲ひ弊へい退たい廃はいが必要などと、聞いたことがありません……」

　リュミエルがなだめる。

「まあヒルデガルド、今は話を聞こう。それで次は？」

「もう一つはさっきも言ったように、俺たちが子供を作るのはまだこれから先の話ということだ。英えい雄ゆうになるのは、王家の長男長女の方が面めん倒どうがなくていい。ジャンヌ・ダルクの例もある、平民に英雄になられても、それはそれで後々困るだろうしな。お前たち、隠かくし子とかいないよな？」

「あっはっは、ジャンヌ何とかは知らないが……さすがにいないな、今のところは。あんたもまあ、大だい丈じよう夫ぶだろう？」

「ぶっ、無礼者っ……！　この私を誰だと思っているのです……！」

　愉ゆ快かいそうに笑うリュミエルと、対照的に顔を真っ赤にして怒おこるヒルダと。

「ならいい。そういうことだ。まだ質問はあるか？」

「あります……！」

　ヒルダは一歩進み出た。

「形質を遺伝させると言いましたね？　その上、魔ま力りよくを蓄たくわえ続けるとも言いました。ですがそれでは私たちの子供に、どんな弊へい害がいが起きるかも……」

　ヒルダの危き惧ぐを、ラヒルは鼻で笑った。

「ああ、わからんな。アホかも知れないし、魔力を暴走させて自じ滅めつするかも知れないし、そもそも人の形をして産まれて来る保証もない。まあそれならそれで力だけはあるんだ、最悪、兵器として利用するのも悪くは……」

　ヒルダはおぞましさのあまり、残る紋もん章しよう符ふを持つラヒルの手を打ち払はらった。彼の言葉もだが、そんなことを平然と薄うすら笑いするラヒル本人が恐おそろしかった。

「あなたは正気ではありません！　天から授さずかる尊い命に自ら手を加えようなど、これは神への冒ぼう瀆とくです！」

「ならお前は国ごと飢うえて死ね」

「っ……!!」

　絶句するヒルダをよそに、そんな叱しつ咤たなど相手にもせず、ラヒルは再び紋章を拾い上げる。

「お前はどうする、リュミエル」

「ちらっと耳にしたことがあるんだが、大昔の魔族って連中はとても綺き麗れいな魔力をしてたんだってな？　それはお前が言った、波長が整ってるってのと一いつ緒しよの意味なのか」

「さあな。だがうちにある研究資料の統計を見ると、確かにそういう傾けい向こうがあるとも書かれている。ただの魔人よりはより高位の、ただ高位のよりはより修練を積んだ魔人の方が、魔力の波長は整っていやすい。お前たちを選んだ理由、もう一つ付け加えるならそこだな。それなりに高等な魔人の血を継ついでいるだろう？　ただの人間の子では波長以前に、そもそも魔力を蓄える術すべがない」

　それだけ聞けば充じゆう分ぶんだ、とリュミエルが進み出た。

「強いやつほど整っている……逆に言えば、整っていれば強いってことだ。どっちを使えばいい？」

「どっちでも」

「ならやっぱり、俺は剣けんだな」

「リュミエルっ……！」

　ヒルダが止める間もなく、彼はラヒルがしたのと同じように紋章符を胸に当て、形質を吸収してしまった。さして気にする風でもなく、笑う。ラヒルの話など、最初から相手にしていなかったかのように。

「鳶とびが鷹たかじゃあないが、魔人の子が魔族なら頼たのもしい話だ。天下泰たい平へいをもたらすためなら、なおさらな。まーそもそも結けつ婚こんなんて柄がらじゃないから、この俺がガキを作るかどうかなんて怪あやしいが」

「そういうことは先に言え。一枚無む駄だにした」

　冗じよう談だんめかしたように笑い合った二人の視線が、ヒルダへと向けられる。

「まだ一枚残っているぞ。早い者勝ちだ」

　その言い方がまた嫌いやらしい……！

「あなたはっ……！　あなたたちは人の命を、ましてや自分の子供の命をなんだと思って……！」

「何でもいい。神から授さずかった何万という国民の尊い命を飢え死にさせるのが、気高い聖女様のお役目というわけだ」

　怒いかりのあまり、総毛立った。

「貴様という男はっ……!!」

「何、そんなに恐ろしければリュミエルの言うように生しよう涯がい結婚なんてしなければいい。とりあえずここで使えば、俺はハイランドへの援えん助じよはする」

　自分のためではなく、民たみのためにそうしろと。これは正しいことなのだと。

　本当に本当に、ずるい脅おどし口だった。

「……私はあなたたちほど純じゆん粋すいな魔人ではありません。ほとんど人間です」

「ハイランド王家は代々病弱な家系らしいじゃないか。案外リュミエルの言う通り、強い子が生まれるかも知れないぞ」

「っ……」

「どうした、神のご加護があるんだろ？　いや、そもそも神のご加護で民の腹が満たされるというなら、無理にとは」

「貸しなさいっ!!」

　最後はもう、半ばヒステリーだった。

　そうして二人と同じように胸むな元もとに当てる。

　確かにどうという感じもなく、紋章符は呆あつ気けないほど簡単に……。

「……？　な、なんです……？」

　何も起きなかった。祈いのっても念じても、それが溶とける気配がない。ヒルダが四苦八苦していると、ラヒルがこともなげに言った。

「ん？　ああ、ひょっとして女には効かんのか」

「……。そっ……そういうことは初めにいいなさいっ！　愚おろか者っ！　このっ！」

「痛いな、おい、叩たたくなよ。言っただろう、何もかも初めてなんだ。じゃああれだ、未来の旦だん那なにでも使ってくれ」

　ヒルダは息を整えながら聞いた。

「……それでは、食料に関しては」

「心配するな、ちゃんと送ってやる。交易の件も春までにはやっておく」

「ですがそれでは、あなたを利用するだけ利用し、私はこの紋もん章しようをどこへなり捨ててしまうこともできるのですよ」

　ラヒルが呆あきれたように瞬まばたきしていた。

「……つくづく真ま面じ目めな女だな。そんなことはいちいち聞かず、帰る途と中ちゆうにでも勝手にそうすればいいんだ。そんなんでよく今まで国を引っ張ってこれたな」

「わっ、私のことはいいのですっ……！　もしそうなったら、あなたはどうするのかと聞いています！　残念でしょう!?　悔くやしいでしょう!?」

　正直を言えばこのときのヒルダは、何もかもはすっぱに見み透すかしたこの男の、そういう反応を見てみたかったのだ。だが。

「ははっ。悔しい、か？　そりゃ確かに残念だが……ま、そのときは俺が間ま抜ぬけだったってだけの話だろう？　数百年に及およぶミスマルカ王朝の英知を結集した紋章符ふが、どこぞのドブにでも捨てられるわけだ。いやあ、まさか女に効かんとは失敗したな！　ははっ、ふははははははははははははっ……！」
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「……え？　あの、ヒルデガルド陛下」

「なんですか？」

「うちのパパ、そんな悪い人だったの？」

「それはもうこの世の悪いことを全部詰つめ込んだような、悪い笑い方をする人でしたよ」

　……。

　まあ、いいや。

「それで、その……陛下はそれを？」

　ヒルダは大きく溜ため息いきをついた。複雑そうな表情で。

「夫に対し、使いました。ラヒルは約束通り充じゆう分ぶん過ぎるほどの食料支し援えんと、そして他国との関係改善に努めてくれたのですから。私が渡わたされたのは盾たての形をした一枚。このハイランドに伝わる、不幸を防ぐお守りだからと……そう言って。それが夫に対する、私の最初で最後の噓うそでした」

「では……その全すべての話が事実なら、アンゼリカ様やリーゼルも僕と同じ……」

　無言のまま、ヒルダが頷うなずいた。

　結果的には三人とも結けつ婚こんし、時期はバラバラであったがそれぞれの子をなした。ラヒルの言う計算通り、生まれながらにして相応の力を持っていた。

　ヒルダの子も、ヒルダが心配していたような障害を持つこともなく、むしろあのときラヒルとリュミエルが冗じよう談だん交じりで笑ったように……結果として二人共が勇者として活かつ躍やくするほど、強い子として生まれてきてくれた。

　聖せい魔ま杯はいを前に語り合ったあれ以来、馬が合ったのだろう、特にラヒルとリュミエルは親しくなり、それぞれの国の絆きずなも深まっていった。二人はそれぞれの子を連れて、お互たがいの国へ足を運ぶようにもなっていた。

「……そして、エルクレセルでの事件が起きたのです……」

「……」

　マヒロと、リュミエルの子、パリスティエルは共にエルクレセルの城を抜ぬけ出した。二人きり、子供だけで外へと遊びに出てしまったのだ。そのときの詳くわしいことはマヒロ自身、よく覚えていない。ただ、マヒロは生まれ育った数年の間に蓄たくわえてきたチカラの全てを暴走させ、そして失った。チカラはエルクレセルという一国と共に失われた。

　それだけが事実。

「それが……真相なのですね……？　僕の魔人としての力は封ふう印いんされたわけじゃなく……そのときに、全て失ってしまった……」

「ええ。ラヒルは確かにそう言っていました」

「……このことは、他ほかに誰だれか知っている者はいるのでしょうか」

「いえ。私は夫にさえ隠かくしていました。恐おそらくは……ラヒルの側近であるシュライバン殿どのやエーデルワイスでさえ、与あずかり知らぬことだと思います。この話をするときは、ラヒルは必ず人ひと払ばらいをしていましたから」

「……」

　だがそれはそれでおかしなことにならないか。父は、封印された力を返してやろうと……帝国からの宣戦布告があったときに、そう言っていた。あれはただ、その事実を知らず虚うつけを気取っていた自分に奮起を促うながすためだけのものだったのか。それとも……そのシュライバンたち側近の手前、話の辻つじ褄つまを合わせるためにでっち上げたただの与よ太ただったのか。

　マヒロは意識を、ヒルダとの会話に戻もどした。

「……しかし、それを除けば……父の目もく論ろ見みは成功したのですね」

「いえ。弊へい害がいは確かにありました」

「……？」

「ラヒルも予想していなかったようです。形質を与あたえた親の方にそれが起きました」

　ヒルダは静かに目を伏ふせる。

「パリスティエル姫ひめが生まれた頃ころから、リュミエルは剣けんを振ふることが難しくなったと言い……同じようにラヒルも、あなたが生まれてすぐに、ひどく疲つかれやすくなったと。そして私の夫はリーゼルが生まれた数年後には、病びよう床しようから起き上がれぬようになり……そのまま帰らぬ人となりました」

「っ……。偶ぐう然ぜんではなく……ですか？」

「ええ。その証しよう拠こに、ラヒルはミスマルカ王家というとても高貴な血を引く魔人です。本来であればまだまだ二十代、三十代のような若さを保っていてもおかしくはないはずなのに……ですがもう、とてもそうは見えないでしょう」

　確かにそうだ。あの会合の中、他国の歴々に交ざっても負けぬ落ち着き。風格。貫かん禄ろく。性格や芝しば居いだけでどうこうなるようなものではない。今ではもう四十代か、五十代か。魔人ではなく、人間相応か、ともすればそれ以上の老い方をしていることには違ちがいない。

「あるときラヒルが言っていました。魔人は子を成すと、幾いく分ぶん老いが早まるのだそうです。それは自分の魔力を子供に分け与えた結果なのだと。とは言え、幾分です。本来ならば目に見えてどうだと言うほどのものではなく、波長の話と同様。旧王朝時代の学者たちが詳しよう細さいな統計を取った結果、ようやく、そうなのではないか……と推測した程度のものだそうです。ですが、あの紋もん章しよう符ふは違いました」

　形質は体調の変動、急激な老化を及およぼすほど大量に、そして強制的に、その魔力を奪うばい去った。

「紋章を直接使用せずとも、母体となった私も今ではこの有様です。リュミエルのお妃きさきが私と同じように体調を崩くずしやすくなったというのも、あなたのお母様が早くに亡なくなったのも、恐らくは……そういうことだったのかも知れません」

　マヒロは父から聞かされていなかった。さすがにそこまでは。

「その後、いつだったか……あのラヒルが、弱々しく私に漏もらしたことがあります」

「なんと……？」

「世の中、思い通りには行かないものだと」

「……っ……！」

　全身の血が沸ふつ騰とうし、逆流するような気分だった。そして大きく息を吸い、深々と吐はき出した。今ここで怒いかりを表しても仕方がない。ぶつけるべき相手がいない。それを裡うちに押しとどめた。

「落ち着きなさい、マヒロ王子。ラヒルは変わったのです」

　マヒロの憤いきどおりに気付いたヒルダが、なだめるように微笑ほほえみかける。

「リュミエルはいなくなってしまいましたが……そうして私と二人で話す機会があっても、彼はもう二度と、あんな顔で笑うようなことはなくなりました。あの頃のラヒルは、確かに野心に滾たぎる粗そ暴ぼうな男でしたが……今にして思えば、とても生き生きとしていました。もう野望を口にすることのなくなった彼は、あの頃を知る私からすれば、まるで生きながらにして死んでいるようにも見えるのです」

「……」

「エルクレセル自体もそうですが……リュミエルという友人を失ってしまったことを、何よりも悔くいているのでしょう。ラヒルにとってはリュミエルだけが、本心の全すべてを打ち明けられる唯ゆい一いつ無二の親友だったでしょうから」

　そしてヒルダはその面おも影かげを見るように、マヒロの顔を眺ながめた。

「あなたの母上とも、とても仲のよい夫ふう婦ふに見えました。心から愛していたに違いありません。愛する者も、友も、立て続けに失った悲しみは……」

「だから……許せと……!?」

「許せとは言いません。私も心の中では、ラヒルを許すつもりはありません。ですが察してあげなさい。そもそもなぜ、ラヒルがそんな話を私とリュミエルに持ちかけてきたかと言えば……全ては。武力を用いず、平和裡りにこの大陸を平定しようと夢見た結果なのです」

「っ……」

　ショックに、マヒロは身み動じろぎした。

「確かに狡ずる賢がしこく、悪い人でした。ですが、それでも私たちが彼に協力しようと思ったのは……私たちにそう思わせることができたのは。彼の裡に秘ひめられたその想おもいが、高こう尚しようだったからに違いありません。ラヒル自身が正しい想いと信じていたからこそ、彼はあれほど力強く前に進むことができたのでしょう」

「……」

「それを否定するというのなら。あなたはラヒルを超こえなさい。グランマーセナルの皇こう帝てい、ネオシスをも超えなさい。ラヒルのような禁きん忌きを犯おかさず、ネオシスのように武力に頼たよることもなく、誰だれ一人として騙だまさず、傷付けることなく、この大陸を手にしてご覧なさい」

　最初、無意識のうちに言い返そうとしたマヒロは……しかし、口を開けども言い返す言葉はなく。

　結局、弱々しくかぶりを振るしかできなかった。

「……無理です。それは、さすがに。だって僕は……もうすでに、少なくない人たちを騙しています」

　ヒルダはゆっくりと頷うなずいた。慈じ愛あいを込こめた笑えみを浮うかべ、語りかけた。

「ええ。ですから、せめて察してあげなさい。あなたのお父様のことを、理解してあげなさい。許せはせずとも、ラヒルを恨うらまないであげてください。そして、この世に生を与あたえられたあなた自身を哀あわれまないで」

　哀れむ。

　言われて初めて気が付いた。自分に最も縁えん遠どおいと思っていた感傷。

　だが、そうだったのだろう。なぜこんな自分を造った。なぜそんな破は壊かい的な力を持たせた。そうして一国を滅ほろぼす原因となった自分は、なんと哀れなのだろう。そんな自分を生み出した父が、許せない……。

　幼い頃ころ。エルクレセルでの事件の直後、お前など魔ま力りよくを蓄たくわえるだけの人形でよかったのだと、罵ば倒とうされたことがある。せいぜいそれをして戦うだけの機械人形で良かったと。

　だが、今になってみれば。冷静に、彼の立場となって考えてみれば、理解できないこともなかった。

　そんな性格の男であったなら、友人や、妻は大事でこそあれ……子である自分は、計画のための道具であり、愛情を注ぐべき対象ではなかったはずだ。しかしそれが己おのれの力を、愛する者を、友までも奪うばい去った。何よりその全ての発ほつ端たんが自分だったと理解していたからこそ、その大きすぎる自らの罪を認められなかったのだろう。

（……）

　そう考えると、マヒロは同時に恐おそろしくもあった。よかれと思っている自分の行動もまた、どんな形でそうした罪として降りかかってくるかわからないのだ。

　だから父は詰つめ寄ったのだろうか。

　お前に全てを切り捨てる覚かく悟ごはあるかと。

　人を捨て、王の仮面を被かぶる覚悟はあるかと。

　人としての繫つながりを自ら断たち切ることとなり、王の仮面にしか依より代しろがなくなった彼だからこそ、あれほど強きよう硬こうに問い詰めてきたのだ。自分が軽々に全てを裏切るなどと言ったから、自ら罪を作ることがいかに過か酷こくな道のりかを言いたかったのだ。そして自らの罪に殺されるなら本ほん望もうだと……ああして、己の胸をさらしたのだろうか。

　そこまで考えて、マヒロは吐と息いきする。

　胸のつかえが取れたような、少し晴れやかな気分で面おもてを上げた。

「……少し、落ち着きました」

　ヒルダは穏おだやかな笑みで、ゆっくりと頷く。

「あなたは強いですね、マヒロ王子」

「いや、まあ、あまりそういうことに悩なやむガラでもありませんしね。またあとでゆっくり考えます。ですが、もし父上の計算通りなら……僕やリーゼルたちが全員揃そろえば、それだけで聖魔杯が？」

「ええ、その可能性もあるのでは……、と。こうして全てを打ち明けたのです。教団領も帝国領も、この先紋もん章しようを探しに行くにはあまりに危険です。ですが力を失ったあなたや、行方ゆくえ不明であるパリスティエル姫ひめの分の鍵かぎを、これまでに集めた紋章で代だい替たいできるなら……言い換かえれば足りない分を、アンゼリカとリーゼルが埋うめ合わせられるなら。私はこのことを二人へと打ち明け、ミスマルカへ向かわせようと思ったのです」

「……！」

　確かに、その手もあるかも知れないが……。

「あるいはあなたが本当にこの国へ訪おとずれるというのは、そういう申し出なのかも知れないと、この部屋へ呼んだのですが……ラヒルは何も？」

「……はい。それに関しては最初に申し上げた通りです。聖魔杯については紋章以外に、何も」

「そうですか……やはり、そう都合よくは行かないものなのでしょうね。せめてパリスティエル姫が無事ならば……」

　そこでマヒロは身を乗り出し、女王へ小さく囁ささやいた。

「パリスティエル王女ならばご存命です。その所在もはっきりとしています」

「なっ……！」

　しー、とマヒロは静せい粛しゆくを促うながした。

　今ならわかる。エルクレセル王とそれほど親しく付き合っていたのなら、父がパリエルのことを知らないはずがない。いくらかの時間が経過しているとはいえ、その面おも影かげくらいはパリエルに見ているはずだ。どういう経けい緯いでミスマルカに仕えさせることになったかは知らないが、全すべてが偶ぐう然ぜんとは思えない。

　あるいは亡なき友の忘れ形見に対する、罪つみ滅ほろぼしのつもりなのか……。

「それで、姫は今どこに……？」

　パリエルには無断になるが、この人になら打ち明けても構うまい。いや、父以外には全ての真相を知る人だ。打ち明けておくべきだろう。

「僕の護衛をしています。僕のすぐ側そばにいた、儀ぎ仗じよう姿の近衛このえ騎き士しがそうです」

「あぁ……」

　ヒルダはうっすらと涙なみだぐみながら、天に祈いのる形をした。

「……そうですか。よくぞ無事で……」

「ただ、本人はそれを他人に知られることを極度に嫌きらっています。帝てい国こくの残党狩がりの手前もありますので、どうかご内密に」

「わかっています。しかし……そうですか……。やはりあの子にとっても、辛つら過すぎる過去なのでしょうね」

「ええ。ですが、もし我が国に何かがあった際には、どうか彼女がこの国へ身を寄せられるように。それだけをこの場でお願いいたします」

　ヒルダは力強く頷うなずいた。

「ええ、もちろんです。必ずお力になりましょう」

「僕は国に戻もどり次し第だい、陛下が今おっしゃった、僕たちの鍵としての可能性を父に言げん及きゆうしてみましょう」

　父が返すと言っていた力の話。本当に何か方法があるのかも知れない。それによって自分に力が戻るのなら……そして、彼の計算が正しいのであれば。

　できるなら今すぐにでも問い質ただしたい気分だった。

　だが、今すぐ取って返すわけにはいかない。お忍しのびのときほどつぶさとは行かぬまでも、〝風〟の監かん視しは続いているだろう。それが途と端たんにスケジュールを変へん更こうしたとあれば、要いらぬ詮せん索さくを招いてしまう。

　またパリエルにも、いま問い質すのはうまくないだろう。彼女は表面上は親しくしてくれているが……パリエルはよくしてくれるが……パリスティエル姫は、自分のことを許してはいないのだ。そして何とかその過去と決別しようとしているパリエル自身もまた、そんなパリスティエル姫を忌いみ嫌っているのだ。

　……ひょっとしたら。

　いや、そんなあやふやではなく。自分は、パリエルに嫌われることが恐おそろしいのだ。

　親しい者を失うということ。

　それほどまでに野心家であったラヒルという男から、一いつ切さいの生気を失わせるほどの失意。人の繫つながりとは、それほどまでに大切なものなのだ。

　マヒロはヒルダによくよく礼を述べてから、その室を後にした。
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　ゼムンの王宮。

　広い。大きい。豪ごう華かで綺き麗れい。完成してまだ間もないということもあるが、主あるじであるゼムン王の物もの怖おじしない性格をそのまま形にしたような、まさに国力に任せた力ちから尽ずくのような建造物であった。なにせそのときの命令が「帝てい国こくのロッテンハイムに負けぬものを造るのぢゃ」という、ただの一言だったらしいから恐れ入る。

　単純な広さ、大きさではさすがに旧王朝より受け継つがれたミスマルカ城には一歩及およばないが、華はなやかさではまさに中原随ずい一いちであろう。

　そして建物にも負けぬ、立派な背の高い玉座には……小こ柄がらな老王、エドアルド・カイン・ゼムネスカがいつものように、大きめの冠かんむりを禿とく頭とうに斜ななめに乗せて座っていた。

　その第一声。

「おう、来たかミスマルカのクソガキ」

「……いやぁ、陛下。まさかラズルカの王様よりひどい呼ばれ方をするとは思いませんでした」

（相変わらずおっかないお爺じいちゃんだなぁ……）

　パリエルは内心苦笑いし、冷や汗あせをかいた。何しろ各国の代表が集まるあの会合でも、このゼムン王に意見できるのはミスマルカ王くらいというからその権勢、本人の豪ごう放ほう磊らい落らくな性格もあって強きよう烈れつ極きわまりない。

「かかかっ！　まあそう言うでないわい、今日は無礼講ぢゃ！　気にするなクソガキ！　ワシの喜き寿じゆの祝いだぞ！　ぞろ目じゃぞろ目、かかかっ！　土産みやげを置いたら帰ってよいぞ」

「じゃあもう帰りますよ、さようなら」

「おい待て、待たんかド阿あ呆ほう。本当に帰るやつがあるか。お前はよいが若い娘むすめは置いていけ」

　マヒロが後ろを振ふり返る。

　パリエル。エミット。エーデルワイス。シーナ。なんだかんだでジェスと一いつ緒しよにくっついてきたその師し匠しよう。少し後ろには、ハイランドから旅は道連れで来たアンゼリカとリーゼルもいる。大陸の未来もいいが、たまには友人たちと息いき抜ぬきに遊んでこいと姉弟きようだい揃そろって遣つかわされたのだ。

　向き直ってマヒロが聞いた。

「……どれがご所しよ望もうで？」

「細かいことを言うな、全部ぢゃ全部」

　するとマヒロが、ずいと一歩踏ふみ出した。

「おいこらジジイ、いいか、これは全部余のものだ。これだけ側室を持っててまだ足りないか!?　そっちこそ十二歳から三十五歳辺りまでの孫かひ孫のいい子がいたら紹しよう介かいしてください」

「羨うらやましいか！　羨ましかろう!?　かかかっ！」

　玉座の左右にずらりと並ぶ、上はゼムン王と同じくらいから下はまだ四十代ほどだろう十人ものお妃きさき。子供は十八人いて、孫は三十人はいるという。それでいて膝ひざ元もとには色っぽい踊おどり子を二人も侍はべらせている。

「いつから誰だれがお前のだ」

　パリエルは、どす、と地味に膝ひざ蹴げりを喰くらわせた。

「陛下、これあげます。代わりにその足あし下もとのお姉さん二人」

　スパン、とこれはエーデルワイス。

「ついでにこれもどうぞ」

「わはは、冗じよう談だんぢゃ冗談。モテモテのワシも十人も嫁よめがいると気を遣うのがさすがに骨でのう、やれやれ歳としは取りたくないもんぢゃ。ま、喜寿ぢゃがのう！　くかかか！」

「いえ、陛下、僕は本気で申し上げて」

　すぱご！

　ハリセンとゲンコツのサンドイッチで、ぺそっ、とその場に倒たおれ込むマヒロ。

　最近耐たい性せいが付いてきたのか、割とすぐ起き上がった。

「……しかし悠ゆう々ゆう自適ですねぇ、陛下は」

「ふん、己おのれの好きなことを好きなようにできんで何が王ぢゃ。これがワシのやり方よ。時候の挨あい拶さつなど聞くだけ時間の無む駄だぢゃろうが。今が秋で今日の天気がいいことくらい、言われずともわかっておるわ。ぢゃから挨拶しに来ただけなら帰ってよいぞと言ったのぢゃ」

　同じ王国、同じ王族、同じ王。だがここまで破は天てん荒こうなのも珍めずらしい。

　玉座の間はとても賑にぎやかだ。各国からの公人も、国の民間人も並ばせず一緒くた。控ひかえ室に待たせることもなく、来た順からこうして挨拶をさせ、それさえ済めばすぐに後ろで飲み食いできるよう、ハイランドとは正反対のこれでもかと贅ぜいを尽つくしたオードブルと酒が壁かべ際ぎわのテーブルを彩いろどっていた。

　しかし賑やかなことには、壁際の料理のテーブルではなく、そこかしこのカード台やルーレット台だ。王宮のきらびやかさも含ふくめ、これでスロットマシンがあったらカジノと何ら遜そん色しよくない。

　マヒロが聞いた。

「……ギャンブル、お好きなんですか？」

「おう、貴様はやるか？」

「あはは、立場上、大っぴらには……」

「噓うそこけ、この大おお虚うつけめが。よいか、人生とはギャンブルそのものなのぢゃ。よく言う運命なんぞとは、要は可能性の話ぢゃろうが」

「はあ……それはそうかも知れませんが……」

「貴様を例にたとえればぢゃ。城を出るということは、目的地に辿たどり着くということに賭かけるわけぢゃ。馬車に轢ひかれず、帝国の者にさらわれず、暗殺者の凶きよう弾だんにハジかれず、そういう可能性に全すべて打ち勝った上で、貴様は今こうしてワシの前に若い女おな子ごを献けん上じようしに来たわけぢゃ」

「だから全部余のだジジイ」

　すぱご。

　王はへにょりとくずおれるマヒロを見ながら、若い娘に注つがせた杯さかずきをぐびと呷あおった。

「そういう些さ細さいな目的のためも人は賭けておるのぢゃ。目標が大きいほど、努力という名のベットをするのぢゃ。剣けんの腕うでを磨みがき、知ち恵えを蓄たくわえ、身の守りを固め、その勝率を高めていくのぢゃ。地位でも名めい誉よでも金でも、元手が大きいほど有利なのは、人生でもギャンブルでも同じことよ」

（へー……なるほど）

　言い得えて妙みようなものだと、パリエルは話を聞きながら感心していた。豪快な人だが、やはり王。人の上に立つべき器うつわ。この王にはこの王なりの哲てつ学がくがある。

「それを貴様はなんぢゃクソガキ、いきなり命を賭けてライン要よう塞さいから帰ってきたではないか。賭けをせんとは聞いて呆あきれるわい」

　マヒロが苦笑いを浮うかべていたが、王は構わず話を続けた。

「ワシも同じよ。まだ貴様の生まれる前からな、このゼムンという国を担保に張って張って張って、そうして勝ちまくってきたのぢゃ。それがこの今のゼムンという国よ。故ゆえにワシはギャンブルというものが好きなんぢゃ。たかが金を賭けたくらいで人生そのものを学べるなら、これほど安い話はないわい」

　無論、そこはお金がある王族だから言える話で、貧しい国は愚おろか、一いつ般ぱんの人にはそのお金が全てだったりもするのだろうけど。

「ぢゃからワシは誕生日には毎年こうして、ワシ直じき々じきに賭と場ばを開いてやっているわけぢゃ。この大だい完かん徹てつ大会をな。貴様も出てみるか？　あん？」

　ゼムン王が上を指差す。その指を追ってみると、横断幕には確かにそんなような言葉が書かれていた。

「国を挙げ夜通し行う一大ギャンブル大会、つまり大完全徹夜大会ぢゃ」

「優勝者にはお姫ひめ様と時期国王の座をというやつですか！　出ます出ます！」

「ド阿あ呆ほう、なんの話ぢゃ。娘むすめを賞品にして女が優勝したらどうする。そんなことをせずとも国王候補など腐くさるほどいるわい」

　十八人も子供がいれば、そりゃそうだ。と納なつ得とくしつつ、パリエルはマヒロへ言った。

「というか王子、いきなり祖国を捨てる決意をしないでください」

「えー、だってぇ……」

「金ぢゃ、金。普ふ通つうの者が一生不自由なく暮らせるだけの金をくれてやろうというのぢゃ。おう、貴様も食うには困らんぢゃろうが、ラヒルからの小こ遣づかいだけでも何かと不自由ぢゃろう？　ああ？　そっちのハイランドの若造も」

　生き真ま面じ目めなリーゼルは、どう返答したものか髪かみを搔かき搔き。マヒロがリーゼルのみならず、その場の全員の気持ちを代弁した。

「それが酸すいも甘いも嚙かみ締しめた老人が、未来あるいたいけな少年に言うことですか……」

「十五のクソガキが喜き寿じゆのこのワシに説教するなど六十三年早いわい。それともなんじゃ？　孫まご娘むすめの方が望みなら二人や三人、貴様の嫁よめにくれてやっ」

「乗ったぁっ!!」




　すぱごん!!




　しかし！　ぐっ、とマヒロは踏ふみ止とどまる。

「まあ落ち着け二人とも、うちのような超ちよう弱小国が中原一の大国ゼムンとの縁えん組ぐみが可能となるならこれほど外交的に有用なあれやこれや」

「いいからまず鼻血を拭ふけクソ王子」

　パリエルに言われてハンカチでそのようにする頃には、ゼムン王は側近を呼び付け、リストにマヒロの名前を書かせてしまっていた。

　後ろで成り行きを見守っていたシーナが進み出る。

「陛下、お言葉ですけど、そのような形で結けつ婚こん相手を決めてしまうのはお姫様方がいささか可哀かわい想そうかと……」

　パリエルも同調した。

「そうですよ王様、こんなアホとくっつけられる方の身にもなってみてください。何がどうひどいかは全て私が保証します、護衛である私が」

「わかっておるわい、所しよ詮せん優勝したらの話ぢゃろうが。万一優勝できるほどの器量であれば、それでもよいという話ぢゃ。こやつはド阿呆ぢゃが、見てくれがブ男というわけでもない。家いえ柄がらだけなら文句なしぢゃ。しかも若い。孫たちもそうそう反対する者はおるまい。ワシとしてもミスマルカの権けん威いは欲しいしのぉ」

　そうしてまたカラカラと笑うゼムン王。

「そんなに心配ならお前たちの誰だれでも出てみればよいのぢゃ。そして自分が優勝すればいいだけの話ぢゃろう？　誰でもよいぞ、誰でも。金が嫌いやなら好きな褒ほう美びを取らせてやろう。ほれ、一人一枚パンフレットを持ってゆけい。そこに書いてあるルールが全てじゃ、かーっかかかかかっ……！」
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　ルールは簡単。

　現在この宮きゆう殿でんには、玉座の間と同じようにゲームテーブルの置かれたホールが幾いくつかある。トランプ、ルーレット、サイコロ、ビンゴ、クジ引き……好きなゲーム、得意なゲーム、なんでもいい。エントリーは個人でも複数人でもいい。参加者は最初に与あたえられる十枚のコインを増やせるだけ増やす。日にち没ぼつまでに最もコインの多かった上位十九組までが、夜からの決勝に進出できる。

　文字通りお遊び気分の貴族もいれば、余よ裕ゆうたっぷりにドル箱を抱かかえたプロのギャンブラーから、その後の人生まで賭かけたような血走った目でざわつく若人わこうどまで。

　結局、マヒロたちも幾つかのグループに分かれて参加することになった。

　ここにいるのはそのうちの一組、ジェスと沙穂。

「すごい活気でありますね。こういうのは久しぶりであります。ジェス君は何からやるでありますか？」

「やらねえって言っただろ……」

　やってもいいが、優勝できるとも思わないし、できるはずがない。だったら最初からやらない方が手間がなくていい。

「じゃあ沙穂がやるでありますよ。優勝したらお金は半分こにするであります」

　嘆たん息そく半分、ジェスは自分のコインを沙穂に渡わたした。やらないのであれば、コインを持っているのも鬱うつ陶とうしいだけの話だ。

「それは構わねえが、カードはやるんじゃねえぞ」

「……なんででありますか」

　沙穂が拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。ジェスはもう一度溜ため息いきする。

「勝ちすぎるからに決まってるだろうが。やるたびに余計な騒さわぎ起こしやがって……」

　どういうわけか知らないがこの師し匠しよう、カードの勝負だけはとにかく強かった。滅めつ多たにやるわけではなく、お金が底を突ついたときの緊きん急きゆう対策的にやるだけなのだが、決まってあり得ないような馬ば鹿か勝ちをするので……また西域の賭と場ばなど、やる方もやらせる方もそうお上品なわけでもないので……毎回因いん縁ねんを付けられ、最後は暴ぼう力りよく沙ざ汰たに発展していた。まさかその都度血の海を見るわけにもいかず、それをなだめるのはいつもジェスの役回りだった。

　そういうのが嫌なのだ。

「でも他ほかのじゃうまく勝てないのでありますよ？」

「だから勝たなくていいんだ、こんなものは。大体あんた、稽けい古こでもねえのにいつまで俺について歩くつもりだ？」

「もう少ししたら帰るでありますよ」

　あまりにあっさりと沙穂が言うので、ジェスは瞬まばたきをした。

「……西域にか？」

「この辺りはのんびりしすぎて面おも白しろみにかけるでありますから。ジェス君の言う通り、こっちはもう、沙穂のいるような場所じゃないでありますね」

　沙穂は手の内にコインを鳴らしながら、喜き怒ど哀あい楽らくの豊かな人の波を、どこか懐なつかしむような目で見渡していた。そして笑え顔がおで呟つぶやく。

「一勝負したら帰るでありますよ」

「……ったく」

　柄にもない感傷に白はく髪はつを搔かき、ジェスは吐はき捨てるように言う。

「だったら一回ぐらい勝ってから帰りゃいいだろ」

「いいでありますか？」

「向こうと違ちがって力ちから尽ずくじゃ片は付かねえんだ、勝ち過ぎるんじゃねえぞ」

「ジェス君は優やさしいでありますね。沙穂は大好きであります」

「うるせえバカ。やるならさっさと行くぞ」

　まずはそんな、隻せき眼がん師し弟ていチーム。




　　　　◆




　その頃ころ、とあるポーカーテーブルには人ひと垣がきができていた。

「お、おい……あのメイドすごいぞ……」

「あぁ、また勝ったな……」

「なんなのよあの強運……」

「いや、運だけじゃねえ……純じゆん粋すいに強つええんだありゃ……」

　ひそひそ、ざわざわ。

「エーデルワイスって言ったら、ミスマルカ王お抱かかえのスーパーメイドじゃないか……」

「おいおい、まさかミスマルカ公式の賭場荒あらし……」

「ってことは、ミスマルカ王が送り込んだ刺し客かく……？」

「歴史と権けん威いならミスマルカだが、中原の事実上のトップはこのゼムン……」

「まさか二国間の不和が招いたことなのか……？」

「連合は一体どうなってしまうんだ……？」

　ひそひそざわひそ……。

「あ、あの……エーデルワイス様、そろそろ国際問題に発展しそうな勢いなんですけど……」

　周囲の不ふ穏おんな噂うわさ話に冷や汗あせたらたら、パリエルは勝ちまくるエーデルワイスに耳打ちする。

「いくらになりましたか」

「えっと、一箱で大体コイン二千枚入るって言ってましたから……五千枚くらい、でしょうか？」

「……一万までいったら一いつ旦たん様子を見ましょう」

　一万までいくことはすでに確定しているらしい。

　そのコインの賭けっぷり、勝負の押しっぷり、気の強さに観客が沸わく。

（いいのかなぁ……）

　ポーカーフェイスという言葉がある。カードの入り方にわざわざ一喜一いち憂ゆうしない、手の内を読まれない無表情のことであるが……彼女の恐おそろしく冷たい無表情は、勝ちを確信しているというより、勝って当たり前だと思っているようにしか見えなかった。そして事実勝つ。しかもレイズ、レイズでガンガンと賭かけ金を吊つり上げてくるからタチが悪い。だから他プレイヤーは数回も彼女とやれば、すぐにそんな底知れぬ強さを理解し、入りが悪ければ即そく座ざに勝負を降りるようになる。

　もちろん常勝不敗というわけではないが、手札よりはとりあえず相手を下ろさせる。大きくは勝たないという意味では、ある意味彼女らしい、堅けん実じつなコインの増やし方であった。
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「あの、私たちは王子を優勝させないための参加ですけど……もしですよ、もし優勝したら賞金は……」

「侍じ従じゆう隊の装備のアップグレードにでも充あてましょう」

「ぜ……全額ですか？　騎き士し隊の方には……」

　詳くわしく言えばミスマルカの近衛このえ隊は、パリエルのような騎士が所属する近衛騎士隊と、メイドたちが所属する近衛侍従隊とに分類される。そしてエーデルワイスは侍従長で、近衛将軍である。

「全額侍従隊です。それが何か」

「……。」

　恐らく大陸一、帝てい国こく黒騎士団以上に装備の充じゆう実じつしたメイド部隊ができあがるだろう。それが果たしてメイドと呼べるのかどうかはともかくとして。

　誰だれが見ても鉄板本命、そんなミスマルカ近衛チーム。




　　　　◆




　からからからから……カン、ココン……。

「赤ルージユの五番です！」

　ディーラーの宣言と共に、ルーレット台を取り囲む客からは溜ため息いきと歓かん声せいの十人十色。積まれたコインが集められ、勝者の元へと配当される。

　ちなみに。

「うーん、負けたか……」

　リーゼルは溜息の方であった。それから苦く笑しよう。

「せっかくのゼムン王のお誘さそいだからやってみたけど……やっぱり賭け事なんて性しように合わないみたいだな」

　勇者の天てん啓けい、神の威い光こうも、さすがにギャンブルにまでは及およばない。

「ふふっ。あなたらしいわね、リーゼル」

　恋こいは盲もう目もく。橋が転げ落ちてもおかしい年とし頃ごろの乙女おとめは、惚ほれた相手なら何をしても素す敵てきなのである。

　本当にシーナはリーゼルにべったりである。

「ねえリーゼル、もう一回やってみない？　私のコインも使っていいわよ」

「いや、せっかくだからシーナも自分で賭けてみればいいじゃないか。勝ったら少し分けてもらおうかな」

「ほんと？　じゃあ負けられないわね……うーんと、どこにしようかしら。ねえ、リーゼルはどこがいいと思う？」

　いちゃいちゃ。

　いちゃいちゃ……。

　いちゃいちゃいちゃいちゃ……。

「しねっ!!」

　がん、とテーブルにグラスを叩たたき付けたのはそんな勇者チーム二人を遠くから見守っていたエミットだった。びくりと身をすくめたアンゼリカがハラハラとエミットを向く。

「ちょ、エミッ……いえその、先せん輩ぱい。シスターがそんな」

「ああ、ごめんなさいアンゼリカ様。ちょっとムカついたもんだから。それにしたって大陸の行方ゆくえがどうなるかわからない時期なのよ？　枢すう機き会かいは親帝国派に牛ぎゆう耳じられているのよ？　ＳランクとＳＳランクが揃そろいも揃っていちゃいちゃしてる場合じゃないでしょーに」

「あの……それ、ハイランドで私が言ったこと……」

「私はいいんです。いちゃいちゃするのがダメなんです」

　やや歳とし上うえのお姉さん二人は、ホールのテラスに設しつらえられたテーブルで、飲み食いに余念がなかった。

「しかしアンゼリカ様の食しよく欲よくは昔っから変わってませんね……」

「ふぉうふぇふは？」

「お姫ひめ様が口にもの入れたまま喋しやべらない」

「んぐ……だって、まだ五皿目ですよ？　普ふ通つうですよ、普通」

　カレーライス、ピザ、パスタ、ステーキ、そして今平らげたのはグラタンである。これがギャンブル大会でなく大食い大会だったら、かなりいいところまで行くのではなかろうか。

「国へ戻もどってからというもの、ご飯が少なくて少なくて……」

「王族ばっかり贅ぜい沢たくするわけにもいきませんものね」

「はい。だから今のうちに食べ溜だめしておくんです。先輩こそ、よくそんなにお酒ばっかり飲めますね」

「あ。これ？　これはただの烏龍ウーロン茶ちやよ」

「……」

　じー、と。

「な……なんですかその目は。汝なんじ疑うことなかれ」

「いえ、いいですけど。まあ腹八分目と言いますし、最後は軽く汁しる物もので締しめましょうか。すみません、チャーシュー麵めん一つ」

「軽くって……」

「え？　軽くないですか、ラーメンって。ツルツルって食べやすいですし」

　もういいわ、とエミットは見るだけで胸焼けのしそうになる皿の山から目を逸そらし、サラミを摘つまむ。

「ねえ……ところでアンゼリカ様」

「はい？」

「ハイランドではひどいことを言ってしまいましたけど、どうして勇者をお辞やめに？」

　あ……、と小さく呟つぶやいたアンゼリカは、そのまま軽く俯うつむいてしまった。

「まあ……何か大事があったからそうしたんでしょうし、無理に聞こうとは思いませんけど」

「いえ……」

　彼女は小さくかぶりを振ふって、独白するように言った。

「気付いてしまったんです」

「気付いた？」

「ええ。私自身の罪に気付いてしまったんです。だからもう二度と、剣けんを持つのはやめました。私は、勇者の名を盾たてに……。……戦うことを楽しんでいました」

　そう。と、エミットはそのまま頷うなずいた。

　彼女が率いた対魔ま旅団は、魔物のみならずとも戦った。山さん賊ぞく、盗とう賊ぞく、馬賊、軍賊、全すべて。最さい盛せい期にはいかなる悪党も、その名を聞いただけで震ふるえ上がったと言われている。乞こわれればどこへなりとも赴おもむき、弱きに仇あだなす一いつ切さいを殲せん滅めつした。

　だが弱きのために戦うことは、罪ではない。誰だれもそうは思わない。彼女自身、そうは思っていないだろう。だから彼女は今、言いかけて言葉を選んだのだ。

「どんな理由があろうとも……戦いとは、辛つらく、厳しく、悲しいものであるはずなんです。それを私は、いつしか楽しむようになっていました。それはとてもいけないことです」

　ただの軍人なら、これほど頼たのもしい話もなかったろうに。

「……強過ぎたが故ゆえの葛かつ藤とう……というわけですか。アンゼリカ様がそう思うんじゃ、仕方ありませんね」

　エミットが察すると、アンゼリカは気弱そうに頷いた。

「お待たせいたしました、チャーシューラーメンです」

「はい、いただきます。主に感謝っ」

　けろりと笑え顔がおになって箸はしを割る。食べやすいと言うだけあって、物もの凄すごい勢いで食べ始めた。

　心はどうあれ、お腹なかが空すいていっぱい食べられるのは健康で結構なことである。

「……せっかくこんなところまで来たんだもの。アンゼリカ様も食べ終わったら、リーゼル王子たちと遊んでくればいいのよ」

「ふぉうふぇふは？」

「……。だから……あのね、アンゼリカ様」

「んぐ……はあ、おいし……じゃなくて、すみません。確かにせっかくゼムン王からコインも頂きましたし。じゃあ、先せん輩ぱいも一いつ緒しよに回りましょうか。学生時代、麻雀マージヤンとかお好きでしたよね」

　あー、とエミットは回想する。

「それはまあ、昔はね。でもあれはババ抜ぬきや七並べと同じで、面おも白しろかったからやってただけです。寮りようでの娯ご楽らくなんてそうそうなかったですし。汝、賭かけることなかれ。お金のかかるようなギャンブルはやりません」

「……」

　アンゼリカが箸を咥くわえたまま、じー、と。

「そんな目で見られても、本当にやってないんですってば。それにほら、パンフレットの地図。会場のどこにも麻雀卓たくなんてないもの」

「あら……そうですね。残念です、久しぶりに先輩の真空燕つばめ返がえしが見られると思ったのに」

「いや。あれ、イカサマだから……」

　　　　[image: ]

　居場所をなくしたマヒロは、妙みように仲良しなエミットとアンゼリカのテーブルへとぼとぼとやってきた。

「調子はどう、王子様？　いいお妃きさき様は手に入りそう？」

「すりました」

　からっけつ、というやつだ。

　空いた席に掛かけ、マヒロはコインのなくなった空っぽの両手を広げてみせる。何せ元手がたったの十枚。まず百枚にでも増やせれば戦略の幅はばも広がるが、最も重要な最初の一手に失敗したのである。あっという間だ。

　エミットが笑う。

「あらそう、残念。あれだけ勢い込んでたから何か勝算があると思ったんだけど」

「ありましたよ勝算は。でもエーデルワイスが余と組まないのは想定外だったのです。乳う母ばのくせに！　教育係のくせに！　メイドのくせに！」

　そしていま見てきたら案の定、そのエーデルワイス自身が馬ば鹿か勝ちしていた。だからあのメイドはタチが悪いのだと、マヒロは横を向く。

　アンゼリカが言った。

「よかったら私のコインをマヒロ君にあげましょうか？」

「いいんですか？」

「一コインにつき、一ぎゅ～っ♪」

　いえ結構です、とマヒロは丁てい重ちように断りを入れてミルクティーを注文する。

「まああれですよ、余のように生まれながらに全すべてを兼かね備えた高貴な者は、賭け事なんて下々の遊びにムキになったりしないってことですよ。……はぁ」

　本気でお妃を狙ねらっていたわけではないにせよ……一度の勝利もなく、ストレートに負けてしまったのはさすがにつまらなかった。今つまらないし、この先も暇ひますぎる。項うな垂だれるマヒロの頭を撫なでながら、アンゼリカが言った。

「でも……どうして夜からの決勝戦が、十九組なんて半はん端ぱな人数なんでしょうね？」

「麻雀なんじゃないですか？」

　とマヒロは言った。

　アンゼリカが小首を傾かしげる。

「でもマヒロ君、麻雀って四人で遊ぶゲームですよね。だったら十六組とか二十組とか……」

「それはほら。最後の一人は、あのおじーちゃんってこと」

　エミットは指差した。

　盛せい況きような会場を見て回っているらしいゼムン王が、玉座にも侍はべらせていたベリーダンサーのような色っぽい美女二人と、側近と近衛このえ兵と。会場を大名行列で練り歩いているところだ。

　そうしてゼムン王はリーゼルとシーナを冷やかしたような後、取り巻きをその場に置いて一人でこちらへとやってきた。

「どうぢゃアンゼリカ姫ひめ、楽しんでおるか？」

「はい、とてもおいしくいただいてます」

「かかかっ、そうかそうか、元気そうで何よりじゃ。そなたはまた一段といい女おな子ごに育ったのう。ワシの孫たちも可愛かわいいが、まあそれよりはあれじゃ、そろそろいい相手でもおらんのか？　なんじゃったらワシの孫を紹しよう介かいするぞ」

「あの……、いえ、当面はその……ラーメンがのびてしまいますから……」

　おずおずと遠えん慮りよするのだが、ゼムン王の言葉は止まらない。

「さっきもリーゼルのやつに孫まご娘むすめを紹介すると言ったら、隣となりの女勇者に恐おそろしく睨にらまれてのう、かかかっ！　そなたはどうぢゃアンゼリカ姫？　会うだけでも会ってみんか？　なんならワシの嫁よめでもよいぞ、かかかかかっ……！」

　それから王はぐったりしたようなマヒロへ。

「で、貴様はこんなところで何をしておるのじゃクソガキ」

「見ての通りスッカラカンです」

「なんぢゃ、情けないのぉ。少々買い被かぶり過ぎておったようぢゃな。パンフレットはよく読んだんぢゃろうな？　あ？」

「別に人様のコインを盗ぬすんだり、イカサマしてまで勝とうなんて思ってませんよ」

　マヒロがこともなげに言うと、アンゼリカが不思議そうにパンフレットをめくり視線を走らせる。

「マヒロ君、どこにもそんなことをしていいなんて書いていませんよ。ズルはいけません」

「でもこの王様は最初に言ったでしょう？　そこに書いてあることがルールの全てだと」

　どこにもイカサマやコインの譲じよう渡とについての文言は記されていない。無論それが発覚すれば、周りの者は黙だまってはいないだろうが……バレなければそれだけの話であろう。不正を行った者が優勝の資格を失うとも書かれてはいないのだ。

　ゼムン王は、ほう、と一言。

「なんぢゃ貴様、そこまでわかっててまともに勝負しよったのか？　つまらん奴やつぢゃのぉ……あ～、ところでそっちのシスターぢゃが」

「お察しの通りよ、おじーちゃん」

　突とつ然ぜん、ゼムン王の顔が引き締しまった。そして声を低くする。

「……もしやと思ったが、やはりエミットぢゃったか」

「え……？」

　と、マヒロはアンゼリカと顔を見合わせた。

「あら……先ぱ……シスター・エミットとお知り合いなんですか……？」

　アンゼリカに聞かれ、エミットが答える。

「ええ、アンゼリカ様。こう見えておじーちゃん、結構熱心な信徒なんです。まあ、神さま……っていうよりは、あたしの祖父のファンだった、って言った方が正しいんでしょうけど。小さかった頃ころは忙いそがしかった祖父よりも、こっちのおじーちゃんに可愛がってもらったくらいです。麻雀マージヤンもこのおじーちゃんに教えてもらったし」

「かかかっ、いやいやそれとて昔の話……やんちゃな子ぢゃったが、立派になったもんぢゃ。ミスマルカでは会う機会もなかったが、そうか、マヒロらと共に旅をするシスターがそうぢゃったとは……」

　感心するようなゼムン王へ、エミットは苦く笑しようを返す。

「一応、身分は伏ふせておくように言われたから。知ってる人には会わないようにしていたの。不作法でごめんね、おじーちゃん」

「いや、あの、ちょっと待ってください……」

　どうも置き去りにされているらしいことに気付き、マヒロは言葉を遮さえぎった。

「……つまりやっぱり、シスターは普ふ通つうのシスターではないんですね？」

「なんぢゃと？　貴様は一いつ緒しよに旅をしていて気付いとらんかったのか」

「いえ、シスターの割には立派な杖つえを持ってますし、なんか型破りなので……まあ、怪あやしいとは思っていましたが」

　エミットが笑う。

「そうね。でもきっと、今日のうちに正体はバレちゃうわね」

「ぢゃがそなたはなんでまた、そんな危あやうい真ま似ねを……」

「預言者様に言われてね」

　ゼムン王は複雑そうな表情をする。

　教団関係者が秘密裏りの動きを隠いん匿とくするために使う常じよう套とう句く。裏を返せば、聞いても何も出てきません、という符ふ丁ちようだ。

「枢すう機き会かいの話は聞いとるぢゃろう。そなたは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「さあ、どうかしら。ひょっとしたら、ここで首が飛ぶかもね」

　不ふ吉きつな言葉に、他ほかの三人は目を丸くした。

「もちろん、あたしもただで下がるつもりはないわ。そのために今日はお酒にも手を付けてないし。意識ははっきりさせておかなくちゃね」

　賭かけに興じる賑にぎやかな喧けん噪そうを、不快な怒ど号ごうが切り裂さいたのはそのときだった。

「やめい!!　やめーいっ!!」

　国の衛兵たちすら眼中にないように押し退のけ、雪な崩だれ込んできたのは剣十字の紋もん章しようをマントに背負った白い重じゆう鎧よろい。その先頭に立つ、ローブ姿の若い男が叫さけぶ。

「不敬である!!　主は賭け事などという低てい俗ぞくな行いを禁じている!!　これに興じる者たちは皆みな異い端たん者しやとみなし、その場にて切り捨てる所存である!!」

「……ほーら、馬ば鹿かがおいでなすったわ」

　嘲ちよう弄ろうすら浮うかべて舌打ち一つ、エミットが席を立つ。

「あたし、ちょっと行って話を付けてくるから。おじーちゃんたちは動いちゃダメよ」

　マヒロは半ば啞あ然ぜんと呟つぶやいた。

「あれ……まさか、聖せい騎き士し団ですか……？」

　紋章の下のローマ数字を読んだアンゼリカが、危機感のこもった声で答える。

「間ま違ちがいありません。第四聖騎士団です」

「……礼れい儀ぎを知らん奴ぢゃのぉ。国の主あるじの許可も得ずに立ち入り、ワシの祝いの席を荒あらすか……！」

　憤いきどおりに肩かたをいからせるゼムン王を、マヒロは押しとどめた。

「普通ではないあのシスターには、考えがあるんでしょう。動くなと言っていましたし、少し様子を見ましょう」

「ぐぬぅ……！」




　　　　◆




　考えなんてあるわけもなし。

「少しは空気を読みなさいこのスカポンタン」

「なんだ貴様は、身の程ほどを知らんのか!!　シスターの分際で司教であるこの私に意見する……つも……り…………」

　空そら恐おそろしいほど冷め切ったエミットの表情、顔かたちを理解するにつれ、男の声は勢いを失い、顔はどんどんと青ざめていく。

「司教の分際で枢機卿きようを貴様呼ばわりするとは大した度胸だわ。汝なんじ、一回審しん判ぱんコースター乗ってみる？」

「な、お、お嬢じよう……っ!?」

　ごん！

　舌を嚙かみ切ってもおかしくない勢いで、ロッドの先で下した顎あごを突つき上げ口を黙だまらせる。

「ちょっと表出ましょうか。ここじゃ迷めい惑わくだわ」

　司教は上を向いたまま何度か頷うなずいた。

　エミットはくるりと振ふり返って、不ふ穏おんな空気の漂ただようホールへ営業スマイル。

「なんと素す晴ばらしいことでしょう！　ゼムン王の記念すべき喜き寿じゆを祝福するために、遥はる々ばる大だい神しん殿でんから聖騎士団の皆みなさんがお祝いに来てくださいました!!　拍はく手しゆ～!!」

　おおー！

　あれがそうか、初めて見た、やはり強そうだ、さすがゼムン王、等々……教団領にでも行かなければ滅めつ多たに見られぬ精せい鋭えいの姿に、歓かん声せいが沸わき上がる。

「そういうわけで皆さん、賭け事は主に感謝して楽しく遊びましょう！　汝借金することなかれ、借りる金があるくらいなら教会に寄付をしましょう！　ではでは私どもはこれで……」

　広間を出て、回かい廊ろうから庭先に出る。聖騎士団は几き帳ちよう面めんに司教のあとを続き、庭に出ても司教の後ろに整列していた。

「……お嬢様……いえ、エミット枢機卿。いったい、なぜまた、どうしてこのようなところに、そのような格好でいるのですか……!?」

「あのねえアレク司教。そっちこそ異端審しん問もん会が聖騎士団引っ張り出してくるなんて、何考えてるわけ？」

「いえ……それはその、夜にはゼムン王の祝福のためにクラウディス枢機卿がいらっしゃいます、ですので多少手て荒あらではありますが……」

　クラウディスの言葉はこうだ。

　私が出向いたときにそのようなことが行われていたのでは、枢機卿として看過するわけにはいかなくなる。教団領とゼムンとの友好関係のため、前もって馬ば鹿か騒さわぎを静めておくように。

「……そのようなわけで、私はクラウディス枢機卿からこれらの騎士を預かり受けました。話は付けてあるからと……」

　チンピラの親玉が、手下に刃は物ものを渡わたす。こいつを持ってちょっと行ってこい。ガキの使いではないのだ。やることは一つ、先ほどのような恫どう喝かつだ。問題はそれを持たされた以上、下手をすれば使わないわけにはいかなくなるということだろう。

　天下の神殿教団が馬鹿げた話だが、やってる中身は同じなのだから仕方がない。

「話は付けてあるですって？　そんなわけないでしょう。おじーちゃん、ブチギレる寸前だったわよ。向こうの兵隊が刃物抜ぬいたらどうするつもりだったのよ」

「それは無論、天の威い光こうを知らしめんがため……」

「汝殺すことなかれ」

「しかし同じく、汝賭かけることなかれとは聖言にも記されていることです。それをまさか国をあげて推すい奨しようするなどあるまじき背信行こう為いです。それくらいはお嬢様も枢すう機き卿でいらっしゃるのですから……」

　このアレク司教も悪い男ではないのだが、いかんせん若くて真ま面じ目めすぎる。平和ボケならぬ教団ボケというやつだ。あんまり綺き麗れいなところで生まれ育ったものだから、融ゆう通ずうというものが利きかない。和を尊ぶよりも先に正義を貫つらぬいてしまうのだ。

　もっともそういう目め端はしが利かないからこそ、異端審問会……神威の道具としては相応ふさわしいのだが、その生き真面目さも利用されるほどになると考え物であった。

　この国の王が司教程度に揺ゆらぐ器うつわではないことくらい、クラウディスほどの男なら十分承知の上だろう。ならば核かく心しんは恐おそらく逆。ここで何らかのいざこざを起こすことで、その後の交こう渉しようを有利に進めるつもりに違いない。言うなればここにいる彼らは、この国の騎き士しに斬ざん殺さつされて当然の捨て駒ごま。

「汝ちょっと来なさい。おじーちゃんに話付けてあげるから」

「しかし……」

「汝逆らうことなかれ。ああ、それから聖騎士のみんなはちょっとすぐそこの教会行ってあたしの衣い装しよう取ってきてくれる？　そろそろ届いてるはずだから」

　　　　[image: ]

　エミットはゼムン王に別室を用意させると、マヒロとアンゼリカにも事の経けい緯いを言って聞かせた。

「は……はは……あはははは……。まさか、よりにもよって枢機卿きよう……、でしたか……」

　マヒロは乾かわいた笑い、引きつった笑え顔がおでそう述べた。

「大司教とか枢機卿とか、もっと歳としを重ねた、無私無む欲よくな聖人君子を想像していましたが……」

「あたしの場合はなおさらね、ほら、身分がバレないようにしなきゃいけなかったから。わざと奔ほん放ぽうに振る舞まっていたんだけど」

　マヒロは素で瞬まばたきした。

「…………わざ……と？」

「汝なんじ疑うことなかれ」

　釘くぎを刺さされてマヒロは押し黙だまる。エミットは咳せき払ばらい一つ。

「ともあれ、そんな聖人君子ばっかりだったら、そもそも枢機会での権力争いなんて起きないわけ。そしていま重要なのはあたしのことじゃなくて、帝てい国こく親派のクラウディス枢機卿がもうじきここを訪おとずれるってことでしょ？」

　ごもっともだと、マヒロが頷うなずく。アンゼリカが言う。

「ですけどエミット様、仮にも枢機卿であるような方が、何のために聖騎士団まで用いて……？」

「そうぢゃ。このワシを怒おこらせたところで、クラウディスとやらに何の得がある」

「おじーちゃん、一度へそ曲げたら聞かないタイプでしょ」

　エミットの言葉を受けたマヒロは、ミスマルカにおける会合での様子を思い出しながら言った。

「そして一度決めたことはなかなか曲げたりもしませんね」

「だからなんぢゃクソガキ。男は一度決めたことはそう簡単に……」

「それだとドツボにはまりますよ、たぶん。そう簡単には曲げないにせよ、曲げるに値あたいする交渉材料くらいは用意してあるのでしょう。そのとき不利になるのは、怒いかりに任せて聖騎士団に手を上げたという事実です。年に一度の祝いの席となれば、少なからぬ目もく撃げき者も出るでしょう。そこで……」

　マヒロが視線をやると、エミットが続きを引き取った。

「難なん癖くせ付けて背教容疑で強ゆ請すろうって魂こん胆たんでしょうね」

「ふん。異い端たん者しやになりたくなくば、と来るか。代わりに何を要求するつもりじゃ。金か？」

「言っちゃ悪いけど、お金だけなら神しん殿でん教団は帝国、共和国並みに潤じゆん沢たくな蓄たくわえがあるの。放ほっといても大陸中から毎日寄付が集まってくるしね。でも法外な額の要求を出してくるでしょうね」

　その要求を吞のまざるを得ない状じよう況きようが背教容疑。いくらゼムンが大国とは言え、向こうはそれ以上の帝国という太いパイプを手にしている。異教国扱あつかいし、交流を断絶したところで神殿教団全体にはさほどのダメージもないのだ。

　アンゼリカが小首を傾かしげる。

「……？　お金はいらないのに、どうして要求するんですか？　マヒロ君はわかります？」

「最初に相手がとても吞めないようなギリギリの要求を出した後、次に譲じよう歩ほ案として二回りほど簡単な要求を出します。要求された方は、ああそれで済むのならとあっさり吞んでしまうわけです。ギャングやチンピラのやり口ですけどね。例えばアンゼリカ様。一日一食、パン一切れと水だけと言われたら困るでしょう」

「困るというか、死んでしまいます……」

「そこで精せい一いつ杯ぱい譲じよう歩ほして、三食パン二切れと水だけと言われたら？」

　アンゼリカが切なそうに溜ため息いきをつく。

「選ぶ余地がないじゃないですか……。どうしてマヒロ君は、そんな意地悪を言うんですか」

「どちらにせよ、アンゼリカ様は瘦やせてしまうということです。いや、いま太っているとかじゃなくて、力が出なくなるという意味で」

「出してくるであろう譲歩案は何ぢゃ？」

　ゼムン王の疑問にはエミットが答えた。

「たぶん、ゼムン国内の公営カジノの全撤てつ廃ぱい。それが履り行こうされるまでの、監かん視し役としての聖せい騎き士し団の駐ちゆう留りゆう」

「なるほど……確かに痛手ぢゃのぉ」

「おじーちゃん、この際重要なのは賭と博ばく場からの利り潤じゆんじゃなくて、聖騎士団に居座られてしまうことよ」

「なんぢゃと？」

「この先帝国が攻せめてきたときに、教団が手の平返したらどうするつもり？　急進派が実権を握にぎったっていうのはそういうことよ」

　アンゼリカがかぶりを振ふる。

「まさか……いくらなんでもエミット様。政治不ふ介かい入にゆうの教団が、いきなり戦争に荷か担たんするはずありません」

　アンゼリカへ向けられたエミットの視線は冷たかった。

「じゃあ言い換かえるわね。帝国が攻めてきたタイミングで、異教徒に対する十字軍が発動されたらどうするの、ってこと。そうなれば戦争介入じゃないわ。別個の聖戦だもの」

　マヒロは絶句する二人からエミットへと、静かに視線を移した。

「……やっぱり、そこまでやりますかね？」

「枢すう機き会かいにその気がなくても、帝国がやらせる可能性はあるでしょうね。向こうさんだって、教団に対してどんな交こう渉しよう材料持っているかもわからないんだもの」

「……確かにゼムンであれば、飛び地となってもヴェロニカ経由で兵を送り込むことも可能ですね」

「お言葉ですが」

　聖騎士団を連れた、アレクというあの若い司教だった。

「我々の信しん仰こうはいかなる脅おどしにも屈くつすることはありません。また神より賜たまわれしこれら聖騎士団の剣けんは、常に悪と闇やみとに対して振るわれるべきものです」

　するとアンゼリカも口調を強くした。

「そうです、エミット様は疑い過ぎです。それは、可能性としてはそうかも知れませんけど……同じ可能性ならそんな大勢が不幸になることよりも、みんなが幸せになることを信じるべきなんです。もっと正しいことを信じるべきです」

　それを言われて、エミットは寂さみしげに自じ嘲ちようした。

「……そうね。あたし、疑い過ぎかしらね」

　そんな様子を見ながら黙もつ考こうするマヒロを、ゼムン王が軽く突つつき、小声に聞く。

「貴様はどう思う。残念ぢゃがワシらは宗教家ではなく王族ぢゃ。ありとあらゆる最悪は起こるはずぢゃと考え、それに備える必要がある。幸せなんぞは現実に訪おとずれるそれだけで充じゆう分ぶんぢゃ」

「ですね。シスター……いえ、エミット枢機卿きようの推測は筋が通っています。クラウディス枢機卿の人ひと柄がらはわかりませんが、帝てい国こくの軍令部ならばその程度は考こう慮りよし、充分現実的な戦略と捉とらえるのではないでしょうか」

「貴様はどうする。ワシが教団の言いなりになれば、連合の不利は間ま違ちがいないぞ」

「それは陛下次し第だいですよ。とりあえずは、今日の大だい完かん徹てつ大会をどうするか……」

　マヒロの言い切る前に、察した老王は笑い飛ばした。

「ド阿あ呆ほう、言ったぢゃろうが。己おのれのしたいことをしたいようにできずに何が王ぢゃ？　おう、貴様こそまさかこのまま帰るつもりではなかろうな？」

「どういう意味ですか？」

「そのクラウディスとやらが来たときに、貴様が評判通りのアホ面づらさげて博打ばくちを打っておったらどうなる？　これ幸いと向こうは聖せい魔ま杯はいと紋もん章しようについても言げん及きゆうしてくるに決まっとるぢゃろうが」

「……アホ面って。アホはアホですが……」

　なるほど、だがもっともだ。

「確かに教団領までは、いずれ紋章を取りに行かねばならないでしょうし……そのときのための話を、ここで通しておくのも悪くはありませんね」

「かかかっ、笑いおったか。やはりラヒルの息子むすこぢゃのぉ。そうでなくては困る。敵の味方は敵ぢゃ、もし教団が本気で中原にケンカを売るつもりなら、その思い上がりを叩たたき伏ふせてやるのぢゃ……！」

「いいでしょう、乗りますよその話」

　笑え顔がおでマヒロは手を差し出した。

「……あん？　なんぢゃ、ワシは男と握あく手しゆをする趣しゆ味みはないぞ」

「は？　そんな趣味こっちにもありませんよ。すったって言ったでしょう。アホ面下げて博打打つためのコインください」

　……。

「パンフレットにすった分のコインの購こう入にゆうは自由と書いとったぢゃろうが！　それくらい自分で買わんか自分で！」

「エーデルワイスが財さい布ふ握ってるのに、ギャンブルのために小こ遣づかいくれるわけないでしょうが!?　協力してやるって言ってんだからちょっとくらい回せよじじい！」

「誰だれがじじいぢゃ貴様のような孫を持った覚えはないわいクソガキが!!」

　がーがー！

　二人の罵ののしり合いは、エミットやアンゼリカを始め司教とその聖騎士団に介入されるまで続き……マヒロはどうにか再び、コイン十枚を手にすることができたのだった。

「……って、それでもたったのこれだけですか……」

「枢機卿の到とう着ちやくは夜じゃ、心配せんでも貴様には決勝の席を用意してやるわい。もし今から自力で決勝まで残れるようなら、孫まご娘むすめ全員紹しよう介かいしてやるわ」

「言ったな。吐はいたツバ飲まんとけよじじいっ！」

「やっかましい、さっさとすってこんかこのド阿呆がぁっ!!」




　　　　◆




「……とは言ったものの」

　マヒロは幾いくつかある賭と博ばく会場を、足の向くまま下見していた。

　コインを集めるだけならいくらでも方法はあるが、そこはそれ。あそこまで啖たん呵かを切った手前、一応は宮きゆう殿でん内のゲームで勝ちたいし、そうでもなければあの老王に難なん癖くせ付けられるのがオチである。

「いけないんですよマヒロ君。王様に向かってあんな口の利きき方をして……」

「汝なんじも大たい概がい極きよく端たんな性格よねぇ、王子様。お馬ば鹿かなことをするかと思えば、礼れい儀ぎ正しかったり、次の瞬しゆん間かんにはおじーちゃんをくそじじい呼ばわりしたり……」

「売り言葉に買い言葉ですよ。先に売ってきたのは向こうなのですから、余は悪くありません」

　二人は大きな溜ため息いきをついた。

　日にち没ぼつまではあと二時間ほど。周囲の噂うわさに耳を澄すませば、決勝進出のボーダーラインは一万枚付近だろうと囁ささやかれている。手にあるコインを、最低限一千倍にまで膨ふくらませなければならないということだ。となれば、制限付きのカード台でちまちま稼かせいでいる余よ裕ゆうはない。競馬のように、当たり所によってはドカンとくるもの。そうでなければ、ノーリミットで張ってくれる相手がいるゲームだが……それにしたって元手はいる。

「……ところでお二人は、何か得意なギャンブルがあったりはしませんか」

「ビンゴくらいなら私でもできますよ」

　アンゼリカが通りがかった会場を覗のぞいて言う。

　ここでのビンゴのルールは縦五マス、横五マス、計二十五マスの空白がある用紙に、０から99までの好きな番号を自分で埋うめ、ディーラーが抽ちゆう選せんした番号を一つずつチェックしていくというものだ。ディーラーが番号を引く初手から、五ご巡じゆん目までの最短で揃そろった場合の払はらい戻もどし倍率が一万倍である。

　ただし０から99までの数字のうち、ディーラーは二十五回までしか抽選しないから、当然のように負けるときは負ける。ただのパーティーゲームではなく、ここでは立派なギャンブルとなっている。似たような抽選方式のものには、他の会場にロトくじがある。

「ま、初心者にはこれくらい運任せな方が妥だ当とうよね。アンゼリカ様もやってみます？」

「そうですね。せっかくですから、一回くらいやってみましょうか……」

「あの……お二人は、余に協力してくれるとかそういう……」

　しかし。

「でもマヒロ君、放ほっといても決勝には出られるんですよね？」

「おじーちゃんに紹介してもらうより、お姫ひめ様たちを自分で探しに行った方が早いんじゃない？」

「いや、そんなのは今やどうでもよく、面メン子ツというかプライドというか、男には負けられぬ戦いがあるというかー……」

「「女の子なのでわかりません」」

　エミットとアンゼリカがビンゴ会場に行ってしまったので、マヒロはまた一人になってしまった。

「……まあいいか。ゼムン王はさっさとすってこいって言ってたし」

　ここまで歩く間に、マヒロのコインは二十五枚まで増えていた。
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　目はいいだろうアンゼリカと分かれたことで、そのわずか数分後にはマヒロのコインは百余枚まで増えていた。ポケットのじゃらじゃら感がだいぶ頼たのもしくなってきたので、コイン箱……通つう称しようドル箱をもらおうと係の者を探していたところ、マヒロはホールの隅すみのカウンターバーに珍めずらしい顔を見付けた。華はなやかに着き飾かざった者の多い中、目立たないスリムなスーツにコート姿の女性だった。

「寄せ上……じゃなかった、カトレア・セントレアさん」

「……。これはこれは王子様、ご機き嫌げん麗うるわしゅう。奇き遇ぐうでございますこと」

　口調は丁てい寧ねいだが、目が笑っていなかった。

「その節はどうも。地の言葉でいいですよ、少しよう佐さ殿どの。でも何でまたこんなところに」

「……外交官の付き添そいだ」

　カトレアが舌打ちがてら軽く顎あごをやった方に、スーツ姿の男がいた。強いのか、単純に運がいいのか、もう三箱。かなり勝ちが積もっているようだ。

　マヒロは声を控ひかえながら、彼女の隣となりのスツールに腰こし掛かける。

「外交官の付き添い名目でゼムン王宮内の潜せん入にゆう調査ですか。精が出ますね」

「さあて、何のお話で？」

「ゼムンは盤ばん石じやくですよ。一族の結束もかなりのものです。少なくとも今のエドアルド陛下が壮そう健けんなうちは、隙すきなんてないでしょうね」

　カトレアは小さく鼻を鳴らしてから言った。

「相変わらず嫌いやなガキだな……お察しの通り、あの外交官は私のカモフラージュで、ただの社交辞令要員だ。ただしそれは彼自身知らん話だ、口に出すなよ」

「共和国では教団の動きをどう受け取っていますか？」

「我が国は信教の自由を保障している。教団の影えい響きよう力もそこまで直接的なものではないから、お前たちほど怯おびえてはいないな。懸け念ねん事じ項こうがあるとすれば、小国家群が搔かき回されて、緩かん衝しよう地帯から共和国までの壁かべが瓦が解かいすることくらいだ。そんなときに一国の当主自らギャンブル大会とは、王おう侯こう貴族の吞のん気きさにはほとほと頭が下がる思いだよ」

「では、クラウディス枢すう機き卿きようの人となりについては？」

　カトレアがあからさまに身構えるような表情をした。

「やっぱりゼムンよりこっちが本命ですよね。枢機会の実権を握にぎったトップが、他国への初の公式訪問です。そりゃあ気になります。我々だけでなく、我々小国家群が彼に対して、どのようなアプローチを取るかも含ふくめて……」

　見み抜ぬかれたことを諦あきらめたように、カトレアは再び舌打ちをする。

「わかった、わかったよ。それでなんだ？」

「実はそれを最高の舞ぶ台たいで見物できるチケットがあるんですが、いります？」

　さすがに少し驚おどろいた様子で、それでもカトレアは話に乗ってきた。

「……おい、私はＣＩＣの人間だぞ。そんなことを独断で決めて、後でお前が吊つるし上げられるんじゃないのか」

「大だい丈じよう夫ぶ、今の流れならゼムン王に話は付けられますよ。身分を偽いつわることなく、堂々と見物させてあげましょう」

「当初はただのアホかと思えば……お前、本当に底の知れんガキだな。何が望みだ」

　マヒロは彼女が先ほど顎をやった方へ、同じように指差した。

「あの外交官のコイン、もらってきてくれます？」




　　　　◆




　決勝へのボーダーラインが定まり、大方の大たい勢せいが決する時間。今からカードゲームでチマチマ稼かせごうという者もおらず、勝負を諦めた者は決勝進出候補の勝負の見物に移るなり、飲み食いするなり。どこの会場にも人の集まりには濃のう淡たんができてしまっていた。

　そんな閑かん散さんとした、とあるゲームテーブル。女性ディーラーが己おのれの手札をめくって宣言する。

「ブラックジャックです」

「あーあ、結局最後も負けちゃったぁ……」

「ははっ、仕方ないさシーナ。でも一日遊べただけで充じゆう分ぶん楽しかったよ」

「ええ、私もとても楽しかったわリーゼル。ねえ、お腹なか空すかない？　一いつ緒しよにご飯でも食べに行きましょうよっ」

（……）

　ディーラーは去りゆく若いカップルの後ろ姿を見ながら、カードをシャッフル。内心で溜ため息いき一つ。仕事ではあるが年一回の王宮へのお招き、髪かみもメイクもばっちり決めてきたが、今年もついぞ王子様は愚おろか、どこぞの貴族からもお誘さそいの声はかからずじまい。寄ってくるのは妻も子もあるような、おじさんたちの冷やかしばかり。

　先ほどのは勇者としても有名なハイランドの王子と、新聞でもたまに名の出る美少女勇者であったが、あのバカップルぶりときたらもう……接待も忘れ、思わずストレートに負かしてしまった。

（大体アイドルだか何だか知らないけど……）

　賭かけるという行こう為いに対してなんの真しん剣けん味みもない。王子様にいちゃいちゃ甘えたいだけではないか。勝負する気のない客が相手では私情を抜ぬきにしても、ディーラーとしても面おも白しろくない。

（そろそろお開きかなぁ……）

　集めたカードを右に左に、上に下にパラパラ飛ばし、そんな彼女が暇ひまを持てあましていたときだった。

「ちょっといいですか、お姉さん」

「はい、いらっしゃいませ」

　目の前に現れたのは、先ほどのカップルよりさらに若い、まだあどけなさの残るような王子様。

（若いツバメ…………いやぁ、さすがに若すぎるわね……）

　いくら王子様でも、子供には興味がない。下手にちょっかい出して、おっかないメイドの姉やに出てこられても面めん倒どうだ。

　その王子様は席に着くと、ポケットからじゃらじゃらとコインを取り出した。

「このままというのも鬱うつ陶とうしいので、箱をもらえませんか」

「はい、かしこまりました」

　ディーラーは足あし下もとにあるコイン箱……カジノ業界で言うドル箱を、テーブルに差し出した。じゃらじゃらじゃら、百枚ほどもあるだろうか。

　そこでふと、彼女は違い和わ感かんに気付く。

「……しかしおかしいですね？　コインがそのようにお手に余るようになった時点で、各ゲームのディーラーが箱をお渡わたしするようにしているのですが……」

「いやなに、これは別にゲームで勝って稼いだわけじゃないからね」

「は……？」

　合点がいかずディーラーが目を瞬またたかせると、王子は頭のティアラを指差しながら言った。

「余の身なりを見ればわかるでしょう？　ミスマルカ王国のマヒロと言います」

「それはそれは……お会いできて光栄です、王子様」

　以前はよくアホだなんだと言われていたが、最近は連合のために大陸中を駆かけずり回っているとも噂うわさされている。さすがに見るのは初めてだった。

「余があんまり勝てないものだから、陛下が工面してくださったのです。せっかく祝いに来てもらったのに、負けっぱなしで国に帰してしまったのでは男が廃すたると……」

「あぁ、なるほど。確かに王様は頑がん固こな部分もありますが、義理人情を尊ぶお方でもありますからね」

　言いながらディーラーは、内心でまた溜息をつく。王子と言えば聞こえはいいが、やはり自分では勝負のできない、箱入りのすねかじりかと。しかし連合盟主の子息となれば、あの王様でも接待しないわけにもいかないのだろう。なんとなく、そんな現実を垣かい間ま見たようで落らく胆たんする。

「そういうわけで一勝負してくれませんか？　見なさい、余のお供など自分の勝負に夢中になって、余の相手をしてくれるのはお姉さんくらいのものなのです」

　と王子様が指差した先は黒山の人だかり。そう、確かあのテーブルではメイドがポーカーで勝ちまくっているはずだ。なるほど、ミスマルカの有名なメイドだとも話に聞いた。

（……いろんな国があるものね）

　王子様は素す寒かん貧ぴんのまま一人でほっつき歩かせて、お供はコインも分けてやらずに自分の勝負を楽しんでいる。それはそれでこの王子が何だか哀あわれに思えてきて、仕方ない、それじゃあ少しくらいはいい思いをさせてやろうかと、ディーラーは再びカードを切り始める。

「かしこまりました、王子様に幸運が訪おとずれますように……それではまず、いかほどベットなさいますか？」

　どんっ。

　音に視線を上げると、王子の横にはコート姿の小こ綺ぎ麗れいな女が立っていた。テーブルに置かれたのは、コイン満まん杯ぱいのドル箱三つ。それを押し出し、女が言う。

「六三〇一枚、全額だ」

「……っ」

　目が点になった。

「はい……？」

「聞こえなかったかい？　マックスベットだ」

　そのときの王子の笑え顔がお。なんと表現すればいいのだろうか。眼めの色が一いつ瞬しゆんで切り替かわった。先ほどまで見せていたあどけなさ、頼たよりなさなどどこにもない。

　この王子様はただの子供じゃない。

　何年もこの仕事を続け、毎日毎日、何百人の目を見続けていればわかるようになる。

　遊びで打つだけの曇くもった目、勢いと流れを摑つかみ勝利を疑わぬ輝かがやいた目、破産と隣となり合わせで打つ怯おびえた目……様々な者がいるが、ごく希まれにこういう目をした打ち手が現れる。

　ぞくりと背筋が震ふるえるような勝負師のそれ。

　イリーガルさえ恐おそれることなく、端はなからギャンブルなどするつもりもなく……ただ勝ちに来た者のそれだ。

　早い話がイカサマ師。

　王子もだが、横の女もおよそカタギの気配じゃない。自分が普ふ段だん働いているようなまっとうなカジノであれば、こういう客には即そく座ざにマークが入る。大勝ちを許した日には、その日のうちにディーラーとしての首が飛ぶ。だが。

「……よろしいので？　王子様。そちらのレディも」

「ああ、余はただ一回勝てればいいんだ。これで負けたら、情けを掛かけてくれたゼムン王の面目を潰つぶすことになる」

　しかも賭けうる全額マツクスベツト。

　ここで負かせば二度目の勝負はない。ましてや自分が王子、同盟国の一人息子むすこだとも明かしている。義理人情を尊ぶゼムン王だけに、その情けに下手を打たせたとなれば、たかがディーラー一人どうなるか。

　まずはそこを利用している。
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「しかしお金のかからないカジノというのも、いいものですね。誰だれの懐ふところも痛まないのですから」

　通常のカジノと違ちがい、店に実害が出るわけではないから、それが何の問題もないことだと言っている。さらに、

「ああ、そうそう。そう言えばさっきの。さすが王宮にお呼びがかかるくらいの腕うで利ききディーラーです。現げん役えき勇者であるリーゼルとシーナさんを負かしたあのカード捌き、素晴らしいものでした」

　こちらがカードを操作したことも見み抜ぬき、弱みとして握にぎっている。そしてイカサマが可能なディーラーであることをわかって、このテーブルを選んできている。

　つまり彼はこう言っているのだ。




　勝たせろ、と。




（……素晴らしい）

　こんな真っ正直なゴトは初めてだった。

　国王とのパイプを持つ王子という立場。こちらが勝負を引き受けてから、初めて手持ちをさらす演技力。前もってこちらのイカサマを見抜いた観察力。そして今のこの交こう渉しよう技術。

　まさにバイ・オール・ミーンズ。

　小手先の技わざではない、しかし計算し尽つくされた、気持ちいいほど力ちから尽ずくの圧殺劇。

　ディーラーはほんのちょっとした悪戯いたずら心と共にカードを配る。つまり一いつ切さいの操作は行わず、素のままにカードを配ったのだ。

　マヒロへ二枚。自分へ二枚。

　ブラックジャックのルールは簡単だ。配られたカードで、ディーラーより二十一の数字に近ければ勝ち。

　ルールに従い、ディーラーは自分の二枚のうち一枚を表にする。スペードのキング。ジャック、クイーン、キングは全て十として数えるため、これで十。

　配られた手札を見て、マヒロはヒット。ディーラーはもう一枚のカードを配る。やはり操作はしない。最初に何を配ったかを把は握あくしていないのだ。操作のしようがない。

　マヒロが笑顔と共に、都合三枚のカードをさらす。クラブのエース。ハートの七。そしてヒットで引いたハートの二。そのうちエースはブラックジャックでは一、もしくは十一として扱あつかえる非常に強力なカードだ。そのエースを十一として数え、計二十。

　ディーラーが自分のもう一枚を開けるのはそれからだ。これがエースなら、最初のキングと合わせて二十一。ディーラーの勝ちであるが……。

「……」

　ダイヤの九。計十九。

　やはり操作はしていなかった。

　マヒロの勝利に、ディーラーは一礼した。

「おめでとうございます」

　これがポーカーで、王子がロイヤルストレートフラッシュを引き当てたというなら話は別だが……この配当は単純に二倍。ポーカーであればツーペア程度の、よくある勝利。

　この計画の実行もそうだが、それ以前に元手となる六千枚を用意するほどの器量がこの王子にはあったのだ。それをどのように用意したかはディーラーである彼女にはわからなかったが、それが運気にせよ才気にせよ、用意できた時点で彼に流れが向いていたのは事実だろう。

「ありがとう、真ま面じ目めに勝負してくれて。楽しかったです」

「こちらこそ、お相手させて頂けて光栄でした」

「話は変わりますが、余の側室候補になりませんか？」

　それに対し、ディーラーは笑え顔がおで言った。

　皆みなが皆、お遊びに席に着く中……今日初めて、真しん剣けんで、退たい屈くつのしない勝負だったと。

「五年後にまたお誘さそいください、王子様」




　　　　◆




「いやぁ、勝った勝った」

「何が勝っただ。あれだけ脅おどしておいて、ギャンブルなんてあったものか……」

「まあまあ、カトレアさん。勝てば官軍ですよ。あの外交官も浮うかばれると言うものです」

「そういうのは草くさ葉ばの陰かげでと言うんだ。あれも強ゆ請すりだろう」

　王自らも参加する決勝大会に、スーツ姿の冴さえない役人が出たところで、あのゼムン王がお喜びになるとでも？　しかも小国家群の中で、最も共和国を敵視しているあのゼムン王が？　連合という結束の中でせっかくこれまで築き上げられた同盟関係が……云うん々ぬん。

　一いち撃げきコロリである。

　六段重ねのドル箱を台車に載のせた二人が、エーデルワイスが勝負を続けるテーブルを覗のぞきにいったときだった。




　おおおおおおおっ……。




　黒山の人だかりから、感かん嘆たん混じりのざわめきが起きる。

「……飛びました」

　という、エーデルワイスの押し殺したような静かな声。

「沙穂の勝ちであります」

　という、ジェスの師し匠しようの声。

　興奮冷めやらぬように観衆が三々五々していく中、席を離はなれた手ぶらのエーデルワイスとパリエルに出会う。

「あ、王子……と、カトレアさん……？」

　不思議がるようなパリエルへの説明はあとにして、マヒロは聞いた。

「飛んだ……って、エーデルワイス。さっき見たとき二万枚近く稼かせいでなかった？」

　エーデルワイスが顔は向けず、視線だけでそちらを見やる。台車に十数箱を積んだ笑顔の沙穂と、どこか呆あきれ、半分は困ったような顔のジェスがいた。

「イカサマでございます」

「……なるほど」

　口には出さないし、表情にも出していないが、雰ふん囲い気きから相当悔くやしがっている様子はわかる。

「悔しくなどございません」

「……いや、誰だれも言ってないから。でも……へぇ」

　エーデルワイスの目を盗ぬすめたというのが素す晴ばらしい。エーデルワイスだけでなく、あれだけの衆しゆう人じん環かん視しなら気付けば誰でも口に出しそうなものだが……それがなかったということは、完かん璧ぺきなゴトだったということだ。エーデルワイスとしても、ただ負けたことよりはそれを見み抜ぬけなかったことの方が腑ふに落ちないのだろう。

「誰も悔しくなどございませんが」

「そんな詰つめ寄らなくてもわかったってば……！」

「エーデルワイス殿どのは強いでありますね。面おも白しろかったであります」

　沙穂だった。ジェスが付き合いきれないような面おも持もちで言った。

「一回つっただろうが……また馬ば鹿かみてえに勝ちやがって……」

「勝てるときに手を抜いたら、幸運の女め神がみはそっぽを向いてしまうのでありますよ。沙穂は勝てるから勝っただけであります」

　物事をあまり深く考えない様子の人だ。エーデルワイスの言うイカサマがどうあれ、あれこれと悩なやむ自じ称しよう玄人くろうとより、こういうタイプが勝ちを拾うというのもよくある話。

「マヒロ殿もたくさん勝ったでありますね」

「ええ、どうにかこうにかですが」

　そのとき、日にち没ぼつを知らせる……前ぜん哨しよう戦せんの終わりを告げる鐘かねの音が、時計塔とうから聞こえてきた。

　リーゼルとシーナは先ほど見た通り、エーデルワイスとパリエルも負け。エミットとアンゼリカはそれでもビンゴで一度当てたらしく、キリよく千枚。

　約一万三千を得たマヒロとカトレアの即そく席せきチームと、そしてエーデルワイスの勝ち分を丸々奪うばった隻せき眼がん師し弟ていチームが、断トツの四万超えで決勝進出と相成ったのである。
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　側近とも呼べる幾いく人にんかの大司教、司教、司祭。そして選えりすぐられた神官とシスター、親衛隊のように特別編制された聖せい騎き士し団。そうした多くの者を連れてゼムン王宮に入り、玉座の間へと通されたクラウディス・ルース・レンクティバルス枢すう機き卿きようは眼前の光景に眉まゆをひそめた。

「……これはいったい何の真ま似ねですか、エドアルド王陛下」

「真似ぢゃと？　馬鹿を言うな、ワシがやることはいつでも〝そのもの〟よ。見ての通りの麻雀マージヤン大会ぢゃ」

　自分より二十も歳とし上うえの老王の言葉を受け、クラウディスは再び視線を巡めぐらせる。都合五つの麻雀卓。耳みみ障ざわりなじゃらじゃらと牌ハイを交ぜる音、カチャカチャと牌を積む音、入れる音。王の言う通り、これでは賭と博ばく場そのもの。まかり間ま違ちがっても国こく賓ひんを迎むかえる状態ではない。

　だがクラウディスが訝いぶかしんだ理由は他ほかにもあった。

（……おかしい……あの男は何をしている）

　先に向かわせた異い端たん審しん問もん会のあの司教の姿もない。聖騎士団の姿もない。王宮に立ち入れなかったなら、自分が来たというのになぜ出で迎むかえにすら来ないのか。立ち入れたのならば相応の騒さわぎにはなったはずだろう。このゼムン王の性格はよく調べておいた。苛か烈れつな性格の人物だ、己おのれの誕生日を不ぶ躾しつけに荒あらされたゼムン王が、怒いかり心しん頭とうでいられぬはずがない。その一命によりすでに処分されたと言うのなら、姿が見えない事にも合点がいくが……教団の者を殺したとあれば、他の客が吞のん気きにゲームをしているはずがない。

「しかし遠路遥はる々ばる、ワシの喜き寿じゆを祝福しに来てくれるとはありがたい話ぢゃ。まあ座って話でもしようではないか」

　と、ゼムン王が背中を叩たたく。差し向けるもう片方の手は……他に掛かける場所もあろうはずがない、麻雀卓たくだ。

「……お待ちください陛下」

「ホレ、お付きの者たちはその辺で自由に飲み食いしてくれて構わんぞ。山の方では滅めつ多たに見られん馳走ばかりぢゃ、話のタネにもなるぢゃろう、あん？」

　クラウディスはその場を動かず、少し大きめの声で呼びかけた。

「陛下」

「なんぢゃ」

「私より先に、聖騎士を連れた若い司教が参りませんでしたか」

「おう、来たぞ。威い勢せいのいいのがのぉ」

　ゼムン王の目がぎら付いた。

　ならばわざとこうして振ふる舞まっているのか。

「陛下がお誕生日にこのような戯たわむれをされることは聞き及およんでいたのですが、彼は若さ故ゆえに教えに忠実すぎました。私の制止を聞かず、枢機卿の訪おとずれる前にそのような場を静めておくと言って飛び出していったのです。陛下に何か不ふ愉ゆ快かいな思いをさせたのではと、心配していたのですが」

「ワシも最初はそう思ったんぢゃが、なに、話せばわかるもんぢゃ。それより最近は歳のせいかこうして立ち話をしているのも辛つらくてのぅ。まさか客に立たせたまま、ワシだけ地べたに座るわけにも行くまい」

　老王が見せるのは、あからさまな敵意である。ならばあの司教は、一応の役目は果たしたと言うことか？

「お言葉ながら陛下。私も神に仕える者として、賭かけ事の席に着くわけには参りません」

「ほう？」

「単刀直入に申し上げます。今はこの大陸全体が非常に不安定な時期……かような時に陛下御おん自らが賭け事に興じ、あまつさえそのような場所に教団の者を招いたとあっては民たみはどう思うでしょうか。民心は離はなれていってしまいます。何なに卒とぞ、お考え直しください」

「ふん、己のやりたいことをやりたいようにできんで何が王ぢゃ。お前はワシを祝福に来たのか？　それとも説教をしに来たのか？　どっちぢゃ？　あん？」

　……これでいい。クラウディスは裡うちに笑った。目的は祝福でも、融ゆう和わでもない。不仲だ。不仲の先に訪れる、言い逃のがれのできぬ要求だ。

「陛下。お聞き届け願えませんか。このままでは、私は枢機卿として陛下を背教的と認めねばならなくなるのですよ」

「ふん、汝なんじ賭かけることなかれか？　ぢゃがワシに言わせれば人生とはギャンブルぢゃ。よく言う運命なんぞとは、要は可能性の話ぢゃろうが」

「……」

「お前を例にたとえればぢゃ。大だい神しん殿でんを出るということは、目的地に辿たどり着くということに賭けるわけぢゃ。馬車に轢ひかれず、魔ま物ものに食われず、病に倒たおれることもなく、そういう可能性に全すべて打ち勝った上で、今こうしてワシの目の前にいるのではないのか？　この世に生まれ落っこちた以上、賭けておらぬ人間などおらんという話ぢゃ」

　面おも白しろい話だ。面白いが、クラウディスはゆっくりと首を左右に振った。この王がギャンブル好きなことも、故によくこのたとえ話を持ち出すことも調査済みだった。

「主を信じ、己の正しき心に迷いがなければ、運命ではなく導きとしてそこに至ることは可能なのです、陛下。賭けるということは、すなわちそうしたあるがままの天命を否定するということ。立派な背信行こう為いなのです」

「ほう、言い返しよったか。かかかっ、さすがだのぉ。徳を積んだ者が言うことは違ちがうわい」

「では……」

「しかし立ち話はツライのぉ。膝ひざに来るのぢゃ。続きは席に着いてから聞いてやるわい。汝年寄りを労いたわることなかれとでも教えられとるのか？　ああん？」

　挑ちよう発はつするようにそっぽを向いた老人は、奥の麻雀卓へ向かってなんとも達者な足取りで歩き始めた。

　側近の大司教が耳打ちしてきた。

「……何やら企くわだてている様子です」

「わかっている」

　この空間を取り巻く空気が、どこか白々しい。こちらには滅多に姿を現さぬ枢すう機き卿きようが現れたというのに、敬う声の一つもない。

（……異端者どもめ……）

　だがこのまま一人で入り口に立っていても、話にならない。帝てい国こくとの密約の手前もある。クラウディスは虎こ穴けつに入ることを半ばわかっていながらも、虎児を得るためその卓の側そばまで歩み出た。

　ゼムン王はすでに席に着いている。

「どうした、座らんのか」

「陛下のお体が休まるのでしたらそれで充じゆう分ぶんでしょう。私はこのような席に着くことはできません」

「賭けねばよいのぢゃろう、賭けねば。お前さん何か勘かん違ちがいしとるようぢゃが、今日のこの大だい完かん徹てつ大会、金品を賭けておる者は一人もおらんのぢゃ。のぉ、そうぢゃろうが」

「ええ、そうですね。おじーちゃん」

　横合いからあの司教と聖騎士を引き連れて現れたのは、クラウディスと同様の法衣、帽ぼう子しを被かぶった若き枢機卿。なるほど、目上の言うことしか聞かぬこの司教だからこそ、と選んだのが徒あだになったようだ。

（っ……、この女か……）

　大神殿の不良娘むすめが、どこを放ほう浪ろうしているかと思えば今になって現れた。

　先代枢機卿の忘れ形見とも言うべき目の上の瘤こぶ。ただその孫に生まれたというだけで、枢機卿の地位を手にした女……エミット・リカ・エリクシル。

「お久しぶりです、クラウディス枢機卿。唐とう突とつですが今日のこの宮殿では純じゆん粋すいにこのコインの移動を楽しむために、皆みなさんゲームに興じていらっしゃるだけでして。それを出会い頭がしらに悪意に満ちた金銭のやりとりと決めつけ、背教容疑までかけるのはいかがなものでしょうか」

「……なるほど、陛下がここまで堂々としておられる理由はよくわかりました。しかしあなたは何ヶ月も枢機会にも出席せず、ここで何を？」

「預言者様の仰おおせの通りにしていただけです。おや、おかしいですね。枢機会の議長となられたクラウディス枢機卿ほどのお方なら、預言者様より何か伺うかがっているかと思いましたが」

（この女っ……）

　ありもしない与よ太たを平然とよく喋しやべる。現教皇同様、ただ寝ねているだけの女が機能していないことなど、同じ枢機卿であるエミット自身知っていることだろうに。だが立場上、クラウディスもまた部外者のいる前では、預言者の立場を否定することはできなかった。

「生あい憎にくと、預言者様はお休みになっている時間が長いものでして……あなたこそ、それを知らないわけではありますまい」

「そうですね。相当気き紛まぐれですものね、預言者様は」

　互たがいに言葉遣づかいは慇いん懃ぎんだが、二人の枢機卿が対立するという有り得ぬ状じよう況きよう、不ふ穏おんな空気は、周りの牌を打つ手も止めさせてしまうほどだった。

「ふん、お前たちの仲が悪いのはよくわかったわい。もう面めん倒どうぢゃから手短に話そうではないか。帝国親派ということはわかっておるのぢゃ、クラウディス枢機卿。お前の目的は何ぢゃ？　このワシを異い端たん者しやにすることか？　そんでもってワシを強ゆ請すり、帝国に利するように仕向けることか？」

「……滅めつ相そうもありません。私は神殿教団という中立の立場から、この大陸により正しき未来をもたらすために活動をしたいと思っている所存です。ですがグランマーセナル帝国の掲かかげる、魔ま王おうと魔物に備えるための一意団結が理に適かなったものだと思っていることもまた事実……ですから連合諸国の皆みな様さまには、今一度帝国の理念に耳を傾かたむけていただけるように、また、帝国に対しては武力を用いた侵しん攻こうを思いとどまるように働きかけたいと思っている所存です。これは私の揺ゆるぎない意志であると同時、現在の枢機会の総意でもあります」

「ほう、では耳を貸してやろうではないか」

　クラウディスは内心で舌打ちをした。

　言葉を綺き麗れいにしすぎたか？　耳を貸す？　馬ば鹿かな、それではうまくない。それは、今この場は丸く収まるだろうが、そうすんなりと翻ひるがえってもらっては困るのだ。いくらこいつらが耳を貸すと言ったところで、帝国には退く気がない。また、帝国に退いてもらっても困るのだ。だからゼムン王には、会話も成り立たぬほどの怒いかりを持っていてもらわねばならなかったのに。

　教団が権けん威いを失った原因が何かと言えば、この大陸が平和過ぎたからに他ほかならないのだ。混こん沌とんとした心安まる暇いとまのない時代だからこそ、宗教とは人々の心に安らぎを与あたえる……否いな、依よってすがるための唯ゆい一いつの柱となり得るのだ。だからこそ、そこに人々の莫ばく大だいな思いが集つどって権威となり、そこに集まる莫大な金が権力を生み出すのではないか。

　何も知らない者はありもしない神に感謝し、安らぎを得る。それでいいではないか。知る者は現実にある権威と、権力を得る。それが世の中の仕組みだ。信しん仰こうだけでは、腹は満たされない。教団領の信徒とて、皆生きた人間なのだ。そういう仕組みを新たに構築せねば、教団領はじきに成り立たなくなってしまう。

　この先、せっかく自分が教皇という名の王位に就ついても、神の如ごとき形けい骸がいでは意味がない……！

「陛下……」

「細かいことは言わんわい。まぁワシもただのゲームではつまらんと思っていた所ぢゃ、お前が勝ったら国内の全すべての賭と博ばく場を閉へい鎖さした上で、帝国との話し合いの席に着いてやろうではないか」

　クラウディス以上に、他の者たちが驚おどろいていた。特にこの国の者たち、この王の側近たちだ。やると言ったら本当にやる人物だとわかっているのだ。

　そういうことなら話は別。

「……誠まことですか、陛下」

「汝なんじ疑うことなかれ、ぢゃろうが？　あん？　約束を違たがえたなら、そのときこそ異端者でもなんでも好きに呼べばいいわい」

「……」

「ほれ、さっさと席に着かんか。さっきの話はどうしたんぢゃ？　正しいと信じとるなら天の導きがあるんぢゃろうが？　それとも噓うそをついたわけぢゃあるまいの？」

　いちいち、いちいち……癪しやくに障さわる爺じじいだ。

「……わかりました。ですが、私はこのゲームのことをよく知りません。あいにくの不作法ですので、他のゲームか……でなければ、代わりの者でもよろしいでしょうか」

「おう、代打ちでも構わんぞ。ぢゃが他のゲームはなしぢゃ。ワシは誕生日の最後だけは、好きなだけ牌を打って締しめると決めておるのぢゃ。嫁よめたちにこの日だけ徹てつマンが許されとるでの」

　転ばぬ先の杖つえ。備えあれば憂うれいなし。

　ギャンブル好き、とりわけ麻雀マージヤン好きの王であることなど、性格以前に知れた話。しかもわざわざ向こうから、勝負に乗らざるを得ない状況を用意してくれたのだからありがたい。

「では……この中に、誰だれか陛下のお相手ができる者は」

「はい、枢すう機き卿きよう猊げい下か」

　細々とした人形のような声で、どこか虚うつろな目付きの一人の女司祭が進み出る。

「許されざる過去ですが、教団の素す晴ばらしい教えを受ける以前にこのようなゲームを行っていたことがあります。そのように罪深い私ですが、お役に立てますでしょうか」

「それもまた導きだったのでしょう、ディアナ司祭。お前の真しん摯しな悔かい恨こんが、過去の過あやまちを正しき未来への導きへと変えたのです。これもまた賭かけ事ではなく、正しき導きのための正しき行い。私が付いています、安心して席に着きなさい」

「はい、枢機卿猊下」
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　決勝大会を抜ぬきに、クラウディスを叩たたくためのシードとして残されたマヒロとカトレアは、片かた隅すみからその様子を見守っていた。

　何せ敵は神しん殿でん教団であるし、やると決めたからにはマヒロもゼムン王もまともな勝負、交こう渉しようをするつもりはまるでない。リーゼル、シーナという現げん役えき勇者はどちらに味方しようにも困るだろうし、話もややこしくなる。最悪はクラウディスの駒こまにされる恐おそれもあるため、うまく言いくるめて先に休んでもらうことにした。

　しかし二人きりというのもそれはそれで癪なので、監かん察さつ役としてアンゼリカとパリエルを押し付けてきた。

「どうですカトレアさん、特等席からの眺ながめは」

「全く最高だな。しかしあのクラウディスという奴やつも、あんな善人面づらして随ずい分ぶんなタヌキオヤジじゃないか」

「どの辺がです？」

「代打ちに着いたあの女司祭。共和国の賭博場を散々荒あらし回った挙げ句、当局は愚おろか大たい君くんからも目を付けられたプロ中のプロ。要はゴト師だ。どこに逃にげたかと思えば、まさか大神殿とはな……笑えてくる」

「麻雀も強いんですかね？」

「あいつは相当な精度の探査魔法の使い手じゃないかと言われている」

　探査魔法。通常は冒ぼう険けん者が宝箱や、洞どう窟くつ内に仕し掛かけられたトラップを調べるために用いるものだ。最初は薄うすぼんやりとした抽ちゆう象しよう的にしか見えぬものが、修練を重ねるにつれて機構や色まで判別できるようになる。

　それなりの精神の集中、それに伴ともなう疲ひ労ろう、また大たい抵ていの使い手は呪じゆ文もんなしには大まかな形までしか判別できない……等々。それは一いつ般ぱん的なイカサマ同様、思いつく者は多々いても、ギャンブルに応用するには無理がある、という机き上じようの空論的なものだ。

「……それを、やると？」

「話を統計的にまとめると、その辺りの結論しかない。ＣＩＣうちの上層部もスカウトを検討するにまで至ったんだ、まず間ま違ちがいないだろう。何にせよクラウディスは、こうなる流れも予想してプロのギャンブラーを用意してきたというわけだ」

　なるほど、タヌキだ。あれもまた教団の事実上のトップという仮面を被かぶった、何者か。

「……エーデルワイス殿どの、これは上がれるでありますね？」

「はい、結構です」

「ではロンであります」

　カードはやたらと強かった沙穂だが、麻雀はやり方をよく知らなかったらしい。最初はフリテンやら何やらで点数を減らしていた沙穂だったが、エーデルワイスがアドバイスに付いたところ……ビギナーズラックというやつか、徐じよ々じよに勝ち始めていた。

　どうやらこの卓たくは沙穂がトップで通過らしい。

「……だめだ、あの二人。言っても聞かねえ。優勝する気でいやがる」

　珍めずらしく諦あきらめた様子のジェスが歩いてくる。

「お前からもあの侍じ従じゆう長になんとか言ってくれ」

「余が言って聞くようなら、誰がハリセンで殴なぐられたりするものか」

　そのとき、ゼムン王からようやく声がかかった。

「特別招待枠わくぢゃ、クソガキ。シードと言っても、ただ突つっ立っとるのも暇ひまぢゃろう」

「はいはいクソジジイ……行きましょう、カトレアさん」

「私は何をすればいい？」

「イカサマとかできます？」

「心得はあるが、ゴト師相手に見破られない自信はないな」

「じゃあ、任務に専念してもらって構いませんよ」

　肩かたをすくめたカトレアを連れて歩き出す。

「あとは……そうぢゃのぉ。エーデルワイスよ、その卓はもう決まったようぢゃの？　その娘むすめは暇なのか」

「はい、陛下」

　エーデルワイスが頭こうべを垂れ、沙穂が嬉うれしそうに笑う。

「沙穂が一番を取ったでありますよ」

「おう、そうかそうか、よしよし、かかかっ。お前もこっちに来て席に着くがよい。やはり卓を囲むなら可愛かわいい娘と一いつ緒しよに限るわい。のぉ、かかかかかっ……！」

　そうしてゼムン王、マヒロ、女司祭、沙穂の四人が卓に着いた。最後の一人は誰でもいいのだが、たまたま沙穂が一番に抜ぬけたというそれだけの理由である。

　麻雀であるが、これは簡単に言えば手元に配られた牌を、山の牌と一つずつ入れ替かえていき、役を作っていくゲームだ。

　全すべてのルールを把は握あくするまでには多少時間がかかるものの……役を形作る牌の数が十四と多めであり、故ゆえにそれが役の多様さや、ゲームの奥深さに繫つながってなかなか人を飽あきさせない。スピーディーにテンポよく勝敗の決するのが魅み力りよくのカードゲームと対照的に、じっくりと腰こしを落ち着けて遊ぶにはもってこいの、大陸で最も人気のあるテーブルゲームの一つだ。

　役を作ればそれで上がりとなり、ゲームは次に進むが……より整った役、より珍しい役の方が点数が高くなる。一回ごとのベットではなく、最終的な得点で優ゆう劣れつを決めるために、簡単な役で早く上がって点を重ねる、一回の大きな役で大逆転を狙ねらう、等々の駆かけ引きも面おも白しろみの一つであろう。

　サイコロが転がり、牌が配られ、さくさくとゲームが始まったその一いち巡じゆん目。親となったゼムン王が、捨てる牌を選びながら言う。

「しかしクラウディスよ。お前はワシが勝ったら何をしてくれるのぢゃ？」

「何を……とおっしゃいますと？」

「お前が勝ったら、ワシは国家予算の三割を満たす賭と博ばく産業を捨てると言っておる。それに見合った見返りが欲しいのぉ。張り合いが出んわい。やる気のない年寄りをいぢめることが、果たしてお導きと呼べるのかのぉ？」

　どん、と強めに牌を切るゼムン王。

　マヒロは山から牌を取り、そしていらない牌を場に捨てた。ゼムン王が続ける。

「どうした、そっちはお導きとやらで必ず勝つんぢゃろうが。建前よ建前。もし万が一、ワシの強運が天命に勝ってしまったら、という話ぢゃ……それとも負けるのが怖こわいんぢゃなかろうな？　お前さんたちの神さまは所しよ詮せんその程度か？　ぢゃったらワシは神など信じぬ。負けても言うことなど聞いてやらんぞ」

　タンッ。

　なるほど慣れた手付き、指先でディアナ司祭が小気味よく牌を切る。

「主はあらせられます。天命を受け主に導かれし私の指先は、勝利以外の何物をも摑つかみません」

「くかかかっ！　ほれ、大した信しん仰こうを持った下の者がこう言うておるではないか。ではワシが勝ったら賭博産業で失うと同じ額だけの金をもらうかのう。このゼムンの国家予算の三割ぢゃ、よいな？」

「……よろしいでしょう」

　クラウディスの口が重くなった。それまで揺ゆるぎなく泰たい然ぜんとしていた表情に、わずかだが緊きん張ちようが垣かい間ま見えた。

「では沙穂はこれを切るであります」

　沙穂が牌を捨て、再び自分の番となったゼムン王が言う。

「それとぢゃ……ミスマルカからは紋もん章しようをもらうかのう」

「は？」

　その節くれ立った指が、念押しするように力強く牌を置く。

「あん、どうしたマヒロ？　どうせ勝つのは向こうの司祭と言っとるんぢゃ、本気で考える必要はあるまい？」

「お待ちください」

　クラウディスが最悪のタイミングで口を挟はさんできた。

「ゼムン王に差し上げられるということは、私どもの勝利に対しても差し出していただける……そう考えてもよろしいのですか？」

「おう、それがいいわい。のぉ、聖せい魔ま杯はいもそれを蘇よみがえらせる紋章も、元はと言えば聖魔王の聖遺物。ワシは前々から思っておったのぢゃ、そんな大切なものはどこか一国が独り占じめしているよりは、公正中立な立場のどこかに預かってもらうのが、最も公平で筋が通っておるとな」

（なるほど、そうきやがったか……）

　会合で見ていたより妙みように協力的だと思っていたが、どうやらこちらが本心だったようだ。クラウディスは紋章を突いてくるに違ちがいないなどと言って、一番欲ほつしているのはこのゼムン王。一つの状じよう況きようを二重に利用してきたのだ。さすが一代でここまでの国土国力を手にした希代の王といったところか。

「……いいですよ。賭かけましょう、紋章」

「おう、貴様はラヒルの代理できておるのぢゃ。貴様の決定はラヒルの決定と同じ重みを持っていることを忘れるでないぞ？」

　会合で諸しよ侯こうを脅おどすときの、あのギョロリとした目がマヒロの顔を覗のぞき込む。だからマヒロは笑い返した。

「しかしそれにしては安いですね」

「何がぢゃ？」

「聖遺物に値段が付けられるとでも？　まさかゼムンのカジノの上がりだけで買えるなら、陛下はもうとっくに買い上げられているでしょう？」

「何が言いたいのぢゃクソガキ」

　マヒロが叩たたき付けるように牌を切る。

「金じゃ足りないって言ったんだ。国土の半分をよこせ。ヘルベ川から南西全部。それで話に乗ってやる」

　ゼムン王のそのときの顔、ぎっ、と歯は嚙がみする音が聞こえそうなほどだった。それを上向き加減に嘲あざ笑わらう。

「おいどうしたじじい、返事がないぞ。耄もう碌ろくしたか？　どうせ勝つのは向こうの司祭なんだろう？　そう本気になるなよ、血管切れるぞ」

「くっ……。くくくくくっ……、くかかかかかかっ……！　いいぢゃろう、賭けてやろうではないか……！」

「いい度胸だ、そっちもいいな？」

　急にマヒロに話題を振ふられたクラウディスが面めん食くらった。

「なっ……、何のお話ですかな……」

「アイラン丘きゆう陵りようから北東の一帯、ミスマルカに割かつ譲じようしてもらう」

　さしもの枢すう機き卿きようも血相を変えて声を大きくした。

「な、なにをおっしゃいますか王子……！　教団領を、それも大だい神しん殿でんのある……！」

「神からもらった土地でも悪魔から奪うばった土地でも、大神殿があっても何でも結構だ。生あい憎にくこっちも、主の加護もないペテン師相手に勝負するつもりはないんでね。嫌いやなら降りさせてもらう」

　聖職者を気取っていても、やはり中身はエミットが推察するとおりの俗ぞく物ぶつのようだった。平静を装よそおっていても錫しやく杖じようを握にぎる手、こめかみの動き、視線の彷徨さまよい……こちらの不敬を諫めるのではない、己おのれが馬ば鹿かにされたことに対する憤いきどおりが見て取れた。

「さすがにくれてやるとは言えないか？　はっ、しょぼい信仰だな」

「っ……、……いいでしょう。ですが必ずや、主は正しき道をお示し下さいます。マヒロ王子。いかに冗じよう談だんといえども天より与あたえられし地を欲しようとしたその傲ごう慢まん、深く悔かい恨こんすることです……！」

「あひゃひゃひゃひゃっ！　あとで暇ひまだったらね」

　まあこれでいいろう。さすがに国土なんてもらっても仕方がないが、紋章の探たん索さくの権利を賭けさせたも同義。あとは勝つだけだ。

「よおし、話は決まったわい……おいっ!!　アンジェロを呼べっ!!」

　側近にそう命令するとゼムン王は席を離はなれ、代わりにやってきた男がその席に着く。

「クラウディスが先に代打ちを用意したのぢゃ、何も問題はあるまい」

　上には薄うす手でのシャツ一枚まとっただけの、黒くろ髪かみ瘦そう軀く。なりは軽いがその身にまとう雰ふん囲い気きが、あたかも熟練傭よう兵へいか何かのように、命賭けな修しゆ羅ら場ばをくぐった様子を窺うかがわせていた。

「久しぶりだなディアナマリナ。まさかまた君と卓たくを囲めるとは思っていなかった」

「あなたのように不ふ浄じような者など、私は存じません」

　タンッ。無機質な目をしたディアナが、再び綺き麗れいに牌を打つ。

　背をかがめたカトレアが耳打ちしてきた。

「あれは大君お抱かかえの代打ちだぞ。一晩で何十億が動くような闇やみ賭と博ばくの常連、大陸でも最強クラスのギャンブラーだと言われている。気を付けろ……というかお前、本当に勝てるのか……？」

「正直、無理です」

「おい……。」

　冷や汗あせを流し目を丸くしたカトレアをよそに、席を立ったマヒロはとりあえずエーデルワイスを指招き。

「そういうわけでここは一つ、我が国が誇ほこる侍じ従じゆう近衛このえ騎き士し将軍閣下にご尽じん力りよく願おうか」

「……殿下。それは構いませんが、策はおありなのでございましょうね」

「……え？　だからエーデルワイスが余の策」




　スパァン!!




　雷らい鳴めいのようなハリセン音に大勢が振り返ったが、それはそれとして。嘆たん息そく代わりに目を伏ふせたようなエーデルワイスが、マヒロの席に着いた。

「一つ確かく認にんさせて頂きますが、此こ度たびのゲームは金銭と言うより権利のやりとりを賭けたものです。その獲かく得とくは何によって、またどの時点で決定するのかをお聞かせ下さい」

「ふん、完かん徹てつ大会ぢゃ。日の出の鐘かねが鳴るまでに、最も点を稼かせいだ者の総取りでよかろう」

　ゼムンの代打ち、アンジェロが問う。

「ハコとなった場合は？」

「半荘ハンチヤンごとの精算も面めん倒どうぢゃ。マイナスを付けたまま続行する、よいな？」

　麻雀は四人のプレイヤーそれぞれが、順番に親となって進めていくゲームだ。それが二巡じゆんすることを半荘ハンチヤンと呼び、大たい抵ていはこの一区切りを一ゲームと見なしてその都度精算を行う。さらに続けて行う場合は順位を記録し、それぞれの最初の持ち点はリセットすることで仕切り直しとなるわけだが……今回はそれをしない。夜明けまでひたすら点数を持ち越こしていく。

　マイナスとなれば何万点でもマイナスに、プラスは何十万点でもプラスに積み重ねていき、最終的にトップであったチームが己の望むものを手に入れられるのだ。

「俺もいろいろな卓で打ってきたが、これほど単純で力任せなゲームは初めてだ。面おも白しろい」

　雇やとわれプロのアンジェロに異論はなし。

「愚おろかしい。ルールや方法など所しよ詮せんは浅はかな人の手による決めごと。主の導きを阻そ害がいするものではありません」

　同じく神に仕えしディアナの意志にも揺ゆらぎなし。エーデルワイスも小さく首しゆ肯こう。

「承知いたしました。分かり易やすく妥だ当とうでございましょう」

　そして犯罪組織がやりとりするようなシマの利権など歯し牙がにもかけぬ、国家、国土、勢力の存亡をも賭かけた大陸史上最もイカレたレートのゲームが、ついに回り始めた。

　その矢先。

「……？」

　沙穂だけが片方の目をぱちくりとして小首を傾かしげていた。

「ハコってなんでありますか？」

　吞のん気きな沙穂の声に、見守っていた一同が脱だつ力りよくする。まあ、牌を握にぎるのは今日が初めてのような、この面メン子ツの中にあっては場ば違ちがいなほどの素人しろうとだ。

　アンジェロが点棒を握って言った。

「細かいことはいい。とにかくこいつを集めた奴やつが勝つ」

「了りよう解かいであります。とてもわかりやすいであります」

　とん、と気楽そうに沙穂が牌を切る。まるで麻雀の簡易版、ポンジャラを打つ子供のような手付きである。

　ゼムン王が聞いた。

「そう言えば嬢じようちゃんよ、お前さんは何が望みぢゃ」

「どうせ沙穂は、みんなのように大したものは持っていないのであります。賭けにならないのでありますよ」

　アンジェロが牌を切り、ゼムン王が答える。

「構わんわい、どうせ各おの々おのが荒こう唐とう無む稽けいなものを賭けておるのぢゃ。まあ形としてぢゃ、何でも好きなものを言うてみい」

　すると場は意外や意外、皆みなが皆、沙穂の言葉に注意を払はらって傾けい聴ちようした。

　だからゼムン王もそれを聞いたのだ。

　最後の最後、万が一にも己おのれたちが勝利に至らぬ場合……彼女を勝たせることで、窮きゆう状じようを脱だつする。言わば荒唐無稽なこの一夜を、夢む幻げん泡ほう影ようにできる可能性があるとして。

「いいでありますか？」

　エーデルワイスが牌を切り、マヒロは言った。

「まあ、うちの国も貧びん乏ぼうなので、ある程度は加減してもらえるとありがたいですけど」

　ディアナが牌を切り、クラウディスがゆっくりと頷うなずく。

　国も組織もバックに持たぬ、たった一人の女の望み。たかが知れたものだろうと、全員が侮あなどっていた。

「構いません。我々にできることは限られていますが」

　そして沙穂は、山から引いた牌を見もせずにその場に表にした。

　一同が訝いぶかしんだ瞬しゆん間かん、笑え顔がおが切り替かわる。

　無む邪じや気きなそれから、悪あく魔まのそれへ。

「では、沙穂が勝ったらみんなの命をもらうでありますよ」

　そうして倒たおした彼女の手配には、数えて四飜スーハンの非常に手て堅がたい役ができあがっていた。

　　　　[image: ]

「おい馬ば鹿か、てめえまた何言って……！」

　横合いから食ってかかろうとしたジェスを、沙穂は椅い子すごと振ふり向き様ざまに蹴けり飛ばす。ジェスの体を受け止めようとした聖せい騎き士し団が、将しよう棋ぎ倒だおしになりそうなほどの威い力りよくであった。

「命なら沙穂も持っているし、みんなも持っているであります。とても平等な賭けになるでありますね？」

　各勢力がそれまで賭けたものは、このゲームは、元よりとてつもない高レートのギャンブルのはずであった。だがそんな有り得ぬ緊きん張ちよう感かんを打破してなお、白井沙穂という女が見せた笑顔は場を凍こおり付かせた。

「沙穂が勝ったら沙穂はこの場の全員を殺すであります。沙穂はとても強いので、誰だれも逃にがさないのでありますよ？」

「貴様、枢すう機き卿きように向かってお命を頂ちよう戴だいするとは何事かぁッ……!!」

　進み出た聖騎士の隊長格が剣けんの柄つかに手をかけながら、沙穂の横に立つ。

　キンッ、という甲かん高だかい金属音。

「殿でん中ちゆうであります」

　心得のない者は音と気配だけ。心得のある者は、音速の如ごとき凄すさまじい居合い切りをそこに見た。沙穂は座ったまま、まるで鞭むちでもしならせるようにその刀を抜ぬき、そして鞘さやに収めていた。

「っ……？　!?　　!?」

　聖騎士は、抜いた柄に刃はが付いてこないことに今さら気付き、鞘ごと叩たたき切られた刀身の断面に絶句していた。聖騎士団の装備は少なからずミスリル銀も使用されている、大陸でも最高クラスの武具なのだ。

　ようやく彼らは全員気付く。

　国家予算、国土、紋もん章しようなど目でもない。最も高レートを吹ふっ掛かけてきたのはこの女だと。

　あのときやこのとき。ひょっとしたら自分もこんな笑顔だったのだろうかと、固かた唾ずを吞のんでからマヒロは問うた。

「それはつまり、あなたが負けた場合は……」

「誰でもいいから沙穂を殺せばイイであります」

　馬ば鹿か馬鹿しい、くだらない、冗じよう談だんを……。

　あってしかるべきそんな声が、どこからも聞こえない。それほどまでに彼女の見せた剣けん術じゆつ、殺気は強大だった。そしてそれに吞まれていた。ゼムンの宮きゆう廷てい騎士団がいる。聖騎士団もいる。この国の王を、連合盟主国の王子を、枢機卿を手にかけて、その後満足にいられるはずがない。

　でも、この笑顔を見れば何となくわかる。

　彼女は、そんなことは気にも留めていない。やると言ったら必ずやる。彼女の勝利で終わった場合、次の瞬間には全員の首が落ちている。先ほど見た居合いの速さで、全すべて死ぬ。

「そう言えば沙穂はツモであります。でも点数の数え方がまだよくわからないでありますよ」

「……タンヤオ、ドラ二。……三九〇〇ザンク。千、二千だ」

　親のアンジェロがそう言って、千点棒を二本。エーデルワイスとディアナがそれぞれ一本、沙穂に支し払はらう。

　ゲームはすでに始まってしまっていた。

　皆、己の勝ちを信じて疑わなかった。勝てばいいだけの話だろうと相手を脅おどし、脅した結果……決して、誰にも負けられなくなっていた。

　山が崩くずされ、牌を交ぜる洗牌シーパイという作業に移る。暗あん黙もくのうちに、牌は全ては伏ふせられなかった。エーデルワイス、ディアナ、アンジェロが動く。

「……っ、たく……だから言わんこっちゃねえ……」

　蹴飛ばされた痛みに、わずかに顔をしかめたジェスがやってくる。

「おい、マヒロ」

「わかってる。いま考えてる。強いんだろう、君の師し匠しようは」

「ああ、ハンパじゃなくな……。俺が見た限りだが、三さん剣けんのあの二人よりまだ強つええ」

　龍りゆう殺ごろしと銀ぎん髪ぱつ鬼きを凌りよう駕がする。並の騎士、剣士では押さえかかるだけ犠ぎ牲せいが増えるということだ。ゲーム中に彼女を確実に勝利させない策を一つ。そして万が一にも彼女が勝ったときのために彼女を思い止とどまらせるか、物理的に制止できる手札……保険が一つ欲しい。

「大体、何が国土や紋章だ。アホかてめえら、ふざけたもの賭かけやがって……」

「わかってるよ、それくらい……」

　おかげで退ひくに退けないのは誰でも一いつ緒しよ。問題は教団とゼムンだ。もし負けそうになった場合にでも、彼女の要求なら力ちから尽ずくで封ふう殺さつできると思い込んでいるなら、少なくない血の雨が降ることになる。

　カトレアが言った。

「……お前の所のメイド長閣下は強いのか？」

「趣しゆ味みは紅茶とパッチワークだからね、指先は器用だよ」

「……なるほどな……」

　後ろからでも注視しなければ気付かないが、どこからか盗とった牌を自然に丸めた指に握にぎっている。山から牌を引く……ツモった瞬しゆん間かんには、牌の模様が入れ替かわっている。次に瞬まばたきしたときには、それが不要な手牌と入れ替わっている。アンジェロもディアナも、似たようなことはしているのだろう。

　呆あきれ返った様子でカトレアが言った。

「……ひどいゲームだ……四人中三人がゴト師とは……」

「でも案外、一番のゴト師は彼女かも知れません」

　マヒロは視線だけを沙穂へやる。先ほどの上がり方もそうだったが、ときどき、ほとんど牌を見ずに捨てることがある。引く前からそうだと知っているかのように。

「〝ガン牌〟というやつか」

　牌が伏せられていてもわかるような、ちょっとした傷を記き憶おくしておく。あるいは自ら、他者には悟さとられ難にくい何らかの印を付けて、あらかじめどの牌がどこにあるかを見み極きわめる。そういうイカサマ手法だ。ディアナの探査魔法も、事実であれば特とく殊しゆなガンの一種と言えるだろう。だが沙穂は今日覚えたてのような素人しろうとだ。今まで見てきた性格から、その覚えたてが演技だとはどうしても考えにくい。でもガンはできている。

　ジェスが呟つぶやくように言う。

「……いや、師匠には確かにそういう節がある。いつもそれで因いん縁ねん付けられて暴力沙ざ汰たになっちまうんだが……誰だれもそのタネがわからねえ」

「……つまり、エーデルワイスをポーカーで負かしたのもそれってことか……」

　ツモ。ツモ。ツモ。ツモ。ツモ……。

　誰も上がれずに流れるということがない。しかも他人の捨てた牌で上がる、ロン上がりが異様なほど少ない。ただ上がるということは少なく、上がらせないために上がることが圧あつ倒とう的てきに多い。互たがいが互いのイカサマを黙もく認にんし合い、それでもなお潰つぶし合う異様な闘たたかいが続いていた。

　希まれに誰かに大きな手が出ても、数を重ねるうちに点数の濃のう度どが平均化されていく。それでもやはり経験がないことが災わざわいしたか、沙穂は四位低てい迷めい。三着以上は混戦荒あれ模様。

　そうして数時間が過ぎ、日付が変わる頃ころになってようやく一いつ旦たんの休きゆう憩けいとなったとき。

「沙穂は不器用なのでうまくできないのでありますが、みんなが手に隠かくしたり端はじっこと入れ替えたりしているのはなんと言うでありますか？」

　何の嫌いやみもない、純じゆん粋すいな疑問系。

　ここまでくるとマヒロとしては、なんかもう笑える気分だった。あれほどの凄すご腕うで剣士、隻せき眼がんだろうと動体視力の悪いはずがない。ただ、あまりに三人ともが当たり前のように行っていたので、イカサマだとわからなかったのだ。だがそれほどの素人に最初から見み抜ぬかれていた三人の胸中たるや、いかほどか。

　すぱん。

「誰のおかげでわたくしが苦労しているとお思いで」

「はい、ごめんなさい……」

　他の卓たく……本来の決勝大会は決勝大会でゲームが進んでいるようだったが、何せこちらの卓だけは背を向けていても伝わってきそうな、どうにも異様な気き迫はく。ただならぬレートの勝負であると、少なからず噂うわさにもなっていた。

「ほんとにもう、馬ば鹿かみたいな下らないことしてるのね」

　少し離はなれたところで椅い子すにかけ、ずーっと静観していたエミットが言う。下ろした髪かみに帽ぼう子しを被かぶった法衣姿で、背後に昼間の司教と騎き士しを並ばせたエミットの姿は、普ふ段だんのやんちゃさもなく、何とも別人のようであった。

「おじーちゃんも汝なんじたちも。まるで子供の意地の張り合いじゃないの」

　だがいくら大きなものを要求したところで、マヒロとしては失うものに変わりはないのだ。ならば少しでもハッタリかまし、プレッシャーをかけるのが最善策と判断したまで。

　……まあ、多少は勢いで言った部分もあるが。

「すみません、生あい憎にくと子供なもので。何かいい必勝策とか、あります？」

「ありません」

　エミットに笑え顔がおで断られ、マヒロたちは休憩のため別室へ移動した。三人でソファに掛かけ、エーデルワイスがいつものように自分のために紅茶を淹いれたところで、マヒロは尋たずねた。

「で……エーデルワイスから見て、あの三人はどう？」

「アンジェロという代打ちは、三人のすり替えがまかり通るようなあれほどおかしな場でも、常に機と流れを読むことを怠おこたっていなかったように思えます。何事もそうですが、こればかりは経験を積まねばできぬこと……真っ正直に強く見受けられました」

　このエーデルワイスが人を評して褒ほめた。

　となるとカトレアの言う通り、さすが大君、コウのお抱かかえ。まともにやり合ったなら、恐おそるべき手て練だれということだろう。

「不自然なのはディアナという司祭と、勇者殿どのの師し匠しようです」

　カトレアが補足する。

「話の流れが急だったんで言いそびれたが、あのディアナマリナはかなり高度な探査魔ま法ほうの使い手だ。もちろんアンジェロが知っていたくらいだ、他ほかにも手の内があるのかも知れないが……」

「いえ、それで合点がいきました。彼女のガンが限られた範はん囲いに限定されていた理由が」

　エーデルワイスが言うには、ディアナは自分の目の前の山については一牌残らずの動向を察している様子だったという。手に届いて不自然ではない範囲。裏ドラを読んでいた節もある。恐らくは指先からごくわずかの範囲に限定した探査。だからあの細かい模様を読み取れるほどの、高精度を誇ほこっているのではないか。

「……ですがやはり不可解なのは」

「ジェスのお師匠さんか」

　マヒロの言葉に、エーデルワイスは頷うなずいた。

「あれはもはやガンや記憶力などという問題ではなく、全すべて見えているとしか思えません」

　カトレアが眉まゆ根ねを寄せる。

「全てだと？　だがどうやって」

「どうやってかはわかりませんが、恐らくは他の二人も同様の結論と同時、新たなその疑問を得ているでしょう。事実、ポーカーでもそうだったのです。彼女はわたくしの手が良いときは必ず降り、そして手が悪ければ必ずベットを吊つり上げてきました」

　必ず、というほどの読み。

　ならば文字通り、目で見て読んでいるという結論にしか至らないのだろう。

「となると怪あやしいのは……」

「まあ、あのバンダナで隠した右目だろう」

　同じことを考えたらしいカトレアに、改めてマヒロは問う。

「ちなみに共和国の方に、そういう技術って……」

「あったら誰だれがスパイなどやっているものか。その機械を盗ぬすみ出して私がゴト師にでもなっているさ」

　ごもっとも。

　だが……ジェスの話では、彼女は西域にいたという。西域は未開の地。旧文明の遺産がゴロゴロ転がっていてもおかしくない。

「旧文明の時代には、そういう機械があったりしなかったかな？」

「……それでは無意味です、殿でん下か」

「なんでさ」

「彼女のバンダナ、機械を仕込んでいるような厚みはございません。ならば仮に眼球の代わりにそのようなものを埋うめ込んでいたとして……それが眼球のように作用し、脳内に投とう映えいし、彼女が全てを透とう視ししていたとどう証明すればよいのでございますか」

「……それはそうか……」

　イカサマとは、それを見破れても、証しよう拠こを摑つかめなければただの言いがかり。しっかりとしたタネがわからない、もしくは万一イカサマでなかったりしたなら、それはある意味イカサマ以上に卑ひ怯きようで、そして見苦しく、稚ち拙せつな行こう為いだ。

　ディアナの探査魔法も同様。これは一いつ般ぱん的な魔法と違ちがい、現世への具象ではなく内面への投映として発動される。魔法を使っているという証拠を挙げることは、彼女の脳のう裏りを覗のぞいたりできない以上は不可能なのだ。

「……ともあれ、すり替かえはこの先行う者はいないでしょう。より運と実力の勝負に近付きます」




　　　　◆




　休きゆう憩けいは一時間。それぞれの陣じん営えいが別室へ引きこもった中……沙穂だけがその場を動かず、肩かたを回したり、腰こしをひねったりして体を伸のばし、ほぐし。あとは適当に壁かべ際ぎわのテーブルからお菓か子しとジュースなど持ってきて、飲み食いしていた。

「師匠」

「なんでありますか？　ジェス君」

「ありゃ本気で言ってんのか」

「本気でありますよ？」

　あっけらかんとした返答に、ジェスはかぶりを振ふった。

「そうじゃねえ。あんた今負けてんだろう」

　誰でもいいから沙穂を殺せばイイであります──。

　つまりはそういうことだ。どうもこの師匠には、そうした生死の概がい念ねんが薄うすい。薄過ぎる。だからジェスはなんとなく恐おそろしかったのだ。西域は彼女のような概念の希き薄はくな者しかいないからいいが、こちらはその概念をしっかりと持った者たちしかいないのだ。文字通り、住む場所が違うのだ。

「心配してくれるでありますか。ジェス君は優やさしいでありますね」

「ちっとは真ま面じ目めに考えろって言って……！」

「沙穂は大まじめでありますよ」

　胸むなぐらを摑んだジェスの手を、沙穂はそっと握にぎり、下ろさせた。よく見れば、確かにそれは今まで見たことのない……笑ってはいたが、今まで見てきた中では、一番真面目そうな表情だった。

「年とし甲が斐いもなく、ちょっとイラッとしたのであります」

「トシ……って、いちいち言わねえが」

　苛いら立だつ。怒おこる。言われてみれば、いつも楽しそうではあれ、彼女が怒った姿というのは記き憶おくになかった。

「聖せい魔ま杯はいは、鈴すず蘭らん殿どのとみんながいっしょになって作ったものであります。それをよく知らないみんなが、まるで自分のもののようにああでもないこうでもないと言うであります。それが真面目ならまだいいでありますが……」

　ばん、と強く卓たくを叩たたく。

「たかが遊びでありますよ」

「……落ち着け。聖魔杯じゃねえ。やりとりしようってのは紋もん章しようだ。大体……なんだ、スズラン殿ってのは」

「命がかからなければ、それは全て遊びであります。だからみんなにも、少し真しん剣けんになってもらったでありますよ」

「だからってあんたが命を捨てる必要はねえ」

「当たり前であります。誰も死ぬとは言っていないので、かかってくるなら沙穂は全力で殺すでありますよ」

　拾われたまではいいが、なぜ弟で子しにされるほど彼女に気に入られてしまったのか。ジェスは何もかも投げ出したいような気持ちで、深々と溜ため息いきをついた。本当に面めん倒どうくさい師し匠しようだと。

「まあ、いい。だったら。これが終わったら帰るんだろう。最後の最後、逃にがすくらいは手伝ってやる。だから万が一ってことになっても、殺すような真ま似ねするんじゃねえぞ」

「……ジェス君は誰だれにでも優しいでありますねぇ」

「うるせえバカ」

　　　　[image: ]

　ゲーム再開。

　それからというもの、場は動き始めた。

　沙穂の指し摘てきにより、やはり暗あん黙もくのうちに単純なすり替えは封ふうじられることとなった。時折、簡単な積み込みは行われる。自分の番に都合の良い牌が回ってくるように、山を積むときに予あらかじめ牌を仕込んでおくことだ。

　だがやはり即そつ効こう性のあるすり替えほど確実ではない。どの山から牌を配り始めるかを決めるサイコロを操作できたとしても、ポンやチーといった宣言によって、牌を引く順番がずれてしまうことがままあるからだ。

　より偶ぐう然ぜん性に任せた、より実力本位の勝負。故ゆえに、未いまだガンという凶きよう悪あくなイカサマを持つディアナと沙穂が抜ぬきん出る。エーデルワイスとアンジェロは、それでも場に捨てられた牌から流れを読み、待ちを読み、実力で応戦するが……三位、四位を迷めい走そうしていたその二人にも、やがて差が付き始める。

　要はいかに完かん璧ぺきといえどもエーデルワイスはメイドであり、アンジェロは四六時中賭かけ事に人生を捧ささげてきたプロであるということ。その差が点数に表れ始める。

　だが、異変が起こったのはそんなときだった。

「ロン」

「っ……」

　ディアナが、エーデルワイスの張った罠わな、簡単なブラフに引っかかって、上がり牌を捨ててしまったのだ。確かにガンに頼たより過ぎているきらいもあるが、素人しろうとではなかったはず。さては集中力が切れたかと、次にアンジェロがディアナを狙ねらい打ちにする。また当たる。

　ディアナの表情は平静であるが、その目の動き、指の流れに、前半戦にあった機械人形のような精密さがなくなってきていた。

「……」

「……」

　そうなると恐ろしいのはエーデルワイスとアンジェロの二人であった。とにかく二人はいま点がない。勝利圏けん内ないに到とう達たつするため、無言のうちに密約を交かわしたが如ごとく、ディアナに的を絞しぼって集中砲ほう火かを浴びせ、徹てつ底てい的てきに食い物にし始める。

　アンジェロは非情な世界に生きてきた闇やみのギャンブラー、エーデルワイスは元よりの性格、食えると決まった以上は、そこに情けや容よう赦しやなどは一いつ切さいなかった。ディアナが後退し、沙穂が単独トップ。エーデルワイスとアンジェロが二位、三位に浮ふ上じようするが、それでも追つい撃げきの手は緩ゆるめない。さらにディアナを蹴け落おとし、叩き、叩いて叩いて叩きまくる。

「ハァ……ハァ……」

　トップの沙穂と四位のディアナ、すでに十万点差を超こえ、夜明けまでも残り二時間を切った頃ころ……ディアナの様子は明らかにおかしくなっていた。当初は単純な疲ひ労ろうか過度のストレスかとも思えたが、今やその度を超えていた。

　呼吸は乱れ、指先は寒さに震ふるえるようにおぼつかず、視線はどこを見ているかもわからないほどせわしなく、蒼そう白はくな顔面には不自然なほどの汗あせを浮うかべている。

「ァ……神……は、あらせられ……ハァ、ハァ……神……お導き……」

　ついにはブツブツと独り言を呟つぶやき始め、山から取ろうとした牌を指から滑すべらせ、その場に落とし、うずくまるように身をかがめる。

　マヒロはクラウディスの表情を見み逃のがさなかった。皆みな、ディアナの異変に気を取られる中……今にも盛せい大だいな舌打ちを鳴らしそうにディアナを見下す、その表情。

「ウゥ……神、神、神……ハァ、アァ……！」

「な、なんぢゃ……？　どうしたというのぢゃ……？」

「……ふん、なるほどな。やはりそうか」

　察しを付けたようにカトレアが進み出て、苦しげに胸を押さえるディアナの左ひだり腕うでを摑つかみ上げた。袖そでをまくると、そこに一見アザのようなものが広がっていた。

　よく見ればそれは、少なくない数の注射痕あと。

「見ろ、マヒロ。うちがスカウトまで検討しながら、その決定を見送った理由がこれだろう。いくら範はん囲いを限定しても、高精度の強力な探査魔ま法ほうには違ちがいない。詠えい唱しようなしにその精度を保ち続けるだけの精神力が、どうしてもネックになる。だから……」

「覚シ醒ヤ剤ブ、か」

　アンジェロの言葉にカトレアが頷うなずいた。

「聞くところによると、オオヤシマの風ふう牙が衆がこうした薬物による精神修養を行うらしい。経口投とう与よや吸引などという生なま易やさしいものではなく、髪かみの毛が逆立つほどの覚醒剤を直接注射によってぶち込み、生死のギリギリのバランスで極限状態の集中力を作り出す……が、今回はその集中力を維い持じしたまま、夜明けまでという長丁場だ。所しよ詮せんはクスリという他力本願、切れてしまえばこのザマというわけだ」

「だだ、黙だまれっ……！」

　凍こごえたように震えながら、ディアナがカトレアの手を払はらい除のける。

「わ、わた私はそのようなものに手を出してはいない……！　これは枢すう機き卿きよう猊げい下かより、ととてとても良い薬と……！」

「……ディアナ司祭」

　クラウディスがディアナの震える肩かたに手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶです、です……枢機卿猊下、私はは、まだやれ、ます……！」

「……あなたという者は、まだ止やめられずにいたのですね」

　そのときのディアナの表情。瞳ひとみの色。

「は……、は？　はい……？　ですが猊下、猊下……？　ですがこれ、ここれは……」

「お黙りなさい。お前は己おのれの弱い心を誤ご魔ま化かすためにそのような悪あしき薬やく剤ざいを用いただけでなく、それを私が与あたえたなどという幻げん覚かくを見たのですか」

「ア……ァ、猊下、猊下、猊下、しかし……ア……ハァ、私は導きだと良いお薬だと……ア、アアッ……！」

　どこの国でも禁制品。悪党の間でさえ高額でやりとりされる薬品だ。まさか教団領において、そう易々と取引できる代しろ物ものではない。犯罪組織とて細心の注意を払って構築する入手ルートを、一いつ介かいの司祭くらいが継けい続ぞく的に確立できるはずがない。

「ですが、猊下、猊下、猊下、見捨てられるのですか、わた私、私、どうすれば、どうすれば、どうすれば……」

「神聖な法衣に触ふれるな、汚けがらわしい！　悪魔に取り憑つかれた異い端たん者しやめっ……！」

　袖を払われ、ディアナは症しよう状じようよりも精神的なショック、怯おびえ恐おそれに震え、錯さく乱らんしたように涙なみだを流し始めた。

「ア、アァ、アァ、神、神、神、神、神……、いなかった、神なんていなかった、神は見捨てられた、私は、ア、アアアアアッ……！」

　ディアナは神が絶対であり、その使徒であるクラウディスが現あら人ひと神がみであるよう、他ほかならぬ薬物によって強制的に教育されてきた。そしてクラウディスは、その事実関係を認めるわけにはいかなかった。薬物中毒者が見るものなど全すべて幻覚、言葉はすべて妄もう言げんであると切り捨てた。

　ディアナは神とクラウディスという、寄る辺を失った。

　もはや、まともにゲームができる状じよう況きようではない。

　それを我関せずといった表情でクラウディスが言う。

「……私どもの教えが至らなかったばかりに、申し訳ありません。ですが彼女はこの有様、私どもの中には他に……」

「続行ぢゃ」

　ゼムン王が舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく睨にらみ付ける。嘲あざ笑わらいながらマヒロが続いた。

「当たり前でしょう枢機卿。あなた何時間もぼけーっと突つっ立ったまま、何を見ていたのです。いい加減ルールくらい把は握あくできたのでは？　というか、あなたの信しん仰こうが正しいならルールなんて知らなくても勝てるんじゃないですか？　導かれるんでしょ？」

「っ……、く……」

　さすがにクラウディスの顔色が変わった。

　アンジェロが言う。

「面メン子ツの同意を得ないままの理り不ふ尽じんな中断、これはルール以前のマナー違い反はんだ。まだ引き延ばすつもりなら罰ばつ符ぷを払ってもらおうか」

　エーデルワイスが言う。

「妥だ当とうでございますね。それが嫌いやならどなたでも、どうぞお席へ。ルールを存じ上げぬのなら、ツモ切りだけでも結構でございます」

　そして沙穂が、あの笑え顔がおで止とどめを刺さした。

「逃にげるなら切るでありますよ？」

　そう、逃げ場などもうありはしないのだ。沙穂のみならず、ゼムン王を敵に回したこの状況では宮きゆう殿でん内の全兵力が敵となる。ゼムン王がギャンブルをしていた、ゼムン側に非があったからこそ、対立は望ましかったのであり……同じ土俵に乗った上で負けた、逃げたとあっては同じ対立でもクラウディスの側に非ができてしまう。

「神、神、神、神、神……」

　ディアナは同じ言葉を、繰くり返し繰り返し呟つぶやいていた。

「いなかった、神は見捨てられた、神なんていなかった、神は見捨てられた、私に神はいなかった……！」

　だが、そこに歩み寄る影かげが一人だけあった。

「いいえ、ちゃんと神はあらせられます。あなたを見ておいでです。だから泣くのはやめましょうね」

「ア……、ゥ……？」

　優やさしくその背に手を置いたのは、エミットだった。安心させる優しい笑顔、声こわ色いろ、手の温ぬくもり。ディアナのひどい震ふるえが、少し収まる。

「私があなたの代わりに打ちましょう。さ、あなたはその椅い子すに座って少し休みなさい。私が代わります」

　エミットは先ほどまで自分が掛かけていた椅子をアレク司教に持ってこさせ、ディアナに座らせた。

　クラウディスが言う。

「お……おお、エミット枢すう機き卿きよう……！　あなたには心得が……。どこへ放ほう浪ろうしていようとも、信仰は常に教団にあったのですな……！　そしてもちろん何か、さ……」

　策、と言いかけたのだろう。そのまま口を噤つぐむクラウディスはしかし、表情に、わずかに喜色を浮うかべた。策もなければ、こんな場所に首を突っ込むはずがない。枢機卿である彼女がどの勢力に味方するかとなれば、教団側より他はない。何より負けたら負けたで、自ら首を突っ込んできたのはこのエミットだ。枢機卿という立場は同じ。この状況はいかようにも利用できるだろうという……そういう、喜色。

　だがエミットもまた、唇くちびるの端はしを持ち上げて笑っていた。

「いきなりで悪いんだけど、賭かけるもの変へん更こうさせてね」

「だめぢゃ、エミットよ。いくらお前が相手でも……」

「違ちがうわよおじーちゃん。こっちが勝ったときにもらうものを、安くしてあげるって言ってるの」

　それぞれがそれぞれと顔を見合わせる。

「それからクラウディス枢機卿は代打ち手数料として、あたしが勝ったら王子様たちが紋もん章しようを探しに来たとき邪じや魔ましないって約束してくれるかしら？」

　クラウディスが口を挟はさむ。

「それは……」

「あら残念。だったらあたしツモ切りしかしないわ」

　ア……と、止めようとするようなディアナの声。検討していた牌を入れるや、エミットはすでに役の一部を作っていた必要な牌を捨ててしまう。

「「ロン」」

　エーデルワイスとアンジェロの同時宣言。二万八千点が、教団側から一気に吹ふき飛ぶ。

「これでいいんですか、クラウディス枢機卿……？」

「勝手に……っ、……あなたの好きなようにしなさい……」

「はい、おっけー」

　牌が交ぜられ、また山として積まれていく。賽さいが振ふられ、ゲームは再開された。

　マヒロが問う。

「それでシスター、その代打ち料は余としてもありがたいのですけど……安くしてくれるというのは？」

「不ふ手て際ぎわを打ったのはこっち。二人も代打ちを用意したのもこっち。まあ、そういう迷めい惑わく料って所かしら」

「建前はいいわい。無論、納なつ得とくの行かぬものぢゃったら蹴けらせてもらうぞ」

「お二人の国は、身寄りのない子供たちがいる教会に、子供一人につき毛布二枚、鉛えん筆ぴつ十本、ノート十冊を寄付すること」

　破格の安さに、マヒロはゼムン王と丸めた目を見合わせていた。

「沙穂もでありますか？」

「あなたは我が勇者と一いつ緒しよに、そういう教会で一日奉ほう仕し活動してくること」

「あなたは優しい人でありますね。ジェス君も優しいでありますから、いいでありますよ」

　エミットはくすりと笑う。

「……ぢゃからといって、わしらが勝った場合のものは安くはならんぞ」

「ああ、ていうかそっちの方はどうでもいいのよ別に。だってあたし聖職者よ？　ギャンブル勝負なんてするわけないじゃない」

　一いち巡じゆん目。エミットは山から牌を取るなり、手牌を前に倒たおして言った。羊の皮を脱ぬぎ捨てたかの如ごとく、その双そう眸ぼうがぎらりと輝かがやく。

「言ったでしょう、あたしが勝つから安くしてあげるってね。ツモ、地和チーホー、役満。一万六千、八千」
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「……」

「……」

「……」

　実はエーデルワイス、アンジェロ、沙穂とも気付いていた。他ほかはエミットの交こう渉しようごとに気を取られていて見ていなかったが……正確には、その三人も話の方に耳を傾かたむけていたのと、まさか枢機卿がという先入観、油断から口出しするのが遅おくれてしまったが。

　エミットはツモった直後に目の前の山から牌をぶっこ抜ぬき、そっくり自分の手配と入れ替かえたのだ。指し摘てきしようと気付いたときには上がり宣言。今の山の中にあるのが、本来のエミットの配牌であった証しよう拠こなど、もうどこにもない。

　指先だけの保持ではなく、斥せき波はと引ひき波は、二種の魔法を繊せん細さいに行い、一いつ瞬しゆんにして大だい胆たんに切り替える。手牌は行って返る燕つばめのように鮮あざやかに、そして音を伝える空気がないかのように、無音のうちに。

　だから『真しん空くう燕つばめ返がえし』。

「汝なんじたち、私が優やさしい優しい枢機卿だったことを主に感謝なさい。お金はみんなで汗あせ水みず垂らして稼かせいだもの、領土はみんなが命を懸かけて守り続けてきたもの、そして聖せい魔ま杯はいも紋もん章しようも誰かの命も……何一つあんたたちのモノじゃあないってことよ。そういう大切なものを我が物顔でやりとりしようというのが、どれだけ浅はかで、愚おろかで、思い上がった考えか、よくよく思い知りなさい!!　いくらあたしでも、感謝を忘れた異端者どもを許してやるほど甘くはないわよ……！」

　今や聖者のそれではない。一いつ切さいの悪を滅ほろぼさんとする天使の如ごとき怒いかりの双そう眸ぼう。

　ゼムン王と、マヒロと、クラウディスと。

　あれほどあけすけだったシスターが見せた本気の怒りに、息を吞のむ。

　山を崩くずしながらアンジェロが言った。

「ギャンブルをする気はない……なるほど、だからイカサマか。だが二度目はないぞ」

　牌を交ぜながらエーデルワイスが言う。

「次からは気を付けることです、シスター。いかに殿でん下かの旅仲間といえども、真しん剣けん勝負とあってはわたくしも容よう赦しやはしませんよ」

　そして積み直しながらエミットが言う。

「あらそう。じゃあ次からはこんな分かり易やすい手は使ってあげないわね。イカサマというなら誰だれでも見抜いてご覧なさいな。神さまは実在するってことを、この枢すう機き卿きよう自らが証明してあげましょう……！」

　エミットが哀あわれな子羊共を嘲あざ笑わらい、そしてゲームは再開された。

　だがその半荘ハンチヤンを過ぎた時点で、エーデルワイスとアンジェロはかつてない焦しよう燥そう感かんを覚えていた。それはあまりにも確固とした危機感。

　この枢機卿……強いを通り越こして、あからさまにおかしい。

　アンジェロほどの熟達者になれば、相手が捨てていった牌から、相当量の情報を読み取ることができる。相手がどんな役を狙ねらい、どこで迷い、どこで勝負に出たか。そうして捨てられた牌と上がった手を総合すれば、打ち手の思考、クセすら読み取り、それを逆手に取ってこちらの捨て牌から動きを誘ゆう導どうしてやることさえ可能になる。

　たとえば沙穂が何らかの、しかも全ての牌の位置を把は握あくするほど強きよう烈れつなガンを使っていることはアンジェロも見抜いていた。

　次はこの牌を取れるから、こんなふうに作って、こう待っておこう……そういう思考。だが素人しろうと故ゆえに、ポンやチーで場が乱れると、あたふたと手を作り直すような捨て牌と思考も見て取れた。ガンは強いが、そういう初心者故の危あやうさをアンジェロは察知していた。それさえわかれば翻ほん弄ろうは可能であり、ディアナが退いたとなれば真の強敵、ライバルはこの冷めたメイドとなるだろうと踏ふんでいた。メイドは極きわめて巧こう妙みように手を進めるが、その思考、ブラフ、トラップのクセもようやく摑つかんできた矢先だった。

　だというのに、この女枢機卿の打ち方はめちゃくちゃだった。てんでバラバラ。何を目指して打っているかもわからないのに、しかし役ができていく。沙穂のように次に何を引くか全すべて把握した上で、かつ周囲のポンやチーすら計算に入れているとしか思えないのだ。
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　まるで……。

「そろそろ気付いた？　でもわからないでしょうね。信しん仰こうのない汝なんじたちには、預言者様の声は聞こえないでしょうから」

　そう、まるで魔ま眼がん。視みえざるものなしと謳うたわれた預言者と、二代目聖魔王だけが持ち得たと言われる、伝説の未み来らい視しだ。

　予知としか言いようのない手作りの流れ。入れる牌は考えもせずに手牌へ入れ、ツモ切りする牌はこれ見よがしに見もせずに捨てていく。それでも上がってしまうのだ。まさに、神の見えざる手に導かれるかの如く……！

「馬ば鹿かなっ……」

　アンジェロも様々な卓たくで、数え切れぬ数の闇やみギャンブラーと戦い、多種多様なイカサマを見てきた。だが、ギャンブルとは少なからず偶ぐう然ぜん性を用いたゲームだからこそ賭かけとして成り立つ。イカサマとてハイリターンだけではない。露ろ見けんした場合のハイリスクを負うからこそ、ギャンブルの一部で有り得るのだ。だがもし本当に、そのイカサマのタネが未来予知というのでは……これでは……。

「……これではゲームになりません……」

　半ば苛いら立だちを隠かくしたように、エーデルワイスが呟つぶやいた。エミットが笑う。

「あら、最初にちゃんと断ったはずよ。あたしはギャンブルなんかしない、ってね。でも誰も信じなかったでしょ。神さまがいるなんて誰も本気で信じてなかったでしょう。だからあたしが教えてあげてるのよ。汝疑うことなかれ。信仰ってそういうことよ。あ、カンです。カン……で、リーチと。次で上がるわね」

　ふざけているとしか言いようのない宣言。

「……なるほど、結構なご高説でございますね。ですがそれほどよく見える目をお持ちなら、もうじき夜が明けることもご存じでございましょう」

　牌を捨てたエーデルワイスに続き、アンジェロも言う。

「強いは強いが、少し卓に着くのが遅おそかったようだな」

　まだトップの沙穂とエミットの開きは大きく、その差は五万点。いくら強いと言っても、今までの調子で細々と上がっていたのではとてもトップには辿たどり着くまい。

「ああ、そういえば夜が明けてきましたね」

　エミットが東を向く。つられ、卓を見守っていた全員の視線が東の窓を向いた瞬しゆん間かん、これが最後のチャンスと、エーデルワイスとアンジェロが動いた。エーデルワイスが両手に握にぎった牌をすり替かえ、アンジェロが自分の積んだ山から一息にぶっこ抜ぬく。

　だがその瞬間、二人は勝利を確信するどころか、やってしまったことを理解した。

　窓を向いたはずのエミットが、全く同時に動いていたのだ。

　言われて窓を見たのではない。窓を見ればエーデルワイスとアンジェロが動くとわかっていたのだ。エミットの視線を東へ誘導したはずが、エミットによってイカサマを誘導されていた。己おのれがゴトを働いている最中に、他人のゴトを止める術すべはない……！

「……？」

　そういう駆かけ引きとは迂う遠えんな沙穂が、窓と時計から視線を戻もどして瞬まばたきする。一瞬目を離はなした隙すきに、盛せい大だいに牌の並びが変わったことに気付いたのだろう。

「……。みんな器用でありますねぇ……」

　感心する余り、もうさほど勝利に執しゆう着ちやくのないような沙穂がツモ、そして捨てる。

「ポン」

　それが最後の抵てい抗こうだった。エーデルワイスが鳴き、エミットの順を飛ばして沙穂の捨て牌を手牌へ。

「チー」

　アンジェロがエーデルワイスの捨て牌を鳴き、一役を落として手を進める。

「……また順番がズレたであります……」

　沙穂が山から取った牌を、とりあえず手牌に入れた。

　そう、順番はズレたのだ。上がりを宣言したエミットが本来取るべき当たり牌は、いま沙穂が手に入れた。エーデルワイスがエミットのツモ上がりを避さけ、アンジェロがその危険牌を沙穂へパスした。

　だがエミットの番。

「ツモ」

　なんてことのない様子で、エミットは宣言通りに上がってしまった。倒たおした手は、なんてことのない端は役やく……の、はずだった。

　だがドラが乗る。ドラとは、ドラ表示配によって指定される牌を持っていただけで一役が付く、ボーナス的なものである。ただ、たかがボーナスでも一役は一役。塵ちりも積もれば山となるように、増えれば満マン貫ガンとなり、跳ハネ満マンとなる。そして裏ドラをめくる。

「っ……」

「……」

　アンジェロ、エーデルワイスとも、もういちいち何も言わなかった。エミットが操作したのは、ドラ表示牌の下に隠れていた裏ドラ表示牌。表の表示牌と全く同じ模様が、そこに重なった。

「ドラ十四。リーチとかしたけど、まあ細かいのは別にいいわよね。とりあえず数え役満。一万六千オール」

　親の役満ツモ上がり。ひとっ飛びにトップへ躍おどり出る。そして誰だれも彼もが無言のままに、時計塔とうの鐘しよう楼ろうからは夜明けを告げる鐘かねの音が聞こえてきた。

　だが鐘の音の余よ韻いんが過ぎても、尚なお、誰も彼も言葉を発することができなかった。まさか勝ったのだ、本当に。

　最初に言ったのは、ディアナだった。

「……ア……す、すごい……です、エミット枢すう機き卿きよう……、あそこから、あの点差、から本当に……」

「ね。だから言ったでしょう？　神さまのお導きでもなきゃ、こんなむちゃくちゃな勝ち方できるはずありません。だからあなたも、神さまがいないなんて悲しいことは言わないで。あなたが信じたなら、そこにあなたの神さまはちゃんとあらせられます」

「ア……ァ……、はい、はい、枢機卿猊げい下か……ウゥ……ア……」

　また辛つらそうになってきたディアナの背を笑え顔がおでぽんぽんと撫なでながら、エミットは異い端たん審しん問もん会かいのアレク司教と聖せい騎き士しを呼んだ。

「アップタウンの五番街の教会に、中毒治ち療りようの得意な司祭がいるから。連れて行ってあげなさい」

「「「はっ」」」

　この卓たくだけではなく、大だい完かん徹てつ大会が終わったことにより、方々でわいわいがやがやという賑にぎやかな声が聞こえ始めていた。

　そんな雑音に紛まぎれるように、クラウディスがエミットに語りかける。

「いや……素す晴ばらしい。実に素晴らしい、エミット枢機卿。教団に対するその篤あつい信しん仰こうこそ、まさに……」

「クラウディス枢機卿、何か勘かん違ちがいしてません？　それともあなたは、信仰とは〝教団〟への忠心ではなく、〝神さま〟への忠節だということを知らないのですか？」

　エミットは歯は嚙がみする彼の目を見み据すえながら、冷めた表情でこう言った。

「私は今、ようやく違い和わ感かんの正体に気付きました」

「違和感……、ですと……？」

「ええ。失礼ながら私は、祖父……先代教皇は殺されたものだと信じていました。そして状じよう況きようから、それはともすればクラウディス枢機卿、あなたなのではないかと……そう勘かん繰ぐってきました……。しかしいつもそこに、何か違和感を感じていました」

「……エミット枢機卿。それはまさに思い込み、私が犯人ではないのですから、当然といえば当然のことなのではありませんか？」

「ええ。そうかもしれませんね。私は、祖父が殺されたことが、殺した相手が憎にくかったわけではなく……」

　さも下らなそうにエミットが笑った。

「あたしきっと、単純にあんたのことが大っ嫌きらいなんだわ。クラウディス枢機卿」

「ぐ、う……!!」

　するといよいよ腹に据すえかねたように、クラウディスは声を低くした。

「い……いい加減にしろ……、貴様！　一体どんなトリックを使ったのだ、このペテン師めっ！」

「あら、聞こえなかったんですか？　預言者様、あんなにいっぱいお話しになっていたのに……。え？　まさか一言も？」

「もういい、充じゆう分ぶんだっ！　覚えていろ、エミット・リカ・エリクシル！　己おのれの手管のために主と預言者の名を騙かたった痴しれ者めっ！　異端者が、二度と大だい神しん殿でんの聖なる地を踏ふめると思うなよっ……！」

　背を向け、結局ゼムン王を祝福するでもなく帰って行くクラウディスへ、エミットはひらひらと手を振った。

「はっ、上等じゃないの。そっちこそ紋章を探させる約束、忘れるんじゃないわよ～」

　クラウディスたちが立ち去ったあと。

　沙穂は何一つ気にせず笑っていた。

「……負けたであります。ジェス君も一いつ緒しよに奉ほう仕し活動をするでありますね」

「っ……あんたって人はっ……、だからやるなって……ったく、ああ、面めん倒どうくせえっ……」

　やり場のないやる気のなさに髪かみを搔かきむしり、顔を覆おおって俯うつむくジェス。ゼムン王がごしごしと両手で顔を擦こすっていた。

「まあなんぢゃ。負けはしたが、見てる分には最高の卓ぢゃったわい！　報ほう酬しゆうは約束通りに払はらってやろう、のうアンジェロ！」

　からからと笑う老王の声をよそに、しかしアンジェロはタバコに火を点つけ、深々と紫し煙えんを吐はき出しながら、動きの止まった卓をじっと眺ながめていた。常じよう軌きを逸いつした卓であったが、それでもその一晩に積まれては流れていっためくるめくような牌譜ふを、その一つ一つを検討しているのだろう。

　そして無言のまま席を離はなれたエーデルワイスが、マヒロの前に立つ。

「……いいじゃないかエーデルワイス。君はよく頑がん張ばったよ。結果的には収まる場所に収まった感」

　すぱん。

「え……、いや」

　すぱんすぱん！

「あのっ、なっ、ちょ！」




　すぱんすぱんすぱんすぱんすぱすぱんっ!!　スパパパパパァ───ンッ!!




「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

「……毛布、ノート、鉛えん筆ぴつの代金は殿下の小こ遣づかいから天引きさせていただきます」

　ごすんっ、と最後に重々しい一蹴けり。

　ふしゅううぅ～、と顔中から煙けむりを噴ふいて倒たおれたマヒロをそのままに、エーデルワイスはホールを出て行ってしまった。

「なんというか、相変わらず過激なメイドだなあれは……」

　カトレアが一息。

　この卓だけではなく、大完徹大会が終わったことにより、方々でわいわいがやがやという賑やかな声が聞こえ始めていた。悪夢のような、それでいて夢ゆめ幻まぼろしのような、長い長い一夜は終わりを告げ、一日の始まりを告げる眩まばゆい朝日が、天窓より差し込んでくる。




　　　　◆




「ねえ、クーガー……？　クーガー……？」

　純白のローブ。純白の髪をした女が、椅い子すに掛かけたまま面おもてを上げる。

「クーガー、いますか……？」

　女の顔は左右を向くが、しかしその目は伏ふせられたまま。代わり、首から下げたカウベルのような鐘かねがからころと鳴って男を呼んだ。

「……起きたか。どうした」

　答えたのはもはや壮そう年ねん、白髪しらが交まじりのアッシュグレイの髭ひげと長ちよう髪はつ。彼女の目が伏せられているのと同じように、彼は左右の目に眼帯をかけていた。

「ええ、クーガー。とても面おも白しろい夢を見ました。まーじゃん、ってとても面白いの。同じような牌が揃そろうと、とても綺き麗れいで……エミットは、それを動かすのがとても上手なんです」

　それを聞き、聖せい騎き士しの衣い装しようをまとう男はニィと微笑ほほえんだ。

「……目が見えねえのに、そんなことがよくわかったな」

「あら……？　そうですね。そういえば、どうして……？」

　白はく杖じよう片手、女は伏せた目ま蓋ぶたに手をかざす。

　女は今や、眠ねむっているか、起きているかもわからぬ状態。そうして夢と現うつつを行き来するだけの存在だった。ただ、夢の中ほどよく視みえる。しかしそれを信じている者は、今や数は少なかった。視える理由を知っている者は、なお少なかった。

　そして彼女自身、もうそれがわからないのだ。

「まだまだ夜明け前だ。もう少しばかり寝ねてりゃあいいぜ」

「……そうですね。次はどんな夢を見られるかしら……」

　女は預言者と呼ばれる者。

　男は聖騎士長の座を統すべる者。

　目の見えぬ女を、目の見えぬ男が守っている。
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　それからはや一週間。黄金月間の行程、スケジュールを全すべてこなしたマヒロは、ミスマルカに戻もどってきていた。そして人払いを済ませた王の執しつ務む室しつにて、その報告を行っていた。

「……そうか。あのヒルダがな。潔けつ癖ぺきな彼女であれば、墓まで秘密を抱かかえていくと思っていたが」

　ハイランドでの話を聞き及およんだ王は、テラスの大窓から眼下を望みながら自じ嘲ちようを浮うかべていた。世の中は思い通りに行かない。これもまた想定外だったとでも言わんばかりに。

「僕ももう、個人的なことではなんやかや言いませんよ。それよりは、ヒルデガルド女王のおっしゃった可能性についてはどうなのですか」

「そうだな……結論から言えば」

「言えば？」

　ラヒルⅡ世が振ふり返る。

「考えたこともなかった」

「……。いや、マイダディ。何十年先を考えていた切れ者のダディがそんな」

「事実だ。ヒルダの言う通り、エルクレセルでの一件によって私は一度死んだのだ。〝俺〟ではなく、〝私〟となった。国政以外に考えることを止やめ、私は計そ画れについての可能性の一いつ切さいを捨てたのだ」

　椅子に掛けた父へ向かって、マヒロは真しん剣けんな面持ちで一歩進み出る。

「ならば考えてください。今これからすぐにでも。リーゼルがいて、アンゼリカ様がいて……そしてあなたは、パリスティエル姫ひめのこともわかっているのでしょう」

「……無論だ。忘れようはずもない。最愛の友の忘れ形見だ」

「ならば残るはただ一つ。僕の力……封ふう印いんされた僕の力を返すと言った意味です！　それが事実なら、父上の計画は、まさにあなたが夢見た通りの形で完かん遂すいするのではないですか……!?」

　机き上じように肘ひじを突ついたラヒルが、顎あご先に手をやったままどこへとなく視線をやり、長く黙もつ考こうする。

「……一つ問題がある」

「なんです？」

　瞳ひとみがマヒロを向いた。

「お前たちは皆みな死ぬ」

　脅おどすでもない、ただの事実をありのまま言うだけの、何とも素っ気ない言葉だった。ヒルダへ「嫌いやなら死ね」と言ったときも、きっとこんなだったのだろう……そんな様子が目に浮かびそうなほどであった。

「急造の器うつわでは……と、そういうことですか？」

「いや、これは最初から想定済みのことだ。リュミエルにもヒルダにも告げなかったことだ」

「……」

「あのときの私は見たこともない自分の子供など、ましてや会ったこともないリュミエルやヒルダという赤の他人の子供など、心底どうでもよかった。私は真剣に、生まれてくる子供たちを紋もん章しよう代わりという、ただの道具にしか考えていなかったのだ」

　だがそれはやはり、若さ故ゆえの思考だった。そしてわずか数年の月日の流れであろうとも、変わるときには人は変わる。

「……結けつ婚こんするかもわからぬと言っていたリュミエルが、親バカになったのを見ているうちに気の毒になってな。ヒルダも、そしてお前の母も、子供を愛いとしく思っていた。その頃ころには、私の考えもすでに揺ゆらぎ始めていたのかも知れぬな……」

　次に出てきたのは、自身への呵か責しやくに駆かられたような苦く渋じゆうの声。

「……エルクレセルがああなった今、私はとても彼の娘むすめをそのための生け贄にえに捧ささげることなどできはしない。アンゼリカ姫やリーゼル王子を失うことも、今の大陸にとっては聖せい魔ま杯はいを得て余りある損失だろう。そして私自身……今のお前を失うことは、惜おしいと思っている」

　褒ほめられたのだろうが、生あい憎にくとそれを喜ぶタイミングでもなかった。マヒロは静かに聞き返す。

「……必ず死ぬ、と」

「わからぬ。お前たちが実験体の第一号だ。だが形質を失った瞬しゆん間かん、三枚の紋章は溶とけて消えた。形質を与あたえたとき、私たちはそうとわかるほどの力を失った……それが聖魔杯相手となればどうなるか」

　最悪は死。良くても何かしらの弊へい害がいが起きる公算は極きわめて高いと言っていい。

「お前たちという可能性については、以上だ。しかしだマヒロよ。まさか最も根本的な問題を忘れているわけではあるまい。……器をどうする」

「なければ作ればいいでしょう」

「ふっ……」

　ラヒルが笑った。

「ふっ！　ふふっ！　ふははははっ！　お前が言うのか。しかもそれほどまでに簡単に」

「聖魔王のコピーを四人も作ったのです、鍵かぎの形もわかっている、形質という魔導力の流れも親から子という形で再現できた、それを僕たちから器へと行うだけのことではないのですか。ただそれだけのことに歴史や伝説など必要ありません。器という、ただその仕組みさえあればいいのではないのですか……？」

　ラヒルの表情が、普ふ段だんのそれへと戻もどる。

「……なるほどな。私自身、初代聖魔王があれを作っているところを見たわけではない。ならばそれらしい姿でそれらしい仕組みさえ再現できれば……」

「知らぬ者には、それが伝説となります」

　ラヒルが微かすかに息を吞のんだ。

「……この大陸の全すべてを騙だまし、口先だけで天下を盗とるか」

「一切の武力を用いず、この大陸を平定し得る唯ゆい一いつの可能性です。そしてこれは、父上。あなたの悲願でもあった」

　親子のもたらすは、しばしの無言。

　やがてラヒルは表情を緩ゆるめ、椅い子すに背もたれた。

「いいだろう。本物の紋章もすでに三枚がある。教団での探たん索さくの安全が確保されたというならそれで四枚。お前たちと紋章、何かしら組み合わせることで、新たな仕組みの器を生み出せるかも知れぬ」

「本当ですか……？」

「お前がやれと言ったのだ。そして確かに、旧王朝と、私の行ったこと、お前たち、紋章……今までの成果があれば……むしろ、機は熟したと言えるのかも知れぬ。やってみよう」

　マヒロは表情を明るく述べた。

「はい、お願いします……！　では僕はさっそく、教団領へ向かうための準備を」

　一礼し、踵きびすを返したときだった。

「マヒロよ」

「はい？」

「四枚目を得て、無事教団領より帰った暁あかつきには……そのときこそ封印されたお前の力、返そうと思う。今のお前であればそれを暴走させることも、悪あしき野望のためにそれを行使することもなく、お前という〝人〟として……その力、使っていくことができるはずだ」

「っ……」

　もう、あの頃とは違ちがう。

　もう、あのときの自分ではなかった。

　そしてお互たがいに、忌いみ嫌きらうだけの関係ではなくなっていた。許しはしない。だが恨うらむまい。

　マヒロは素す直なおな笑え顔がおで頷うなずいた。

「ええ。ならばそのときこそ、返して頂きましょうか」

　その姿に頼たのもしげな笑みを湛たたえ、ラヒルが小さく頷き返す。

「行け。我が子、マヒロよ」

「はい、父上……！」
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　緩かん衝しよう地帯南部。大ライン要よう塞さい。

「うんうん、いいものだ。やはり宮きゆう殿でんではなく、要塞がいい」

　軍人しかいないので当たり前だが、道行く者は宮殿と違い、頭を下げるお辞じ儀ぎではなく挙手の敬礼をしてくる。数ヶ月ぶりの前線復帰となったルナスは、気分良くこまめに返礼しながら、うきうきとその内部を歩き回っていた。いや、前線と言えばオオヤシマも最前線となるはずだったが……それはそれとして、久しぶりのライン要塞である。光こう輝きの剣けんの帰き還かんはただそれだけで将兵の士気を高こう揚ようさせ、緩み始めていた将兵の気を引き締しめさせた。

　そして要塞の右う翼よく、地下に下りたときである。

「……ここは……？」

　巨きよ大だいな鉄てつ扉ぴ。左右には、大おお盾たて、重ランス装備の最重級黒騎き士しが数人ずつ。前に見た記き憶おくではただの倉庫であったはずで、まさか食料品のつまみ食いやネズミを追い払はらうのに重騎士は必要ない。気になったルナスが近付こうとすると、あろう事か隊長らしい一人が行く手に立ちはだかった。

「恐おそれながら、許可なしには何なん人ぴとたりともの立ち入りを禁ずるとのご命令です」

　いつものように後ろを付いて歩いているメイドの一人が、進み出る。

「こちらはルナス殿下にあらせられますよ」

「たとえルナス殿下であろうとも、とのご命令です」

　ルナスは聞いた。

「中に何があるのだ？」

「我々も聞かされてはおりません」

　ルナスは眉まゆ尻じりを下げる。

「……聞けば納なつ得とくして立ち去れるものを……わからんなどと言われては、かえって気になるではないか。右翼の守備隊長は誰だれだ？　あとで私から言って……」

「だめ。命令したのは私」

　耳慣れた冷めた声に、ルナスは振ふり返った。自分と同じようにメイドを連れた、自分の姉。メイド同士が、互いの主あるじと同どう僚りようへ向け、ぺこりとお辞儀をかわす中。

「挨あい拶さつに来ないと思ったら、案の定フラフラと」

「フラフラではなく、あてどなく闊かつ歩ぽしていただけです」

　当然、一所に落ち着いていないという意味では一いつ緒しよである。

「しかし、ユリカ姉は守備隊長ではないでしょう？」

「大ライン要塞総司令官として彼に厳命した。ルナスもだめ」

「……私は中原攻ぜめの総大将です」

「作戦はまだ始まっていない。そしてここは要塞内部。今は私に従ってもらう」

　いつも読書以外に無関心なこの姉が、いきなり頑がんとして譲ゆずろうとする気配がない。ただならぬものが保管してあるだろうことは、それですぐに察しが付いた。

　そしてさすがのルナスも、軍規を破ってまでわがままを言うほどお姫ひめ様ではなかった。何しろ自分自身が、軍人であることに誇ほこりを持っている。命令とは言え、上官かつ皇族の行く手を遮さえぎらねばならなかったこの衛兵の心境もよくわかる。

「でも」

　とユリカが言った。

「確かにあなたには、知る責任も、義務もある」

「権利……ならば、構いませんが。責任と義務とはどういう意味です」

　ユリカは周りの者たちへ、静かに命じた。

「ルナスだけ。あなたたちはここで待機」

　ユリカが取り出したカード……紋章符を扉とびらにかざすと、扉は重々しく音を立て、左右に人ひとりが通れる分だけ、開く。

　中は暗くてよくわからない。

　メイドたちをその場に置いたユリカとルナスが中へ入ると、再び扉は閉とざされた。同時に非常用のような、最低限の薄うす暗ぐらい照明。ユリカが今度は別のカードで、さらに奥の扉を開く。以前と違ちがい、どちらの扉も並なみ大たい抵ていの厚みではなかった。ここまでのセキュリティで管理される軍事物資は、ルナスもこれまでに記憶になかった。

　そうして辿たどり着いた格納庫にあったもの……。

「これは……」

　見上げて、ルナスは小さく呻うめく。

　先の尖とがった、巨大な筒つつ。あるいは柱。しっぽには羽根のように板を生やした、そういう旧文明時代の兵器が何本も、高い天てん井じようからの照明に、不気味な鈍にぶい光こう沢たくを放っていた。

「……ロケット……それともミサイルでしたっけ、姉上」

「まあ、そんなようなもの」

「ふふっ、そういうことですか。見えましたよ」

　納得し、ルナスは笑った。

「新型魔法の正体は、実は旧文明の科学兵器だった……と。鉄てつ砲ぽうやら戦車やら、旧文明の兵器については共和国軍の方が研究が進んでいますが……それだけに。よもやこれまで剣けんと魔ま法ほう一いつ辺ぺん倒とうだった我々が、これほど大きなロケットを配備しているとは夢にも思わないでしょう。お株かぶを奪うばうというやつだ」

　その一本のロケットの大きさたるや、直径は一メートル以上、全長は十メートルを超こえるのではないだろうか。そんなものが何本も並んでいる。

「なるほど、あのシャル姉らしいオチです。私は銃じゆうや大砲のような、あまり離はなれたところから相手を狙ねらう卑ひ怯きような武器は好みませんが……意表を突つけるというなら、初手の奇き襲しゆう攪かく乱らんには有効な手段でしょう」

　ユリカの瞳ひとみはそのロケットを見たまま揺ゆるがない。

「全すべてブラフ」

「？」

「……姉上の恐ろしいところ。嫌きらっていても、可能性は全て検討し、実行可能なまでに整えておくところ。そしてブラフを張るときは、ブラフでなくなってもいいくらいの資金と金を注つぎ込むところ」

　ブラフでなくなってもいい。

　つまり陽動のはずが、本当に主戦力となっても構わないほどの、という意味だ。当然、見分けなど付くはずがない。

「まずはヴェロニカへの軍の駐ちゆう留りゆう。姉上はヴェロニカ七領が欲しかったわけじゃない。金きん融ゆう財務のエキスパートである、ヴァリオ・サフィナが欲しかっただけ」

　あれも確かに、マヒロには見み抜ぬかれたらしいが……本来はヴァリオを寝ね返がえらせると同時、あそこからオオヤシマ方面へと軍を展開する予定だったと聞いている。

[image: ]

「次にオオヤシマ経由の進しん撃げきも、連合にそうと思わせたかっただけ。だから姉上は東京に軍隊がいないことをわかっていて、あなたにあれだけの兵を持たせた」

「っ……」

「旧文明の技術復元については、共和国以上に大東京王国が発達している。あなたがそれを陥おとしたことで、最大のネックだったロケットの制せい御ぎよ装置の技術が手に入った。そして最後に……ここにあるロケットも」

　ルナスは小さく息を吞のんだ。

「まさか、このロケットもそうだというのですか……？」

「この要よう塞さいには、左さ翼よく、中央にも全く同じ格納庫がある。そして向こうのスパイは、すでにそれを摑つかんでいる。たぶん、姉上がもう摑ませている。張り子の虎とらじゃないことも含ふくめて。だったら軍の極秘予算にも計上されている一基数億ゴールドもするロケットが、まさかブラフだなんて思うはずがない」

　ただでさえ厳重な警けい戒かい態勢を持つ要塞の中に、皇族さえも立ち入りを許可させぬほどの警備。管理。その中にはもはやボタン一つでも発射可能なようなロケット群。表ではなく裏の予算にのみ記された法外な金額。

「本物は五十㎞後方の補給基地に隠かくされた、予備の中の一発だけ。その一発だけ弾だん頭とうが違う。それが新型魔法。それ以外の全ては、それをカモフラージュするためのブラフ」

「馬ば鹿かな……」

　何を馬鹿な。これだけの数の、現実に使用可能なロケットがあるというのに。二十万近い精せい鋭えいがすでにこの要塞に集つどっているというのに。

「たった一発で、何ができるというのです」

　ユリカの声こわ色いろは変わらなかった。

「緩かん衝しよう地帯、ラズルカ国境に展開する連合軍の過半数が消しよう滅めつする」

「っ……!?」

　今や二十数万、両翼十数キロにもわたって堅けん固ごな陣じん地ちを構築する連合軍。それをただの一撃で、しかもその半数をも消し飛ばせるとなれば、それはもうただのロケットではない。ただの弾頭ではない。

「それが今回、切って落とされる開戦の火ひ蓋ぶたになる。同時、私たち帝てい国こくはもう英えい雄ゆうの獅し子しではなくなる」

「まさかっ……姉上、それではまるでっ……！」

　ユリカがそのとき初めて、ロケットからルナスへと振ふり返る。帝国で最も勇ゆう敢かんな、己おのれの妹へとよくよく言って聞かせるために。それがこの先、自分たちが負わねばならぬ責任であると。

「そう。本来この白紙の計画書ネームレス・プロジエクトには、元となる名前があった」

　赤い色の瞳は、しかしとても冷たく、酷こく薄はくな輝かがやきを持っていた。

「……プロジェクト・マンハッタン。私たちは、悪あく魔まになる」







　あとがき




　そんなわけで今回は、どこかでやらなきゃいけないと思っていた中ちゆう原げん編です。丁度いい機会なので前々からやってみたいと思っていた、「長編を短編集的に仕立て上げる」という試みに意い欲よく的にチャレンジしてみました。




　大☆失☆敗♪　でした。




　はい。

　そもそも私の場合、長編なんてものはクライマックスの大ネタ一つ、中だるみしないように中ちゆう盤ばんに山一つ、都合二つもネタがあればあとは適当に書けたりするものなんですが（もちろん書けないことの方が圧あつ倒とう的てきに多いのですが）、一章を一話の短編にするということはそれだけで最低限六つはネタが必要になるわけで、やはりそもそもそういうことを締しめ切きり間近になってようやく気付く辺りがほんと適当と申しましょうか、事前にしっかり構想を練らないから毎回地じ獄ごくを見るのだとデビュー当時からわかっているつもりなのですが、昔から「見たつもり、止まったつもりが事故の元」と申しまして……。

　あ、つまり事故！　事故だったんですね!?　俺は悪くないんですね!!




担当Ｗ「林さん、自じ損そん事故って言葉知ってます？」




　知らん。

　いや、それでもゼムンに来るまではうまくいってたと思ったんです。

　しかしなぜクライマックスであんなことになってしまったのでしょうか。なぜファンタジーなのに『真しん空くう燕つばめ返がえし』が剣けん術じゆつの技わざ名めいではないのでしょうか。担当にまで「だんだんミスマルカのジャンルがわからなくなってきましたね」と言われる始末。

　それ言ったら『王道〝系〟』ファンタジーの時点で充じゆう分ぶんわけわかんねーよ!!　トラックレースとか滝たき壺つぼバンジーとかゼンラーとかすでに王道でもなんでもねーからいいじゃんよ!!　つーか『フルバトルメイドアクション』ってなんだよ!!

　……と思ったのはここだけの話。

　私の作品は毎回毎回、企き画かく会議でのアピールや広告の宣伝文句に苦労するようですクケケケケ。会議で担当渾こん身しんのでっちあげ構想を聞いた上役の人が実際私の書いた作品を読んだらどんな反応をするのか一度見てみたいのですが（特にこの巻）、その場でグーパンチされても文句は言えないので一生叶かなわぬ夢ですね、はい。

　高校の友人なんかが続々結けつ婚こんしていくのを見ていると、こんな適当に生きてていいのかといつも思います。私もお嫁よめさんとか贅ぜい沢たく言わないので、エーデルワイスみたいな美人でしっかり者のメイドが欲しいです。Ｃｉｖ４の起動を阻そ止しするだけの簡単なお仕事です。




　とか言ってるうちにもう六巻目。王道でもなんでもないまま六巻目です。みなさんそろそろ一巻目のハッタリに騙だまされたことを後こう悔かいし始めている頃ころではないでしょうか。もちろん私は後悔なんて二年前に済ませて今また新たな後悔をしているところです。

　でも書く！　書きたいものを書きたいように書けずに何がラノベ屋か！

　次で一回本気出す!!

　次巻、神しん殿でん教きよう団だん編にて『ミスマルカ興国物語』、堂々の第一部完結!!　乞こうご期待!!




　毎回本気出せとか言わない。あと、いつもかつかつ精せい一いつ杯ぱいだろとかも突つっ込こまない。




　二〇〇九年　十一月


林　トモアキ　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ともぞ

カバー・口絵・本文デザイン／タケウチユタカ＋ｆｏｃｏ

地図製作・特別企画デザイン／廣重雅也（クレスピ）










ミスマルカ興こう国こく物もの語がたりⅥ








林はやし トモアキ





[image: ]





平成26年1月1日　発行





(C) Tomoaki HAYASHI 2010





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『ミスマルカ興国物語Ⅵ』

平成22年1月1日初版発行

平成25年10月5日4版発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8694（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/









[image: ]




item/image/img-006.jpg
_ R






item/image/img-005.jpg
HOMHEIMISH | sess |






item/image/img-004.jpg





item/image/img-003.jpg
wi ECER






item/image/img-002.jpg
_ 1 | RSN JU






item/image/img-001.jpg





item/image/cover.jpg
AINNRAZ—Hh—XE






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/img-m005.jpg
e





item/image/img-m006.jpg





item/image/img-m003.jpg
&

e





item/image/img-m004.jpg
..;‘y}





item/image/img-m007.jpg





item/image/img-m001.jpg





item/image/img-m002.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		第一章　金色の平野



		第二章　王であること



		第三章　隻眼の師弟



		第四章　山間の神国に聞く



		第五章　大完徹大会



		第六章　主の実在を証明す



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/logo-sneaker.png





item/image/img-0011.jpg





item/image/img-0010.jpg





item/image/img-0008.jpg





item/image/img-0009.jpg





item/image/img-0006.jpg





item/image/img-0007.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
CONTENTS

B—E
ﬁﬁtz)iliﬁ

BoE
ETHBTL

B==
§Bﬁgg)ﬁiﬁ%

BHE
mﬂﬂo)?llllzlzﬁﬂ(
BHE
REBARE

184

BAE
i@%é’%&ﬁﬂﬂﬂ‘

bhx
315






item/image/kuchie-002.jpg
e
CavaRg
WA R
SN EP 2 N
.~ 7)==

o<






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/img-0004.jpg





item/image/img-0005.jpg





item/image/img-0002.jpg
MAP

TEWLAIB

EEILHERB

MsorEm  EAVEE

SZXIHEB
ISR —te VBB






item/image/img-0003.jpg





item/image/img-0001.jpg
(HARACTER

eR-aFNVA=—2-T—-FVI7)Vb
IATNHER RMECRFKE LRI LA BC—1EETF,
L —REEPRROATIEL,

-

I3Ivh Iz
HREEDY X5—, 5H ETIDRE. T2IH
»T I ADBHETIED

BEVDORRAHEMLTVS
fodh, WETIE [FRERA
DRETHNE>TV S,

WHET, BRLEHBROL—
KA=h—-Tb6%2.

AUES 25 bt 54
IZATNHER-EAREELTIEORHR S,
NEB MR A L2H7EQR,SIADATVS,

I—=FIVILA
IZTNHEE-FERRET EOrE—Bh DHFE.
¥=FIn—¥
ST IDRE. RROT A FIVKTEE. [4181] .
Y= TPVARIIS5—-L Y
NS FERDEFICLTS ST 70RHK [XDOBWF] .
PvEURITPVARRIS—LY
N FERDEXICLT. TAE—DORH.
IRPIVEhL V-ELFAD
L EEOERADK v > T L&,
D59 TARN—=A VD TAIIVA
HREEORRS ERE RO b v T,
IAVATIWARIBRIATAT
J5T—tFNERADRT, KBWE &L X ABEA.





